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- 一-巧が あ 々諸な^ 

f • , ' ， • ， ： 一- •，ィ \ 

^—.的載阿の跋於做幽、が1^?」，る諸領巧にわいて.マ ルキシズムにありては现論問题として，お 
; k . k た aip ド 秘與— 勺 於 W りげ 細 巧 巧 巧 固と して 翊现 して わる ポルシェ ヴ ィズムの 巧みは •伏が 

とて 一 S 魏奠 みお 寧 器韓 寫と摄 され ‘投 か蠢福 妾で が 拙 神のに も 

政 ホのに も か 解せ ねばならぬならば 》 此の 巧は な ひもな く网巧 ボル シュヴ ィズムの 巧 和と 本 巧 
巧を とを がが せんとす る 能力が 巧 命 的に 歡夕 しく 缺 かしてが る 巧 巧を 化は せろ ものである 。巧 
述 一巧に 理念 义び 化が 视の 薄と がされて ねるな 柄と •ボル シュヴィ ズムと 呼ばれて ねる が 柄と 


二 

はを が刖 伉で ある。 巧 かる 单 柄に 巧り ては お 巧 巧の. 化 罪的妄 なが あるの みで ある。 此の 妄な 
たる やが 太 人逮が 么を證 明し 巧べ く おがし •歐 がの 文化 諸 巧 族を が 巧す る ことに 化り、 化 等に が 
卞る* 阅^搞乂的化が制巧を齡立するり的をけつて巧巧されがつたものである。 ポルシェゲ 
イズムは 只 折乂人 速の 郎鹏の 內に锭 生し 巧た にず ぎぬ •おつて それに 佛 がの 可能 化を 帖與 せし 
はおりが 巧 都市の 舖道 のす 毛な 化-面の かには ない。 ポル シ卫ヴ イズムを が 川し 巧た 人觀は •熙 
爭 とお 巧 危機と に 巧り 約 隐を攪 化され •巧く して 化の かき 化 罪め 妄卸 心に 断 〇 おき 人 巧で ある。 

巧で 巧め て 巧 乎と 强訓 してむ きがいは ぶの 巧で ある 1 巧々 巧 装れ み ホ おお 巧は 巧々 の 政治的 
巧が の 巧 巧より を H に 至る お* 化の かき 化が 危巧 におず る 閒爭を K に 巧サと 巧む しがつた が 巧 
々はが 胺に みして 反れを ホ兹的 乃至を 資本 ホを の糾 、むがを 論難した のでは ない。 ポルシェ ゲイ 
ズム におす る 巧々 の 岡 ホは 化々 ホ義に 巧す る岡爭 ではなく してが ろ をれ のな めの 開 巧で ある 0 
化の 岡 巧た る や •奮の かか 裹を巧 現を 巧る は •共の おも かがに してが がなる 化れ 婆い 
の W 乂的 ボル シ卫 ゲイダムを 戰 拱よ 〇 がを する ことによ りが めて 可能と なるとの 巧 刻なる 設識 
の 防 化より 牛： じがれ る ものな ので ある。 ボルシェ ヴ イズムに 巧ず る阅 ホは •化し •永 衍め巧 化 


を：： て •概して 巧ら ホの かき 閑 民， 卽 ちれな ホ 旗の かがの 巧技の p わ 態を ち 巧の 氏族 的 牛： 巧 
の 巧なる 一巧 逸と おがず かき 阴 民を 待ちが めて 巧む し 巧る 树の ものであるが •巧る 供 班は 11-1- 
化 紀の力 おめ の 化かと 巧が がとの 要求す らも あす ものである。 

ホが 巧れ は 凡ゆる 闊 々にが ける ボルシェ ヴ イズムに 對れ して 無力で あ 〇 •而 かも それに 對す 
ろ 岡 巧に をを に 不適 巧で ある-化 巧は 化の なをの 謝が 巧に がける ボル シ卫ヴ イズムに 能 做め に 
れお廿 んが爲 めには •化 巧には 化 巧が の 力 义び棉 神 的が をけ •む ホの な 仰 能 九 及び、； r 奴 的れ か 
の おさが かかして わる。 化 巧に み 〇 ては 叙くて はならぬ けがが 不足して ゐる のみでは ない •化 
巧ち 巧を さへ あらし むれば ポルシェ ヴ イズムと 巧 腐な がかを 「おがに 辩 巧す』 との 網が にお 
いてが おせんと さへ 巧す る。 巧 も 協な にして、 ホが 的 か 巧が 之を 過が 的 ポル シ H ヴ イズムと 棉 
紀 する ものなる 队り •それは 强 をが お 巧を 机 服す るとの むが か 则に從 ひ •が材 は •巧が •巿巧 
のか 巧に おする ボル、； V 卫ゲ イズムの 勝利を 瞄歷 してんまない。 

ポルシェ ヴ イズムは •一切の 闷巧 のがが たる 可を 下 好 断 かを ば •极 めて おぶ ぶに 脚 お及び 其 
の おがの 諸理 をに 巧して 動 M するとの 巧 もょ 〇 しても •旣に • む己 とおを にか おせざる •化の 

ゴ； 


一切の 政寫馨 力 •諸 i 附を攫 せしめる。 ボル 呈ヴ イズムは •凡 ゆ 島 惡る人 郁の 
詔 架 索 基. がを H 的と ずる •一 蓋 £ めて 下 援を能 S 紙 態で おえ 該イ ごが ホ邮と 
して 寧る 所は •巧ぶ を 巧 破を 薰 とせる V 露め 諸鹽 におけ ろ楚 し蓋那 のな 狐が 

に 化り •化 等の が大 なるな おのりが たろ 憐 九の 紹 がの 礎の の ホ 巧に を 指す •ぶる 柿の 髓則脚 
をが がず る ことに ある。 

風 術の か陪の 化の が 巧は •巧し 乍ら 原训 のぞ 協を 締が するとの •化 ひ 巧け わい か树と 洞问し 
ては ならない。 をれ 巧 か 巧 巧に ボルシェ ヴ イズムは 巧に が 巧 お 的で さへ ある。 な イスムが 巧 協 
を 巧す るは •巧 協を 無が ホに 超越して 滿 力む 馈を おおせん との •魂阶 より 敗れる ものである。 
該 イズムは 隐が もな く、 粮 力の 巧め の夕陪 により 円 己を が 助した る 化が をぱ •柿 力權料 巧に わ 
いて 無 巧 無能 化する。 巧く の 如きが 段は， ブル ザョァ 諸な 巧ぶ よりち はせ ると 火して 菩ぱ しい 
が 巧では ない •ブル ザョァ ながみ 述は閉 歐み网 にを いて* 人巧賊 械の溫 かな 乎 巧に 巧り* なイ 
ズ ムの蒂 ザを 巧き 棄 てけ ると •尙 ほ侣 ずる。 

ポル シ卫ヴ イズムは 劣等 ザ おの 獨栽 である。 をれ はが 偽を 养 して 樵 力を 巧の し， み 力を 川 ひ 


て 描 力を 巧む せんとず る。 該 ィズムは 之を お 常に 認 離し 瓦つ 化の む 内 巧の が 巧を 洞 化し* 妍く 
! •て 之に 對 おする がょ い。 該 ィズムに 巧して はがが •巧 飛なる 問が 諸 勢力を 動 =^ず る ことに 巧 
り •之ょり 艇盼 ずるべき である。 蘇し 該 ィズムは 巧 巧 故に わける をな き 敵が 人邮の 組热辭 のな 
である。 

巧る が 域に わいて は •ボルシェ ヴ ィズムは 十：： がな 北の 大 ぶたる かきが W を 里して がた —— 巧 
をのな がの が お •虛 おあびが 巧に 化る 諸 巧 族の が 巧 化の が 域， つまり •俗れ る 化が 諸が がのに 
巧 及び おがに 化 〇 て 化の かを 化 お的妄 巧の 本 巧のと 內 のが 態とに 闕 する ぶを にお 邮 された 一巧 
面を 化 介 せんとす る •ホむ ホな をが す。 谎 おは* ボ八 シュヴィ ズムホ かの 父た る レー ニンの 判 
斷に從 へば •ポル シュヴィ ズム閒 ホの 許可され たろ ホ 巧で 友る のみならず •な 絡.：： 化の ホ 巧な の 
である 〇シ 3 ゥ ペン ハゥェルは 旣 に* が义 人は 撫 のの 帥に であると お 明な して 扔 る、：：：！ つ をれ 
故に •ボルシェ ヴ ィズムと が 太 ィズムと が 此のが において おめ て驳衡 なが 似 性を がする 巧は • 
をが や 巧 もがし むには 化 〇 ない 〇が がなる ものは が 太の ボルシェ ヴ ィズムに がりち 上 のれ ひを 
をけ て わる。 それは 巧規 巧が のが + 速を 先づ 弟し 巧り 巧 逆さして •之 巧の 人+に 何等かの 内の 

お 
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反む を ば 概して 駐り十 やす 可能なら しむる。 化れ は 化し •が 太の ボルシェ ゲィ ストが 速ぶ せんと 
巧す る 所の ものである。 化 巧は •巧 巧 巧が の 人 十： が •巧 巧に 巧ら お W ずる そんな 乂 のにして が 
廉 化なる 自明 性を W つて* やたらに 放 昔を ホし 巧る をはない と あ ふこと を おへて わる。 

巧に 巧 巧に がせ 口は 巧 はれ 巧る •ポル シュヴィ ズムは 虛替を 巧し* がくして •恶 たなき 化が の 
閒に 其の あお 巧を 戍 おを 巧 巧す る。 

其のを 巧は それの 本 巧 上 巧な 的で ありな 我ので ある。 それの n のとして をが する 所は •地 巧 
上の 凡ゆる 諸 巧 族の 過が 化 •おなが 化 及び 赤化に ある。 該货 巧は 之れ と问 けにち 御の ホ 錢を使 
巧ず ろ 化の 余 巧た る や •ボルシェ ヴ ィズムの 巧 力 お 連が 巧の 巧め お 反が にお 巧 巧のを 民 ホを 
が 巧 さサぞ 巧させる とのず 巧ょり しても 旣に •不可 測の ものである。 巧 かる 息 傭は 巧 中 他の 强 
み W にと り危 おになる。 何故なら それは 諸 か 約にたい てが の阅 にが ホす る 共 ホ. 热 •卽 ちコ ミン 
々1 ンの 諸み 波を ば •まが 及び ホな として 化 州し なる からで ある。 おし お巧亞 U ルの 諸 巧に お 
ける が ホ 巧は を ふまで もな く是 をの 説 巧 おを 地粧 とする n ミン タ I シの かがが 巧む ルの もので 
はない。 n ミンク I ンの 助力を むて ボルシェ ヴ イズムは 巧る 械の おおに ち 策され た 陰 巧. 從ツ 


てみ 請 巧 族の 政治め 巧 あ 的 生を 根 がをおす るが 故に、 巧 巧す るに 巧ゼ巧 巧なる 巧 巧の 橡 謀を 化 
诞 しかけす る。 一网の 最强烈 なる 巧 族 的を ぶと 見做さる 可き は* 风 かになず る 村 常 かの 热判所 
から 巧の 命令を 受理す るかき 一 誤が を辟內 円® において 就認 する にある。 所く のかく にして 卽 
ち* 强 別な 共 巧 誤を 巧す るみ 网 は， おなが 詔 巧して ゐ るかく* 夕 かれ 少 かれ 巧れ の阳の 政が • 
化な なが •おが 政が •巧 巧 化が 及び 封 か 政 巧に わいて スクー リンの 巧 お 下に 立つ ものである。 
例へ ぱ巧 欺の 一列 强は ブヴュ I 卜 .ロシアとの 化み 締結に 巧し* 巧自の 地盤に 立つ か 巧 镇はモ 
スコ ー ょりの 巧々 を 受ける ことを がを し •をみ やが 恢內 にお 入す るかれ •単が 的を 巧を 乂榮す 
る 勿れと •ホ张 する。 

倘 々の 巧々 における 此の かき 共 犀 誤の 諸 か 派の 巧な とする 所は •莫大なる ななん に 化 〇 •モ 
ス コー の 巧 例に 化き 試練 卜經 たろ 或る 巧の 無類に ち 治なる なが 熙 術に 化り •ボル シュヴィ キ革 
なを 雌備し •货現 する にある 〇化 のを 化なる ものは* 諸が 族に ボルシェ ヴ ィズムの 巧扣を し • 
义ッヴ H 1 卜 • ：ー シアょ 〇 巧れ 阳づ るが 巧 報が を ば* 摘が 恼尾献 巧す るか •でな いまでも 之を 宛 
全に る 或 ずる 態の 日のを U つて 現 はれる。 盛し ソゲ ェ I 卜. ロシアは ち网 のの 政 化 態 •就中， 閒 
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化せる 巧歐 にわけ るけ 料のを れに關 ずる 拍 がを 報かず るは •何ょりの 巧ル构 である。 が ボルシェ 
ヴキの 巧 渝の巧 語が 校め て 阿部のに して お 巧む であるかく， なは ぱ ボルシェ ヴキの 巧践は 之と 
巧 おな に悅 めて 畏怖され •熙 がさる 可き ものが ある。 屍の 山が な'- ズム の-い 手を 教示し， 化と 
がとの 乂 がが 化の 如きす 述な闷 尘に氾 超す る。 人 一一 生 巧け 髓は 化の 闷主 においては ながや 巧 巧 
たる 觀を站 する。 巧 怖け な •辨 おぶ びが おは 一切の ボル シユ ヴキ がかの 巧な のりが をな す。 な 
イズムをお調とせろ单命はが巧なに於いて巧巧を巧し》 ハ ンがリー.バイェ ルシ.ル）ル地乂义 
びべ ル リシに 於いて 化 化を 巧し •円 下 スペインに 於いて 槛九 礎が 飾 ホの かむ 中で ある 0 
苟も ボルシェ ヴ イズムが 巧 抑を 词る おでは •駭 イズムは 巧 論及び 巧が W の 巧 立の がな どは 之 
をが てて 瞄- かたい。 がかる おな にぶ がをお ふは 旣 銃に 楼糾銃 である。 併し 該 イズムは を 化 巧 
の 到る おで 化の かを お 沿に が 化された るを がぶ 法を が ひて •化 ハの 巧 机を 喊巧 せんと 策す る〇ブ 
ルジ 3 ァの歐 洲は斬 かるが 巧の 巧 解に 何らの 微光を も 蹄ら さない。 化の 化み はお 巧 さろ ふ.； りが 
I 他网の 内政が おにな 入す る 勿れ —— をけ つて かおを 鈍らせて わる。 とはを へ か H が 巧な にわ 
いて 巧 巧 的が 巧と 化して 牛 •起して わる 削蹈 •スペイン において 權化岡 ホ かむ 中の 刖粧 •欧洲の 


化 •既餘 の巧网 みに おいてす おのか 威を 與 へる 媒 巧に 化り 化 起して ねる かに 姑 ゆる 削 粒 •之れ は 
全 化 巧の 脚む 蘇で ある。 化の 刖齒 たる やを お肢の 凡ゆる 政 わ ぷ述の 一 衍の緊 なが 巧な ので ある 
が > 足宰の 人々 は •円 己の 巧 化に 閃り 欧洲を ばむ 深刻なる を 機 A びぶ 祕に陷 入れる との 統 明を 
わ巧せんとおサざる^5上は》 化のかき叫煙と巧が巧協せざるをけない〇 がり* ポ ル シ ェヴィズ 
ムの 問が は歐洲 一が のが t に 脱する 刖齒 なので あろ 巧 かる 茲介 にじ 據は巧 おされ， 巧 かる お 
合に 人は 敵 化 ホ 何れ かに 所 おず べきで あり •巧 かも 此のが たる や •巧 かるみ 斷に化 〇 てが めら 
る 巧き 一巧の が おを W つて おむされ ねばならぬ 0 
化の おを にがに 一つの 問蹈 たる •ポル シュヴィ ズムに 於け るが ぶ 狡の 叫 瞄を說 明す るが 化 お 
であろ 化の 間瞄は 為ら 巧 逸に をいて 公 巧と. が 茲し糾 ろ 何故ならば 狗 ぶが 一巧を 論滋 する 
は •化の 蔚か 科にたい ては •宛 かも 往 ホの 巧 逸に がける がかく* 化お帖 さる W きで あるから 0 
沿ぶ 人が ポル シュヴィ ズム を例迹 しか H 之を ば佔 おしてが るが がは •な；： 十 やお おもが ひの お 地 
がない。 巧が の お 巧な の 巧 巧：！^ はかく もが 木 的に 除 ホされ* がな された •をれ なが 火な はボ 
ルシェ ヴ ィズム ー おょり おれば 唯！ おが おとなつ て 巧が してが る" 巧く して ポルシェ グ ィズム 

化 


巧に 於け る 一巧の 巧 ホは 或る 档度 までな 太が 化 削に 起きる ぶ 族がずに ずぎ ない。 且又 モス コ I 
にがけ るを 期の 径 巧に 巧し 問 煙な 〇 しは* 巧 だ お 太 人 速が 巧 扣飢化 及び 巧が なをに 閑り おお 人 
迷を が おせし がに あつた。 お 太 おを ぱ なに 巧が 一拖 なりと 假巧 する は、 巧 かの 誤謬で ある。 が 
乂巧 化逮が 巧® 问む であるのは •彼等】 巧が 的に 迫 おせる 夕巧 化の 巧 部に あ 〇 て 小 敬-紙と して 

かぶを 庙 じて 居る 髮 〔S をる。 巧 巧な 趣は お 壁にたい 5 為」 てお孽 何等 論閒で 

ある 转 はたい。 货乂 がが 巧 力を 巧 おし おる 紫 合は I 而 して 化の 巧は 只が 阳 なに 丈け 起きて わ 
る —— •人 巧の 巧を を 装りつつ ある 閒 •黨せ るを おぇち その 巧々 と 沿 太の 壽 立が’ 
又しても 突如と 巧 巧し 來 つた J 

ボルシェ ヴ イズムの 巧を •诗 はば 人 巧】 おの 巧 被の 巧 風 非道の 目のに 巧れ る 凡ゆる 人 愉义び 
文化の 孤 疑 的 巧が に關 する 理 をは •唯ゼ •洽乂 人の 頭 峭の所 庵に すぎな かつち 慧邸 巧ず， へ 
き祀お 滴る 巧 巧に たける ボルシェ グイ'' スムの 巧 巧 巧 動ち 鮮太人 速の 巧 力を 巧ち 巧め て薰し 
巧る。 寫な るかく •皆 等の 治乂人 巧は 五に 陰謀 おひ •化 等は 西 おにが いては ボルシェ ゲイ 
ごに おける 彼 S 庚 逞び黄 巧を 罔 S ん矣 しつつ ぉる。 卿 巧な 梁は お乂人 速が 之を 始が 


質 巧し 來れる ものであるが •彼等は それを ば 永 遂に 巧 巧し てんまめ だら う。 

巧て 巧々^ ボルシェ ヴ イズムの 巧 念を 設識 し來 つた， をれ のみならず， 化み 中に 於け る 唯一 
おた る 巧々 は •該 イズムょ りを じ おれる 凡ゆる 危險 にも拘らず •是 等の ホ 謀の 化 罪が 速の ぶ 巧 
を 見 巧け 且つ 彼等に 人類を 巧に 巧して 聲 なに 叫かし ける かく 化 巧を あ 巧して 呼び掛けん とする 
巧氣が ある。 巧 逸には 猪 お 人を 猶太 人と してを 巧す るが は 刑 巧が を：： ^ つて 所 剖され た 時代が あ 
つた。 巧々 は斯 おな 尊を 巧 時 をれ にも拘らず 敢 巧した のだつた 。か 円に おいては 鮮乂 人を 鮮乂 
人と ながし* ポル シ卫 ゲイ ストを 化 巧の ホ 謀 的 犯罪と ぶ 化すが は. 尙 が々 上品な 遠ぶ からか* 
或 ひは をのに る 弄され セる 人倫の 强 巧を W つて 巧 巧され てがる。 化し 乍ら 巧々 は •巧 逸を して 
かつて 此の 人 巧の 寄生の 危險 性を 妍けサ しめ 巧た る 如く •やがて ホ 化み に對 してな 口の 眼を 巧 
げ與 へさせ •サ 巧に 對 して おぶ が 及び ボ .ルシェ ヴ イズムの 本 斑を 明 ホし 巧る だら うと おへる。 
かくして 巧々 はやが て废 巧を 间 巧し •巧 おに 巧 夕の諸 阳を茲 勤 させて わる 怖る 可を な 機 及び 動 
巧に がいて， 巧 巧と なく 諸 巧 皮を して 此の かを 雑 治なる なおを 注 円 せしめ 凡つ 彼等に 巧 ひ —— 
浴ぶ 人は 犯罪 おガ •おぶ 人は 化 罪 ザ だ！ と 結 叫して 止まざる 秋 も 到な しょう。 


我々 が 知る 如く、 器 叫びは 養が s く-お化され セが 哲お卞 る s で t 。 猪 乂 がが 是 
をの お 表 尖が 华る K つれて 葦 幸 義的靈 £ いて 円 己を 蔽 はん 丰 るは •奠 かには 何 
の 利益 もない。 此 系は 鈴。 為 巧 過ぎて ゎを 故に •思惟す る 人 階 お」 了が 役を がへ 巧ね 
でぁらぅ’ それは 巧ガ 俗物 的藝 8 め S ぞ们 なる 霧と 見が され 替に卞 ぎない。 稱太 巧に 
此の f おょ 斗ぱ 忙し 通りに やつて 來 た* 何 化なら 祈 かる 育 醉 は給乂 がに 對す るみ 巧を 鈍らせ 
をら d 化の 巧 調ボ； ユ ゲィ ごめ お妻義 •ィ •キリス 裘 フランスの 諸 新が 力？ ぉ 所 
謂 巧 枚れ 拿 堯的翼 S ぇて 巧 悼せ し&ん 李る 糞は •恐怖 巧 動 •謀殺 累流聲 り劝リ 

づる もので—。 お 年毎に ポ； ユヴ ィズムの 梢 別 まがは •化の かき诗 f 巧蟲 巧の 中 かを 
を K 巧 かも •をが ぶる 稀の 啤悚 すべき • 凡つ 一切 sf 巧 化す— 繞 治に おひ、 映 
W を ば 巧 おめ に闷 化せし めんと ずる 必が 巧を が 巧ず る お 毎に がくな す ものである 斯 かる お 
合 巧 かと 共 ホ 巧を が材 にわいて は ソヴエ ー ト •ロシア におけるが 齡 制の 施 f 巧中內 巧な 巧 姐 
遷巧 權に朗 する お あされた る 巧选が ザが 出现卞 る。 併し乍ら がかる 中 巧は をて 詐端 にして 软 
を 的が 辖 S だ 症 及び-お 愛一*^ へを 利 望る もので を 〇 、彼等は いを お f 窺に がん 


で 店る ことか！ 巧な 上 ボルシェ ヴ ィズムは おも u 來 のが 雜 なる 流 化 そがで あり •恐怖 まがで あ 
る。 な乂人 巧が 巧く のかき ま 範拖を お 朱し W し、 がくして 之と：！ 恃 にがの 統治を 巧 役ず 可能た 
らしめ •岛 つが かる まがが を ば 今日 巧 化しつつ ある 〇 巧々 岡み ナナスは， 巧々 の 人 巧 支配 惟を お 
んど W 牛 おに 人扶 にわけ ろ一衍 の， 親 巧な •巧 姐茲 がをおな する に 化る 码に •公が 正大で ある。 
ボルシェ ヴ ィズムは 人ち 巧 似ぶな がの 网止 をが g がする が •がし 化の 曲 巧は 粮力 である。 

該 ィズムは 凡ゆる 人間の 卵齡 中に 特 をの 一菜み としてなる。 化の おみは ホと して 海ら 人刖自 
おに 巧 ゥ创选 された ものである。 それの ために 人 叫に 巧 立つ は該 ィズムのを 俾 である。 ポル シ 
ェヴィ ズムの おみは！： 巧 かの 人’ 削 •何を かの 人 W 化 W おくは 何等かの お 族の 倘む 及びれ 格に 應 
じて 人な 的に 创 迸され る。 をれ は 凡ゆる 投合に かける 巧の 巧 巧 内が にがいて 何物に なりても お 
礎け けられて むない。 例へ ば •乂网 の 代 おお 共は •他の 一巧の ま 輿 都巿に 見ら るる モス nl に 
於け る 新設 地下鉄 迫の 祕 巧に 院し •おくは ボルシェ ヴ ィキの が 巧す る 彼等の 网 歌の 聴 牌に 巧し- 
其の ボル シュヴィ ズ ムに闊 ずるが のみめ かしい 巧ぶ がを ば 突かと 师 かも 何等の 巧據 なく おかに 
巧げ 巧て •而 して 化の 一 巧の イズムと 夕協卞 るが 巧は •がと して ぶら るるが 貨 である。 モス n 


1 にがけ る ホ 化せる お 太 人は 彼等の 巧 おのぶ をむ 巧て わる。 恐らくみ 認 さる 可き は •化 巧が 内 
街に ブル ジョァ 化 おに 入る がに より， なかに 滿 おを 始じ岛 つがな する 巧で ある。 

扔^におずる彼架の巧おたるや激其である’ 何あをらぱ化巧は， 巧々が彼菩をば設識するこ 
とに より •歐 がに が 及 せる ボル シユヴ イズムの おみを お 粗より 破な せんと お 手す る 巧 巧を 了が 
してね るに ある。 巧々 に對 ずる 化 巧の が 惡は 巧め て 巧 刻で ある。 巧く のかき が恶は 巧々 の 政治 
の ホ 岡の ー ホ 素晴らしい 巧 牌の 一つで ある。 巧々 は 化を のが 化を 糾 ぎ、 而 して 化 ホに おける 彼 
巧の 冗 面を 嗦巧 する。 . 

旣に 上段に たいて 强别 せし かく •救 夕の諸 お换が ボルシェ ヴ イズムに 就いて 自らげ する おを 
は •ホと して ボルシェ ヴ イキのを がの 巧 化を なて 設宜權 は欺说 術に おじて わろ 例へ ばを 化 
巧は ボルシェ ヴ イズムを 倍" 帖 して •モス コ ー 政府が コ ミン クンと をが 無 細が であると 迄 か 船し 
て わる。 化の がは 巧知の かくが 像し がる 許 お 中な も 醜 化に して おが 恥なる もので あろ 證しソ 
ヴェ I 卜 政が 义び n ミン クンとの 削には 諸 任務が 典ガホ 巧よ く 分が される。 併し乍ら 贿お をが 
互に 無銷 がな りと 侣 ずるは •おか も •网み 社み ホ お 巡 動を 脚ぶ 社な ホ義 ながと 緣故 なしと ホ お 


せんとが ずると •問 一 である 0 . 

ポル ミュヴ イキ 的な 傅は 巧大な 計进に 則して 巧 はれる。 巧の H がと する 所は 化 巧樹齡 にある J 
巧く のかき 宜 がは 邸餘の 諸を 阿に がいて ボル シュヴィ ズ ムに關 ずる 誤れる おおを 巧び 酷まして 
ゐる〇 化の おみは 音 ふまで もな く 幼稚なる ものの 巾の 圾 幼稚なる ものである 。とは 云へ 斯 かる 
おみは 巧が をが け •而 かも お 强くホ 其の 巧 動を かむ しつつ ある。 

がるに ボ^シェ ヴ イズムの 巧が 巧 動は 之と 趣を おにす る。 此の かき 巧 践もホ 巧 おする がかに 
之を 巧ぶ する ことは 不可能で ある。 をれ はがの 既愧 すべき 机な を 流血を W つてた 彩つ た。 巧が 
巧は 嗦化 巧を がの 紛亂の 渦中に 巧げ 込まん とがす る C それは •諸 巧 於に なする ま' 邮 楠を 雌立廿 
ん とする •姑 太れの 乂 々的 計 巧で ある。 それ故に ホ 昔 おのむ はだな な 味に かける 化の 如き 危 お 
にお 卞ろ閒 かは 一巧の 网除 脚ず である。 巧 かる 阅 ザは 獨 逸に をいて 训的 •され •獨 逸に をいて が 
愧を かせられ •ァ I ドルフ •ヒット ラー が 巧の 歷巧的 お 巧が である、 巧々 ずべ ては 化の ぶ 巧を で 
あり 而 かも 同時に 一 的の 傅大 なるおを のが ホが 命の 執れを である。 苟も： 刚お 削の かがなる もの 
はが. りの る 笛がない。 獻洲 を： 冉 M ハサん とがせば* お 非と も ポル シュヴ ィズムは 之を がが なおす 


る必 粟が ある。 - 
浴 太 巧が 知る 夕 • S 雲 違 〇 巧い 了む る。 治 義は鬻 とな b 獨 S 巧」 了壽 力を 
おおせん とでつつ ぉろ それは み病冀 管 おいて 白 es 力を 璧完 とする。 をれ は闲 
巧 化み 裹 的 靈 《葛ち つて 薑夏 ss 位 常 的 S と 装て をは 面亞 におい 

て 倫 化に 賠 化し， 且つ 臨 栽に •を 同に 存 巧を がけて わる。 をれ は 彼の 新興 ソゲ ェ ー ト巧巧 おを 
決 かに ぉ梳 にし •岡 太く し •虚妄に し， 巧惡 にし •巧 巧に し •錢が お且昭 化に しつつ あるが 

かる 莫 なる 髮が 謹は •今ち 髮霉 《巧 細なる 欺が を ば雙と 一倍 辜 累窠の 巧 

巧に わいて 巧 化に か 巧す る や も 巧れ ず •化を は 流 化を み结 して 止まぬ 爬 ぉおてを る從 つて 巧 
巧には 巧 巧と いふ ものがない のみ か •謁巧 族を 破滅に すら も陷 入れる 音は ば 彼 巧は 必 がに 

鋪网 民を 議さ X 選 不幸 S 入れろ S 裝 M そ S 表を ならない。 

巧に 强 調され しかく， ポルシェ ヴ ィキ 的 裔俾は 一切の 救 衆に 巧し 巧 明 にがおず るを 常と する 
な 裏は •必 巧に おじて •龜 的に 振 おひ •冀に 拡錄ち 蒙の 例外は •テロ リス ふ デミ 
トロ フが n S 夕 1 ンに向 ひ • 2 は 愛が 楚 リトヴ ィノ 7 が闽 i 既に 巧して 巧說を 試みて 



わる 巧で ある。 此の おな は 巧す るに 一面に 於いてが 虔的 であり 他面に 於いて お 信仰的で ある。 
それは おぶ とい ふ ものを 謎らない •化の お 合 円 的が 手 巧を 神聖 化する。 該巧 煤のを がみに 於い 
て 巧 州す るは 一 伉の 巧雜 化せる 巧關 であるが、 化の 機關 たる や倘 々の 諸み 巧に がける 共 巧 主義 
め 諸み 巧ょり 稱 巧され て おる •をれ 故 》 化 のかき 巧 動に 巧り ては 》 巧 かるが 閒 をが 用 せんが 巧 
めに •一荫 のが 杆が必 巧で あろ 該巧銷 を 巧 動せ しむれ ち 必然に 悲 がが 生じ 來 る。 がかる 時 
は 何時か 网おち 巧る 稀の 巧け 巧 動に 巧り 掘 おさを がかに、 雙の 止むな きに 到る。 巧 巧な 
巧 動は 從來 あ大視 されない 迄 も 過少 評 巧され 來 つたので ある。 

巧々 闲み社 か 丰：義 等は 幸 ひに して •ポルシェ ヴ ィズムに 對赔 して 何等 巧な を 施す 必 巡ない 化 
應 にあえ 巧々 は秘 巧の 開のを 晶を 詰る のでは ない。 巧々 が 語る のは 巧 族の 背が であり 而 して 
巧々 の 所 留はホ •巧々 が寶 於に 巧 解を る 巧で あろ 巧々 は 幸に も、 諸 問 煙を 巧 調 おる。 
巧々 は §な髮 巧す る 義擎ら 巧ず る •窺し 巽は番 忆 之を 議 する 必累 する。 巧々 は 
巧が が 度 面せる 危 おにないて 拱手 傍视し 巧ない し 又して はならぬ。 化 治の か 防を お 巧す るは • 
をし 巧り 巧 巧 族 及び それの 政府の 問賴 である。 を 說と见 解を ばな 言し •がる 可き 大巧 巧を 示现 


し •不ぞ をな 吿 ずるは* 涩命 にょり 洞 お 力を な 巧され おに 円 己の 劈を 化み におして 聪 かしむ る 
可能 化を が與 されし， み 人の 梢 力で あり 義が である 。ボルシェ ヴ イズムを を おする 姑が はな イ 
ズムに 巧り 滅亡す るの み！ 

それ お 我々 は 本を 藻に おいてぶ のかを が 巧危槐 にがして 巧 報を れ嗚 らし， ボルシェ ヴ イズム 
の 巧 おのが がをお 摘し •該 イズムの 理論の 乂衍を お 招け •巧く してを ばる 可を 》 を がする 可 か 
ら ざる 時代た の 理解に 寄が しわい 0 

巧く の 如くに してを は閒跑 みのものに 到逮 する —— 

巧 朕の 巧 物 おは 往 々ソゲ ェ I 卜脱 巧を W つて お 巧 お 巧 お •從 つて 円 己の 岡 索と お 做て 礎 巧 
亞に 於いて 巧 揪お階 狡は が 本み 的が おち 淸 巧.！ し •而 して お 淹お獨 裁を 樹立した かに おぇる。 
同网に 於いて お化された 巧 做 巧は 自己の 网蔡 たる r 巧 倒を の祖网 J を錢进 した かに 見ぇる。 

巧て •化の かき マルクス ホ おめ 巧を をな 巧した るは •稱火 人 •例へ ばデヴ イット •リヵルド 乃 
至 マルクス. マ 八 ド ハイで あつた J 猶太 人達は 亦 一巧の 巧 做を 述勒を 化 織して わる •例へ ばラッ 
サ ー レ •ヴ オルフス ゾ I ン •アドラ 1、 リ ー プ クネヒト 》 ルクセンブルグ， レ 1 ヴイ 巧で ある。 


が 乂人途 は 彼 巧のを をな おがをから 巧が おを ホ 巧戳に おひ 川した"‘ パゥル •ジン ゲル •シブ フ， 
『 I ン巧 のかき 妍太 人は* マルク シズ ム— ポルシェ ヴ イズムの なお 提供 おであり* また お融を 
でも あつた。 

ッヴ H — 卜 政府 巧に かつて おおり， 今 円か もがが るは •巧 倒 おでは なくして •巧ん どが ら搞 
义人 である。 な 巧 モス コ— にがてが 殺されし ボル シユヴ イズムの 巧琪 者には ，巧 俄 巧が を も 見 
られず • 乂 郁み お乂 人で あつち 今や お义 人相-互 問の お ホに 巧〇 勝利 おとして 據兩し 來れる 一二 
巧な おが， ソゲ HI 卜 が 巧を 獨 栽め に統 わしつつ あるが •化の 政治た る やた の 人々 ょ 〇 構 ホ さ 
れて わる —— 

^ ル； ユ ル— 1一 ^ ダ (ャゴ ダ).— ザ • の 頭目。 一、 フザァ ルス. モゼス .^1 ン •ヵ ダノ •い イツ 
チ •ス タリー ンの お にを 〇 巧 通人 巧を なの 化な にある。 ヒン ケル シユ クイン 1 リトゲ ノフ— か 
巧 人 W をな の 地 化を ょむ。 之 等 巧ての 人々 は 巧 的が 火 人で ある。 

ク n ソゲ ィェ ー ト税 巧に ホが する はが 巧を 巧 おに あらず して、- 爾餘 のを 人 U におず る搞 太が 
の 巧な である。 


ポル シユヴ ィズムの 政治的 煩 動に お應 する はお 巧 的が 域に がける 該 ィズムの 民 ホ 惡巧抗 であ 
る。 ポ^シェ ヴキ闲 象 巧の をは 巧 巧のを 巧を 巧 あお 巧に 巧め るに すぎない。 尙 一千 九 百 S 
十二 年 w 巧に 「ロ ー テ •ファ ー ネ」 誌は 選が が 中に 左の かく 要當 をみ した —— 『巧 銀 荒 時の 處 か， 
巧な 化 上 •卽ち 一日た 時 問 巧のに 始り •一巧 w 十 時 閒巧衡 (之は 巧 銀 巧 おを 巧り なくす る) に 
まる 巧 巧の 値上 。 J 

巧て ソヴェ I 卜蹄 巧け® のを 连 やか 何？ パンの 化 段は 一千 九 写 子 八 年ょり 一千 九 百 S 十 
お ザに 至る 閒】 キログラム に付き 九 n ぺブク ょりと 十 あ n ぺプク に 巧 巧して わる。 ソヴェ ー ト 
巧が ホの 巧 補の 巧 銀は* パン 巧で 計 巧し •七十 八 バァ セント 半 丈け 下な して わる。 巧 西 亞巧做 
巧は を 巧を 巧む 上には •是非とも 今日 スタハノフ 巧 制に 則して 巧傲廿 ざるを 巧ない。 巧 かる® 
制は 巧 做が がを あまりに 巧し くな 招し おる が 巧に •巧 做巧乂 ホは 此の かき 规 巧に 到逮し 巧る を 
はない。 巧 ひがの お 巧は 巧 おが おとなる。 

1 で化豆一一十一 卒に於いて『口 1テ-フ ァ1ネ」 誌はソヴ ェ ，卜确巧に於ける或る同おの化巧 
開が に閒 ずる 一つの 悄 報を 公 おした。 化の おの 巧 用す る ものは 带 巧れ き •中央な 族が きの 大き 


な二閒 丈け である。 

巧で 現 巧 社み はがぅで ある —— 共 淹巧紙 『レニ ングラ ー ゾ ヵャ •プラウダ」 中に 婦人 巧 做 おの 
一人が 巧の かく 記して わる —— ir わたしの 一歲ザ のげ •わたしの 巧ぶ びわた しの 結 おを 巧む ホと 
一が にわたし 逢は 视 暗い 小さな 部 房に 化んで ねます。 共淹歎 邵巿を おを の 席 - H での > わたし 達 
のが 巧は 少しも 閒 みられませんでした 〇從前 通り わたし 達は 化の やぅな 信じられない 境涯に 巧 
らして ねます OJ 

自己の 寒す になり 孫西亞 労働 おは • —— をすな がは バン、 キャベツ •ス ー プ •根 削で ある —— 
巧の 化 入の セ 十五 割 丈け ま 巧し なければ ならぬ。 同 巧の 巧 倒 巧は 獨逸 巧概 おと 同一 巧 度に 扶费 
されんと欲せば* や均して其の巧銀の巧！：$上をがをの巧めに使用せざるを巧ぬであらぅ。 
■化閒 巧知の ポル シュヴィ キの榜 語は 何等かの ちみ 巧 倒 おの 創造に 腳 する 巧 前で ある C 『ロ ー 
テ. ファ I ホ J 誌は 一千 九 百 一二 十二 年 六月 二十日 左の かく おして わる —— 「モス ni レニ ングラ 
1 ド •バリ ー， ノ ヴオジ ビルスクに 往き •而 してを ベ 》 —— 巧 做 •バン 及び 自 かは 之を ポル シ 
エヴ ィキの 巧 例に 則して 巧め て戰ひ 取られ 巧ろ」 


巧に恶評あるシ ユ ク ハ ノ フなを人制度に則する、 ソヴ ユ >卜巧がをの巧倒方をは， 化熟巧倒 
なる ホ稱 をを くるに 和應 しい。 巧くて 》 文字通りの 化隸 制を •冉び 施け する がが •ソゲ ユ I 卜倘 
巧に 化 然として 巧が され 来つ た。 無慮 六な 五十 おの 人閒が ソヴユ ー ト蹄巧 强制巧 働 所に がいて 
現が のが 獄を 化いて わる。 S 巧の 巨大なる 强制巧 做 巧 1 鉛 合 巧に 於いて ボルシェ ヴ イズム はれ 
く {は 化 等を が途 して 止まぬ 〇强制 巧 做が 速に 巧り 王 海され た •スタ I リン— 白 お 述树が 
には 》 お 百 千の おが 巧 葬され て わる。 左に なぶる お 太的ゲ •ぺ •ゥ の指络 をは 述巧ェ 巧を 馆 巧の 

を g を W つて 强要 しつつ ある 》 ヘル シェル •ャゴ ダ •ダヴ イッ トグ I ン •ク ヴス ニッキ I 

イサ1クゾ1ン*ロンテンべルグ、^*-ンスブルグ》 プロ1トスキ1* バ—レシグ—ン》ドルフ.ザ 
ン •ヵ ー グ ネル •アン ゲルト 等々 である。 稱乂 人は 『無產 ホの 阻闲 J の 上に ポルシェ ヴ イキの 紙 
を 把り 上げて ゐ る。 

ポルシェ ヴ イキ 的を 化は •勒 巧な 民 おおを を 本 茨 的 巧 取の 前 巧から 解 化しが たと， を箭 すろ 
ポルシェ ヴ イズム はがの 赤を 農民 闪人 制の なめに 所謂 r 巧 巧 インタ ー ナショナル』 を 削 試して わ 
る 〇 M インタ I ナショナル のが 巧に H く 1 『我等は 中問龄 巧に がする 巧 おな 持の 時が A び 化 


巧を 除を お 求す， 巧 等は 巧 耕 臨が 子弟に おする 乂上 地所 おの 無が 巧 化 及び +1 化の 無が 提供を が 
ホず ピ 

所で 現が 化 おは 斯ぅで みる —— ながに がいて 科 かを 術を おました る-ソゲ イユ ー ト姑内 曲の 
巧 含は •を：： 十 や •白 己の 人 巧を 必 がに 應 じて 扶 まずる 幕 すら 不可能で ぁる。 巧 巧 诏の人 問は 魄 
巧しつつ をる J ゲ •ぺ .ゥ I の テロな 幽と携 お 巧との W には おなおなる 岡带が 荒れ 巧 ふて わる。 
お 太 人た る々 ガノ ゲイ プチ* ャゴダ 及び バゥ マンは 强 制が 約 化を 急進的に 巧现 化し おり •化の 
巧に 千 お 百な W 上の なおが 彼等の 夕跋と 諸 かに 巧而的 巧が に路 つた。 

ポルシェ ヴ イキの な 巧な 巧の ホが 巧な 树は 千み 百 一二 十二 年 八を 百のを 怖 法で ぁる。 巧を は 
たおの 一切の r 犯罪が 爲 J におし 死刑 おくは 十が のな 巧 乃ち 强制 巧樹 をが する。 同な 適 州に 巧り 
おぶ め ポルシェ ヴ イズムは 幼 巧ず らもが 巧 円みの 贿锐の 巧 化に 巧して お 用す る。 千 化な 一二 十四 
年 おを 一十 八日の r イス ヴ ェス チャ J 誌は •或る かかが •巧 合 巧 巧 特別な 旋を萊 とする 父親を 吿 
避す る 巧が を 報が して わる。 父親は 巧 柿 巧に 化り てが 化された 巧 刑の なめに 巧れ る。 ル 化は 公 
巧と 巧 巧され る。 


巧を 巧 制 内に がいて 戒 逸が 巧みは がれの お 許 ある お ± がが 中に ホの かき 集黨を 提示した こと 
が ある —— 锅が 十二 •一切の 不慌 快なる 上を の 忌避。 網が 二十， 强制 人爵の 输巧 T 巧 お 的化從 
ょりのが 巧」 及び 『が おの 民 ホ 化」 とを 巧 諮に 叫んだ。 

ボルシェ ヴ ィキの 巧 おのが 立 巧の 腐にたい て 併し乍ら 巧 傲 人 巧の 端 制動 貝 化が 必 がに 到來し 
て わる。 服從サ ざる 化が はが 段され るか •でない を も ナェ ヵの 流 化 監に諾 送され る。 巧 息の 巧 
ホを 扣巧に 代る 格 一め な 命令 惦 、錢 のかき 無 巧が おが > なお 航 なる 入を •軍が 栽 判。 「同 おおが 
を」 が 小 中な ち大 なおに 獲り •赤を 亢 帥にまで 授 る。 而 して 破が' 恥に も ソゲ ィェ ー ト猫乂 人 
たる ラ ピノ ゲィッ チは •巧 除の お 名 無 巧な 『巧 ま 化」 が 『おな ながの 巧なる】 手 ほ」 にし か 過 
ぎ ざり しがを 公が と ホ 誌して わる。 

巧 化の' 巧ら なぜら れた ボル シュヴィ キ の合替 がは 『婦人が 化」 である。 お 人は 巧 ひ おお お 
巧に お 庭め 巧が ょりが 放され 怖して 巧で と完 をに お 等の 位茵に 据ぇられる 結 おにな ち 『がかな 
る ものは •ぶ 巧 似を 没び み 族 削 巧が が 巧す る 限り、 お 力なり」 と 千 化 百 二十 W 年の n i ンタ I 
ン み 諸に かいて 斷 サと備 立され た。 ッ ゲィェ I 卜 聯邦の 巧が 巧 動に おいては 化し 乍ら が 讚され 


たる 婦人の ぉかは ぶの お 巧に が 巧を 巧 巧しつつ ある。 お 人は 巧 子の おがに 化 誰な く 化 任される 
お 巧》 必 巧に 典のを 計 巧を を も闲 巧なる 肉 侃 巧 低に 化り おがす る 粋で ある d のみならず 怨評あ 
る强制 巧が 巧に 巧が W 上の お 人が ホ滿 しつつ ある。 

巧に ボル シュヴィ キ宜 がのを 能す る おは-お 人を して 兒子 におず る 配が を 無から しめたと い 
ふにある。 幼巧は之をソヴィ ェ1卜网みが引受けたといふ。 がるに么と村時にあ材のが版かは 
風化せ る 少年が 及び 靑 が 犯罪 巧が 問 巧な くが 大 せんとしつつ ある 傾向を 白白 廿 ざるを がない。 
ポルシェ ゲィ スト 速の 特別 强 力なる を 借 手段は 巧胎が ム令撤 巧に 關 する お 求で ある。 巧て 十八 
年 W 巧 お 立 せる お 制 W なる 巧齡實 がの 戍 巧は 併し おゼ しく 荒廢 せる ものが あり •從 つて ソゲ ィ 
ェ ー ト 政府は 今後な 胎 すら 巧 止せん としつつ ある おで ある。 

ポル シュヴィ ェキ のが 人な 傅は •巧 巧は 之が が 巧を 社# の必 巧のを おなる 故に* か 巧 ホ 遊に 
がいて 巧が"； 消が する 述命 にあり と、 ホ おず るが にがて， が 妄の顶 がに 到達ず る〇資 巧なる もの 
は ソゲ ェ—卜 が 巧に おらる る お •一が 的现 みを 里す る网 はがが 中の 何 おに もない。 旣 にが 巧 お 
人 速は •自己の 化 華 おを が 固なら むる に 巧 〇 •化の 上 おの 一切の 願 ひを 諾 々として 默 記せねば 


ならを い J r 綺 人灭网 J にがいて 搞 人は 文ず 姐 o 猶太 的 ソゲ ィエ ー ト がま 連の 円か 化が である。 

リベラルな 巧が 地方の 光彩を き 化 あ 藻が ソヴイ H 1 卜宜俾 にを ち 込む に ちれる 巧 山を 明示す 
るは •モ 九な S 十 S 年の 说紙期 中に 巧 はれた へ リオ ブトの 『硏究 化 巧.- が 化の 特別 お潍 なる 一 
货例 である。 ナチ ス をを ホ も 疑は ざる ニ ユゥョ I クお乂 人 新 巧 「進め」 は 此の 巧に 脚して ぶの 
かく 巧き 祀 してね る！ . 

「代 お 到 巧 前の ぶ日キ H フ のを 人民は 巧 巧 中の 二 時に 勒 丹を 父け 》 —— 本 趾の搞 除と お 庵の 裝 
饰 とに なつた。 敛 巧の 人 化は •化 泣され た •不 巧な 町に ぶる が 淵の 美视 をが 與 せんと •乂进 に 
をつ てわた 。生 巧手 巧の 凡ゆる 化が 所 •協同 赃巧巧 巧々 は 扉を 閒 ざして わた。 巧の 立ちん 巧は 
禁 北され てわた C 觀 化せる 巧 年が •乞な が、 飢棘 おを 巧诏 せる 巧 巧 •巧 かる 人 训 がは 總て么 化 
上ょり 巧が せる かの 规を呈 して わた。 十ず 巧には ±巧 巧が 刷モを かけられし 馬に 乘 つてが がと 
持 巧して わた* 巧の 兹に 白い リポンを みなは して —— がかる 棉毋は •巧に を前綻 をのが 質で 
ぁつた」 

ボル シモ ヴ イズムのを 件 工廠ょり 巧れ W づる 特別ぶ 本は 巧な ほムに 巧す る 要求 T 1 の 的に し 



て お 全なる 巧な 解除 j である。 『巧び 戰ホ する 勿れ •』 『戰爭 に 戰爭を w つてせ ょ、」 r 戰爭 準備に 
巧して 威へ ’ J なるな 語の 下に 例へ ば獨逸 共を なは を 時 ホの かき 内を の 一 伉の 人 おかぶを 提 化し 
てゐる ——1 「を 巧の 裝甲 お及び 巡 洋据の 建造を 禁ず 而 して 旣に千 九な 一二 十二 年 二月に 猶太 人 
のヒン ケル シュ クイン •リ トビ ノフは ゲンフが 裝が 除を 謀の 一つを 利用して > 化 巧の 『完全なる 
巧裝 解除」 なる 合言葉を が 知して わる。 化の かき 虛妄 なる 方法を U つてして はか 日に 至る お 巧 
態に 何の 靖 化すら 現 巧し なかつ た •同年 セ 巧に 於け る 巧リト ヴノフ 向ら の詳 說が誦 明ず る 如く、 
同 巧は 巧な r 完全なる 巧 嫂 J を 『やかの なめの 最大限の 化證 J なりと 述べて わる 0 
巧く のかき が ボル シュヴィ キの宜 傅で ある。 他方 现巧 化が はか 何なる 巧 和を 呈卞 るか？ ホ 
軍の や 時 お 力は が 巧 年齢の 巧 下に おり 二百 巧に 向上して ゐる〇 に 加 ふるに 九 巧 巧 乃至 一千 巧 
の 試練を 經 たる 常備が が ある。 されば 戰 時に 於いては 一千 巧な •而 して 巧 か 一千 阳百 巧す らも 
動 貝し 巧る。 載 岡閒始 される やを や 》 ホ职 は-百 六十 乃 ま 百 八十の ホ お帥阐 及び 二十 五の 姑お師 
園を 巧 進し 巧る ガ らぅ 〇ホ がの 元帥 プヵ チュゥ スキ ー はお 巧 術く タンク 数の 巧 加を 二 千 W 巧た 
十五 パ ー セントと 記入して わる。 


ホ おの 空中 兵器 力は が 巧 機 六 千 基を 巧ず。 第一線の 辦け 機は 一二 千 百 基の® 昭爆巧 機、 化が 巧 
及び 千 五百臺 の迫投 巧に 分れる。 操が なお 器は 巧く してを かに ホ 頭に 居て 赤を 空中 おの 巧 巧 性 
巧を おおけ る。 摄巧 巧は 戰 時に ありて 第一線の 輿が を 巧け し •巧に 敵が 巧 おのま 度を せざる W 
前にが に 突進すべき ものである •ソゲ ィュ ー ト戰が 家の 見解に 從 へばが る 可き 載 争は W 前の か 
きな 戰 にがらず して か 巧され る。 ソゲ ィェ ー ト 政府が 今日 旣にザ 巧を 乂のゥ •ボ ー ト 除を 化 お 
する 誠寶は ホー 投 には 知れ渡つ て 居ない かも なれない。 

ホ 単の 巧踞お 巧に お應 する は ホが の 指 巧者の 攻巧職 略で ある 〇 ツヵ チュゥ スキ ー はがが 的規 
模 にがけ る 勝利に 巧け る ボルシェ ヴ ィキを 命の r 自明 補 J に 就いて 說 つて わる。 r 該 革命は ，しと 
ブ 々チェ ゥ スキ I は 云 ふ T 原始的を 力を 用 ひて •一切の 隣 お 諸を 网に 直接的に 倒き かけ •を 世 
巧を 包阁 せんと 巧す るで あらぅ 〇 其の 最篮耍 なる 道具は 當 巧 •巧の 巧 事 的ぶ 力で あらねば なら 
ぬ。」 

巧く してを も 倍 じな ベから ざるが 巧は 巧ぅ である —— 化の かき 一目瞭然 たる 巧 网ホ茜 的巧裝 
にも 巧らず ポル シュヴィ キめ宜 化は ホ 今日 尙を韶 して 日く > モス コー は 一巧の r 平 か 政 巧」 を 巧 


巧す ると。 r 巧西亞 ソゲ イエ I 卜 聯邦には* 何等 9 が止捣 張の 巧む がない， 本 聯邦は* やか 維 
持が 問題なら •何時な りと 適宜に 巧 謀に 栗る おへで わる，」 巧く リト ヴノフ 氏は W 巧に おし 膝 面 
もな く 虚言を 弄する。 而 して フランスの 共を 巧 お 琪あ卜 I レブは がのを 「人道 J 中に 公言して 
曰く， —— r 我々 が 巧 摘せ しかく •平 か閒 蹈はッ ヴイユ I 卜聯 巧の 問 超と 不可分で すら ある OJ 
巧 かる 虛 なをが にを も 粗 推に お 立す る おがが 約の 巧 お 政策で ある。 化の かきが 約は モス n 1 
なびに パリ ー 閒 にかけ る モ九百 一二 十五 年 お 月 二日の 及び モス コ I はび にプラ I グ閒 にがけ る 千 
九 百 一二 十五 年 五月 十六 日の r が合ぞ を」 なる 巧 前の 下に 締結され て わる。 

セント. デニスの 巿を . w 前 コン ミニ スト 而 して 今日 r 佛閑巧 巧な J の 指 巧 おた る ジャブ クヶ 
ェ .ドリオは •ホ 巧佛瞬 ボルシェ ヴキ軍 巧が 約の 的 巧の 目的を ホの かき 言葉を W つて お 巧 化し 
てゐる T 而 してち し 共 か 巧 大統領が ヵヒン •結 巧 大臣 ト ー レス ホ務 大臣の ペリ ー •之 等の 人 丈 
が】 がをお 理 しさへ し セら ぱ •彼等は モス n I ょ 〇 命令され し獨 逸に 對 する 戰 ホを 手な り々 巧 
に 閒始し •巧く して ソ ゲイ’ ユ ー ト騎 巧は 其の 西郁闽 巧に おける 爾 巧を 巧す であらぅ …… 」 

モス n I なびに ブラー グ閒 のが 巧が 約は 之と 徑 きを 異にする 。ソゲ イエ I 卜 がけ 尘 にして な 


ちた る 一人は •此の 事に 關 して フランス 巧 聞 r クラン ゴア この 一代 お 者に 千 九 百 云 十五 军二 
月 十五 日 ホの かきが 巧を 寄せて わる T プラ ー ダの 前を にがけ 巧の ま點を 創な する 巧は 巧々 の理 
想と する 巧で ある。 巧をから 巧々 はがけ 時間を 半分 程 痛 巧し 巧よう。 おつて 作業が 巧は 半分 ホ 
け ありさへ すれば よい •その 結 巧 巧々 は 一二 喘の 强裂 物を 楽々 と携 巧し 巧よう。 の 刖にナ エッ 
コス ロバ キアの 巧 ± にはが かる 赤色の 飛け おが お 多 創設され ちそれ は 近が 一二 十六に 巧 加して 
わる。 プレス プル グ にがいて 巧 巧 中の ナエ プ n スロバキアの 結 巧 大臣の 時 巧が 聞 「スロ ヴェン 
ス キィ •デニ こは •お 助のを 苗 さを なつて 是 等の ホを 巧 巧 機 支が の 目め を 左の かく 洩らして わ 
る —— r 飛け 裝が闽 お 巧衍の 目的の 爲 めに 必蓝 になる 時は、 飛け おで 遊軟に 耽ける は 何よりの 
禁物に ならう。 巧 おは 化の かき 巧 巧に をり 巧々 にお 巧を 巧へ る】 切の 友人に 役立つ であらう。」 
あ 言 すれば •阿® の 一二 十六の 巧が 推を W 资 して ホが の 投棋谜 は歐洲 におし なおを 開始す る。 此 
のかき 亩が がか 何に 現が 的なる かは •左のを 巧 —— 巧が 的に を 重 おなる 中部 歐洲 の諸衍 所が ホ 
軍戰輔 たの 砲が に 巧り 瞬時に して 巧が され 巧る であらう とのが 巧 —— の 必然的 お 巧で ある。 チ 
主 ブ コス ロバ キアの が 巧に がける ホが の 巧け 諸 おより 到達し なべき は、 ドレスデン ご 一十々 ： T 


ヘム ニプブ (十一 か) シユ レジ ー の ェン エ策 地帶 (九々) •ベルリン (の 十二 か) •ゥイ I ン (九々)- 
シユ テー ルの 巧 お H 架 (十 セ か) •ジユ タイ ェル マルクの エ萊地 巧 (二十 セ々)- 巧に プタ ペスト 
は 飛翔 後 化か 六 分に して 塵 巧と 逆 灰のを と 化し 巧ら る。 

巧 かる 巧 巧は ボルシェ ヴ イキ 的 『やか 政 巧 J のな 巧の 愤を である。 

かが 一年が 化の 席上に 於いて •巧 西亞 においてが 化が どれ 码お 蕾され しかを •拓 なに 陳述し 
來 り、 他の 諸み 罔に 於いてを 時化に 飼 似の 蒂が反 巧され 巧る 危險を 指摘せ しが •か閔 の 敎 を 阐す 
らが 化の かき 巧吿 をが 规 し* 而 して お 待阁は •ボル シ K ヴ イズムは 今や 冗 摘を 避 じ おり 旦 つや 
がて 衍 化の ちかを 傑 おず るに 相を ない との 幼稚な 見解を 代を して ゐ た。 化 おする 巧に スペイン 
の 就 巧 件が 余に 痛切な あ 鉛を 與 へたの だつ た！ r マドリッド なかが 統が おを 巧 使す るに をいて • 
をが がには を 毕や公 巧の なかは かが だに 見られない と 新 餅 紙 『デイ ァリ ロ •デ こフ •マリナ』 
は 巧いて わる。 而 して ヵトリック おみち 巧は •バル セ" ナ 人の 倚侣が 巧蒂 され •剰へ おを を 部 
が 祝が された と •ながと 吿 示して わる。 

ぶは ポルシェ ヴ イズムの ま 酷 下にが ける 傑 おの 自 かなので ある！ 


西方の 巧 ま々 義ザ 連に お蒂に 且つ プル ジョァ 的に 見られん として、 ボ火 シュヴィ キ 派の 「ル 
巧を J 逮 は、 紳± あの お 度を おつて 來た •をの 事が 例 令 か 何程 困雜 であつ たに もせよ、 巧歐に 
がける 巧く も 多 巧の 巧 巧なる 政 ホ 索が •ポル シ H ヴ ィズムは 化 巧 巧 命を 巧 巧せ り •か 何と なれ 
ぱ同 巧の 代を お 速は 燕尾服を 着 •白を の ヵラ ー を 付けて 來 おすれば なりと* 信じて 居る 巧 巧を 
見 •ボル シュヴィ キ の 巧 術の 識を セる 巧々 はお かに 苦笑 すら 裳 じ 巧たい。 

がかる 巧技は 併し乍ら ソヴ ィェ ー ト聯 巧の 給 太の 巧 力が 持 おより 云は せる と 依が として がら 
ざる 巧が ある。 されば ポルシェ ヴ ィズムは •首语 よく 無窜 性の 證 明を お 巧す る爲め •一简 の 『患 
法」 をを 案し 化しち 同 盛 法 中には 「装な 營 なる ものが 四十 パ I セントの 文肯 巧の 面前で を 
吿 されて わる。 更に 同 •を 法 中には •苟も 说太 的獨栽 おの お 見に ながせる 化が を 死刑に おする お 
の 网± に 於いて r 音 論及び 出 おかの 自 か」 が蔚ら れてゐ る。 而 して 巧々 は 此の 巧 例は 之を 巧 今 
巧く トロ プキ I の訴 設問が にがいて 目 塔した かくで ある。 化の 稱 制は 巧 かまし くも T 個人の 不 
可 侵. 化 居 不可な •信が 秘 巧の 不可！ を 語らん とする •巧が 反面 斯 かる 谎 制は 日每に チェ々 
を 獄に巧 留に惱 む巧モ となき 人 拙を に 詰め込み •迫 巧し •ちくは が 殺さ ホて わる。 


フランスに 於け る 共 淹ま豬 お 連の 巧 啟サる 『人民 脉が J は 化 等の 歲指巧 おた るトー レスの 音 
袭を 借りるなら ぱ 「巧 ホ々 義 の 自も 擁護， 巧れ の 保持 及び 披大の 巧め」 飼爭 しつつ ある。 スぺ 
インに 於いて r 人民 賊 線」 はが 力を 巧捏 する に 到つ て わる。 「巧 ま々 義的自 も」 は 同弼に 巧り て 
は マド リブ ド あび バルセロナの 刑 お 所の 囚人の 過剰な な 禁 、非み 巧ち 黃 のを 分子の 速 捕 及びが 
おの おに ある。 斯 くして マ ドリ ブトの み にても 從夾七 千 人 W 上が お蒂 され 來 つた！ 
r 自ホ 及び 人 巧」 なる 言葉は •共産 ま義 ななに がけるな 巧を なる それの 一つで ある。 斯 かる 音 
おは 巧に 巧の 巧 命 巧 中に 之を ぶら る'* ソゲ イエ ー ト聯 巧に がいて 自もあ ぴ人淹 なる ものが* 巧 
して か 何なる 化な にあり やは •之を ソヴ イエ ー ト蹄 巧ょり 來る諸 通信 中の ホの 文が が 立 詔す る 
巧で ある —— 

「 斯 かる 場合 孜百 あの 巧が 利を はお かも おを 同然に を虛な •ない 荷 巧に 詰 込まれる。 

巧 等は なが 》 白 おや シ ベリ ャに 巧な される をの 巧な たる や •巧に 或る 指 巧の コン ミニ スト 

は 巧々 におして 斯ぅ 詔る —— 「お前 等は 推 巧 するがょい！ 巧 等は お前 巧 巧らず を 打 巧し はせ 
ぬが •を 前 達は 発 巧して 巧 ひない んゼ …… JJ 



ゴ亩 

これは 千 九な 一二 十五 年 八月 十日 付の 班 倍で ある。 

「 …… おおは 又しても 切迫せ るかの 觀が ある。 併し乍ら 望む らくは 千 九な 一二 十二 一二 年が 巧 おせ 
ざるを である。 此の 二年閒 には 一年中に 迫 化 巧の おんど 八十. ハ ー セントが 巧 おして わる 。 J 
千 九 百 云 十六 年 六月 セ 日 附の迦 倍。 

千 九ち 十 セ 年 十一月 十六 日 レ ー ニンは 『一; 辟植 のか 芭 中に 前期の ッア I 王 网の人 おに 肖 お 
制を 約束した 。がかる 自治 制は •现 がに 是 等の 人民に •か 何なる 株 扣を呈 した か？ 千 九 百 二 
十 年 阿月 二十 七日 ホが はアゼ ルバ ィゾ ハン， 同年 十一月 ウクラィナ •十二月 云 日 アルメニア • 
而 して 千 九 百 二十 一年 二 巧 二十 五日 •新 おか 閔ゲ オル キ ー をな がした •巧が モス n 1 がが 年の 
な 約に か 〇 巧の 不可 おを 巧 乎と ホ認 して 阻たい ので ある。 

シゲル マン 地方に 於いては 芬 がの 人 巧は 制が を W つて おがされて わる。 千 九な 二十 化 T 
千 九-る 一二 十一 年に 一巧 八 千の が荫 人、 千 化 百 一二 十五 年 おに 九 千 人の それが •'シ ベリ ャ にを 化さ 
れた •而 して 二衍 ぉ前 ソゲ ィエ ー ト 政府は > 二 巧 八 千 人の 芬が 人を 共の 本 閑から 化遂 せんと か 
怠した。 


波肪と ソゲ イエ I 卜 提西亞 との 巧み 巧からは 同年を】 巧 八 千の お 逸人 穂 系の な 民が 『なおき」 
を かぜら れた 。八十 人力 至 九十 人 宛 一巧の 家畜 述が 巧に 詰 込まれて •シベリァに 誰 送され た。 

ヵレリァからは 前年の 千 人が 中央 西細亞 へ、 S 千 入が ゥラルへ 迫 化された •而 して 此 化に 於 
いて 非人間的 生 巧が 件 及び 巧 働が 件の おが お 十 パ I セントな 上が 滅 じの 止むな きに 到つたり 
一千 化 百 二十 セ 年 おを 巧宣 が機關 は* 無政府主義 お サッコ 及び バン ゼ ッチの 巧 刑な 吿 をな 
つて 化 巧の 半分を 騒 おさ 甘 セ。 幾 百な となき 記が あび 新が におり 資本主義 諸闽に 於け る n ンミ 
- t ス トムは 巧 刑 お 罔を 廊ぎ 立てた。 而 して ソヴイ H 1 卜 聯邦に がいて はか 何？ 巧に 刑法 第五 
十八 おのみ にても， 死刑に が當 する 十 w の扣 おる 犯罪 葬 巧が がを されて ゎる！ 千 九な S 十五 
年 g ： 月 セ 日 附公吿 の 法 巧に 巧り •死刑は 巧に 少年に おして すら 施 わされて ゎ ，る！ 

或るが 巧の 飢に 泣く 少年 達は •往带 のな が狀 態を 何 おとなしに 話しを ム のだつた 。がかる 事 
はお 五十八 依の 犯罪が 赏を摇 巧す るに 十分で ある。 十 人の 少华 はがの ち 速の 巧で ゲ •ぺ .ゥ にお 
りが おされた。 ソヴ イエ > 卜檢孽 が 技 ゥイ シン スキー は 一新 閒に r が 化に して 幸 脯 をる 也悅を 
の‘て」 のを蹈のかに此のかを 「少年お窜1|^^が巧力を巧がせし ー ザ目の日を凹おしてゎる" 


斯 かる 巧铺 ては •巧ら 十中八九 迄 ソゲ ィユー ト發 をに 巧 源せ る •お話され 立 詔され し 巧が を 
ぶと する 巧資 でぁる。 余が 昨年 ニユ I ルン ベルクを 涕 のな 上で* 千 九な S 十五 年 セ 月 二 + 五日 
から 八月 二十 一日に 巧け て開佛 された る， 巧 セ囘コ ミン タンを 窥の 巧ガ巧 待に 充 なせる 就 巧 巧 
をな ホ 的 口調を W て 展開せ しが •化 巧は がれに 巧して 只 沈 默と無 現が を 陳列した にす ぎな かつ 
た。 俗け は 巧々 の 揀官を W つて 誇張な りと 思惟し、 而 して 此の かき 巧言を が 蔑し 巧る とな じた。 

それ ホえ 巧 乍ら •此の n ミン タンを 講 にがいて 巧 おはれし •動講 及び 起草され し 計が 案を 怖 
巧に がを し •而 して 巧の 問に 生じ 來れ るみ 网 にがけ る 諸 結 おを •巧 かる 動議 あび 計 巧 おにが 比 
したいと 化 ふ 0 

巧み 巧 命 化に 封ず る ソゲ ィエ I 卜獨 栽の 代表 お デミ トロ フち をなら かにな 言して H く —— 
「巧々の巧苗巧のな治的巧なはスタ1リンををなお巧おとなし》 1切の時巧を克化しつつ> 乂 
巧に 一切の 巧を 构を巧 巧し •资本 ホを の堡 巧を 擁巧し •而 してを 化 巧に かける 社 お ホ 遊の 勝利 
を 獲 巧し 巧る し •また 巧し 巧ね ぱ ならぬ ！ J 

彼は： 典に ホの かくち ふ —— 


『プロレタリア I 卜はサ がの 巧 巧 的 ホ 酷 おであり* 巧 日の ま祀 おで ある。 又 化は 自己の 歴 巧め 
權 利に 立 入り •而 してを 巧に 於て •をが 巧に 於いて •ま邮 巧の 手が をを 抱せ ねばならね …… 」 
「お 巧の 車輪を 後恩させる 巧 力は おなで ある。 を •化の 巧 輪は 堀 巧を がけて 居り •社 待 ホ苑的 
ッヴィ HI 卜 共が 网 化み 聯邦の 方向に がいて •全讲 巧に 於け る 社 巧 ホ 義の顿 すたる 勝利に 至る 
をは 更に 巧 巧を 巧け るで あらぅ OJ 

プル ダリアの テロリストが ホ 巧ず 命 化の 爲 めに 提出した る納領 はがく 叫ぶ。 巧け ホ 巧に 關し 
ては 赤が々 な 諸す 巧が 之を 巧 諮る であらぅ 0 

化のを 謀 U 巧が 巧み 网に巧 多の 共を ホ雜巧 命が 生起し 來 つた、 がかる 巧 命には •千 化 巧 S 十 
五 年 八月に がける 巧を の 巧 ザを 阳 したる プレスト あび ナユ ー ロンの 巧 命 •千 九 百 S 十六 年の 月 
十日に 於け る レム ベルグに がける 巧 命 (巧 おのみ 十 あ)* 千 九 百 一二 十六 年 五月 十日に がける サロ 
ニキの 巧な (巧 お百餘 を) が ある-を 年月に なりが 備 された 巧裝 せる 一二を 励は 披巧 問の 刖を 巧を 
度勒 さした —— 千乂国 一一 十五 年 十一月に がける ペル ナム プ n のを 動 •千 九 百 一二 十六 年 一月に が 
ける ベ ノス. アィ レスのを 動， 千 九 百 一二 十六 年 S 月に 於け る スペィンの ホ勒 これで ある。 


計 巧 的な 六を おは 巧め 銷 がされ 巧た •斯 かる 葵 お 中にはぶ のかき ものが ある —— 千 九 百 己 十 
五が 十一 頁の ゥルグァイ にがけ るを 動 •千 九 百 一二 十六を 育二 曰の パラグァイに がける 及び 时 
月の 智 利に 於け る裝 動。 六十 一一の 大 放火が 巧 行され た •例へ ば 支那に がける 巧 州の 化 火 おか- 
此の 巧 件の 結 巧 千 あの 樓 化が ぶる。 五十 四の 巧 裝毁繫 がか 巧され •セ 十八の 巧製构 ながが おお 
された。 綻計 S 千の 十一 あの人 命が •此の かき ボルシェ ヴ イキ 的 化 罪の 楼 おとなつ て おれた の 
であつ ち ’ 

巧々 は 若干の 巧 例を がみ 出さぅ。 千 九 百 S 十 おが 六月 S 十 H に 於け る 共 ホな 网瞭お 誘の ぶ 上 
に 於いて* ギリシャ 代を として 同を ド グル ド グスが 登 巧し > 將 がの 一行 動 計が 案を 展開した。 
モス n — にがけ る 化のを 巧ょり 約 一周年 •千 九 百 S 十六 年 八 巧 五日 •ギリシャは 總 罷業に 化り 
R 做せられ* それは 巧 接に 巧裝藥 動に お化した 。ギリシャは メタクサスけ 2^ が 力 的な で ホを 
待ち •巧め て ポル シ K ヴ イキ 的 混 への 突入の がに 救 巧され 巧 •がくして 同 お デミ ト〇フ 及び 
ド ゾルド ゾスの 計 巧は 巧が され 巧た。 

デミ トロ フは植 巧 地 巧 命に 削して ホの かく 斑つた。 


「今日 •楠 巧 地を び 半が 巧 地の 人民は 己が が 化に 就て かして ホ 壁を 失つ ては わない c 巧つて 化 
等は を々 巧闽 主義 的 化 制を に抗 して 巧 敢な戰 ひを 挑んで ゐ る」 と。 

ザを おつか 經 たない 内に シリアに 危隙 なを 動が 巧 避し •甚だしい 流血のを を おた。 フランス 
とを 近 友證を 厚ぅ した にも拘らず •モス コ ー は 何の 遠ぶ もな くこの 協約 网 のを 巧が 治領 になて 
の 計 巧を 遂行した ので ある。 二一一 ーヶ月のを パレス ナナに 騒 巧が 起り •その 刖* 巧网替 巧は 夕巧 
のみ ホ 巧を な ビラを 押 化し 义 共を 巧蜡 貝の 巧 巧み 合を がいて 之を 檢舉 した。 

ブラジル 代 まを マルヶは* 一九 一二 五 年 セ 月の 巧 七 同化が お 謹に 巧して 說 巧した —— 

『巧が 閣± は 政府の 賊覆 •网巧 巧 命 政府の 制 おに 巧つ て 巧が たる か昭を 試みん としてね る。」 

一ニ ヶ月 後ナタ ー ル 及び レシフェ にがて 巧を 巧のを 動が 起り •百 五十人の 巧を •の 百 人 のれ お 
をを巧した。 「アリア ン ブ挺の代巧人ルィス .ヵルロス .ブレス テス》 お乂人エヴ エ 卜及び 
モンテ ヴ イデ オ にがけ る ソヴィエト ロシアの 「が 遣 具/ホの あず 商なる が 太 人 ミンキンは その 
お 面を が がれた。 

ホに フランス になて みるに* デミ トロ フは 「フランス 共 ホ 巧は 巧な 巧 ホ 戴のを 支部に 巧して • 


巧 o 

が 一巧 械戰 術を 巧の が 例を 示して わる」 と 註つ て わる。 フランス 巧淹 巧の お锋お トレ I スは巧 
に 加へ て‘ 

「をな は自 巧に 起る のでない 〇人 がが 制しなければ ならぬ 〇 巧々 は ロシア ボルシェ ヴ ィキの 道 
を 巧く 巧 也を して わる。 巧々 は ソヴィエト 權 力の 爲に盡 すので ある」 と 0 

フランスの 共を 巧は が 巧 巧を 示し* それには デミ トロ フが與 つて 力が ある 。巧な は •一九】 二 
ホ 年の 一巧に 八 巧 セ 千の ものが 一二 月には 十を となり •セ 巧には 十八 巧 セ 千 •八月には 二十 二 巧 
五 千を 巧ぇ •同時に • S 化された 羣 同盟の おも 巧 化か 巧 加して わる。 投輿 おは セ 十裘か 
ら百 五十 巧に をり •その 中、 大巴 まに がける ものは 唯の 一二み の 一で ある。 雜 お数は 十 人から セ 十 
一二 人となり、 「ユ マニ テ」 の 裤れ郁 巧は 一九 S 一二 年の 十五 巧の 千から’】 九 ご 一六 年には セ 十五 巧 
にさへ をつ た ことがあろ 同年の 謀 具 選 かの 巧ゼ けち 襄寒苗 局から 二 千 お 夏の 印刷が 
バラ あを ち S 化合 も藉巧 人民 昭絲 にお 制されて からは 大 にが 加し •この 年の 一一 頁に 八 
十 巧の 化合 貝で あつた ものが •八月には 巧 百 一二 十 巧と をつ たので ある。 

フランス も ホス ペィ- シ 人民 既械の 道を ホんで わる J デミ トロ フの 「トロ ャの 木馬」 と 田 巧が 巧 


の 中に 立つ て わる 0 

併し 何にもまして 良き 赏 物が 訓はス ペインの 流血の 慘が であり 》 これほど あの 第 セ囘大 をの 
み證の 巧が さを 痛感せ しむる ものは ない。 これは 當時發 せられた 指令の お 實な遂 巧で あり •事 
巧 1 人民 載 線 下スロ I ダンの 巧 巧で あつて •フランス にがてを の 第一 段に 達し* スペインに 於 
てを 高 湖に 達した ので ある 〇 この スロ I ボンは デミ トロ フ が* 一人 民戰線 政府の 許に 「該 はお 
の 巧け 巧 力を 大衆のを 命が 備の爲 に 充分 利用し」 •「社み ホを 的が 命の 爲に 巧裝 せんとて」 巧し 
たもので ある。 何と なれば 「おひを 前す ものは 唯 ソゲ イエ ー ト權 力の みで ある！」 から。 

スペインの 代を をヴ ''ン テュ ラが 與 へた 梢赌な 網領は ホの かきもので あつた T スペインの プロ 
レ クリア ー ト 及び 巧が 欺は •巧び そして 撤を めに •フ アツ シズ ムと 資本家 及び 地 ホの 權則 とを 
倒し* 巧 術 者 •度 巧を 命の 勝利を 巧さん とずる。 …… レ ー ニン 及び スタ ー リンの 旗の がに 巧 等 
は 見 巧と 勝利の ホを 述 ぶ。」 

旣に •とぉ 十一 二日に が はれた 王 巧の ホ領 々み ヴオ •ステ ロの お 蕾な 前に > 一音 六 十九 人の 人な 
が 赤た 巧 化の 巧牲 とされて わ セ。. フランスの ジヤ ー ナ リスト •アル ミニョンは ホの かく 報じて 


ムルシア にがて 致て フ アブ シスト だとが せられた 二人の 若を が 大勢の 手に が へられ， 路上で 
さんざん お まれた をな •一人の お 人が 肉屋の 斧を もつ て 彼等の 頭を 洲 ねた。 これは S 巧 十六 日 
に 巧 ホ たこと である。 この 兩 人は、 ペドロ •ク ティ ラスと アントニオ •マルティネ づツ との 二人で 
ぁつた。 

スペインの マルク シスト 速が か 网のお 巧を の 命 かにょ つてけ つた 啡 道な おおけ 爲 にがては* 
化 巧の 諸 巧 牌 も 遂に 蛛 へずには わられな かつた。 巧 巧に 巧 はれた テロ ルの 数は 到底 知り 雜 い。 
八月 十九 日には がな 礎 かな‘ 姑から ホの やぅな 巧が なをされ た。 —— マ ドリ プド巿 あび その お郊 
にがて 赤の 手に かされた おは ホ 千 人に をり •をの 中 千 凹： 白人 だけが 巧 あな々 サ •デル •カム ポ公 
岡で 巧 はれた。 最大の 牢獄々 ルセ A •マデロには •このげ 四時 一二 千 人の 因 化が あり， サン. アン ト 
ニォ には 千 百 w 十六 人 》 マド リブ ドに 於け る 綻數は 六 千 人に 及ぶ と。 けれども なの おする】 目 
巧を の巧吿 にょれば •これらの 数は をが をつ て わる •この 目が がは その おから々 サ •デル. カム 
ポを 眺め 巧た ので あるが* 彼は 八月 S 十 H までに 約 六 千 人が 銃殺され たのを 目 巧した とを つて 


わる 〇 彼の 官 ふところに ょれば、 都の 他の 場所 •巧が や 菜 お 內で •巧に 二な 人の 人閒が 段され 
たので ある。 (巧 人 ハインリッヒの 報 ホ) 

また 自身 牢獄から ボルシェ ヴ キイの 殺 巧を 目が しなければ ならな かつた 或る 巧は • R 々おち 
人が 段され たこと を吿げ •若い 一 か 巧 人は 八 巧 二十 一日の 巧 •二百 人ぱ かりの 刑 お 所 U が ヵル 
セル •モデ ロで おまされ •お 日フ アブ シスト 誤 波の 二百 五十人が を 庭で なおされ たのを 口提し 
た 。化は また 八月 十五 日に •ァルメニアから 二百 五十人の 囚人が マド リブ ドに 到 巧し •曾が な 
から ホを 巧 おな の 手に 渡される のを 見た。 彼等は 二百 阿 十 人のを を 巧の がに 立たし •曲に がを 
巧 にがてが おした ので ある。 そして 只 十 人 だけを ホな にけ ひ •巧 等の 「を 巧」 を遂 けした 。や、 

をに* フアプ シスト 指 巧を •ル イツ •デ •アルダ* フェルナンド •ゾリ モ •デ •リヴェラ， ク エス ク 
及び ヴァルデス 巧が 巧を された。 

を ド イプ 闽 民は 》 ホを おがが の 巧 おとなり •誠に 非業なる 巧を をげ た 七 人の 同化を 深く 悼む 
ので ある。 ハム プル グ のな 時み 謹への 途 すがら 》 巧が 同胞で あり 巧な である ザ ユプェ 、ダ ー ト， 
ホフ マイ スク I ， トラ イプの 四 人は* ボルシェ ヴ イキの 一曲に 殺ず された。 その 中の 二人は を 


四 凹 

い 「訊 閒」 のをに ーエ裝 の衷に 速れ らた 他の 二人は かし 離れた 巧の 所に な たれて 銃 段され 
た 。巧に なつて はつき り 判つ たので あるが •罪人 どもは をのを 谱を 丸太を W て や •つたので を 
る！ ホフ マィ スタ ー と トラ ィプの 兩 人は をく 掛 おが 變り •彼等で ある ことを が あに 識刖 化 來 
を かつた。 その他 多くの 巧が 巧胞は •或は 偽 けられぶ は W をが はれて ねる。 歎な なる ハンス. 

ハ I ネルは •「ホ 十字」 の 化 尊に 從 がしょぅ とすると ころを おされ •彼のみ は 掠奪され 葵は 巧 一 
巧で お 巧され たので ある。 

マド リブ ド ばかりでなく •ホ 化か 子のを 虛；； ；： 巧は を 科に 潮 おして わる。 ロ ラ •デル. リオに め 
ては 百 八十 セ 人が •コン ス 々 y ティァに 於て は 二百 お 十 人が 殺された (リサ ポン 》 「ディ ァリ 
才 •デ •ノ テイ シア ス」 )0 

力 井 タゲナ にがては 六 巧の 丈を とお 具と が 頭に おを つけて 海に お ぜられ た (「ゲルマ ニァ」)。 
バエナの 修道院では コン ムニ ストが 百 八十 人の おを ホを と刺リ とで 死刑に おした が その 中に 
は’ サンタ •マリァ こ 31 ルの 神父 や、 女 や 子供 も おつて わち 女達は 體 をが 削-^ れ たので あ 
つた ( r セク ロ」)。 マラ ダの 二人の な 夫は 四な 人 W 上の おが 巧 巧され た 棟を が じて ゐ るが •彼等 


は 化に ありを 艳 けて 井 戶に投 ぜられ •或は また 贿 のがに 辩られ て 俾路を 化 巧ら れた 「セク ロ」 )0 
イタリア のが 唯 代理 ソラ ヴェラ ニの；； 目 ふところに 巧れば、 十六 歲の 娘が 第一に 囚人を 射たとの 
ことで ある (ナユ リツ ヒ 「デイ •フロント 」) J ロサー ル •デ こフ •フリン テラでは コム £ ユ ニス ト连 

は 四十 人の おを おな に阴 じこめ て燒き 殺した ( r ジュ ルナ ル •ドゥ •ジュネ ー ブ J )。 ルン ダに がて 
は W 巧の 住 巧が 殺され •その 二 巧 人 ばか 〇は拼 W に 巧き なされた (「タイ ムス 」) d サン •セ バス テ 
ィアンでは 八 巧十阳 日に 五十一 人の 人閒 がが 殺された (「イヴ ニン グ •ス 々ンダ I 卜 J)o アル メ 
ン ドラ ラゴで •フランコ 將 おのが がは、 ホ獄 のが-に 逆 礎に なつて 内 人の おを 潑お しを。 八十 人 
が ホきながら 燒 かれた (r セリ nj )。 ヵル々 ヶナ では 五十人の お衞 がが 頭と 頭を つながれ •数の 
閃で 逝り をつ けて •ホを W 人 船 「シル」 號 から 诞に 巧き なされた (「デ V - リ I •メ ー ル」 )0 「ジュ ル 
ナル」 の 特派な 》 ェミ ー ル •コンド ロ イェが ェル •アラ ハ I ルから 報 かした ところに ょれ ぱ 、ホは 
S 十 人の 巧 かやで 供を 牢を 削ぢ こめて •をから 石油を 注ぎ、 巧寸に 火を つけて 巧げ 込んだ とい 

ふ CT デ イリ I •メー ル J}o 

な词の おを、 尼が のみが などに 觀 する 一々 の 讓は到 お银げ 料ない 。いま 一二 一一の 例を.； 目へ ば* 

四ぶ 


巧ぶ 

タラゴナの 乂巧 がと レリダの 司教とは 殺宰 された (ジュ ルナ ル •ドウ •ジュネ ー ゾ」 )0 米 人 ヘン 

リイ •ハ" K にょれば •彼は 自ら 牢獄に あつて •バル 七； の 百 五て §絮 馨を識 した 

とい ふ cr ザ クご)。 ピエ ドラ ル ごプに 於て は々 トリ プク巧 働 S 指を を ドン •デイ マス •マ ダ 
リ アポが 巧され ちジ ユル ナル •ドウ •ジュネ— プ」) d 々ラ ゴナ では ク のか 師 がが 殺され 一 
人の 修道 僧は お 靴で 踏みに ぢ を、 S 射殺を た (巧 人 ハイ ご ハウスマンの 销萝 。巧 司 逢 
の 首を 渊ね 》 町中を •その 首を 虫 巧り おした とい ふやぅな 事は あ 多く 報ぜられて わる。 ヴア非 
セ ロナでは をく の 尼な がが f た その 推は 燒 かれた' アド ごの か 帥 •ラス •ヵサスを 卜 
レス 巧を もを おな ホ 法で 殺を を 「ゲこ 二 こ)。 か^ 報が はいくら でも 紋 けを 害を 
らミ 子供達 もが々 その 養に 加へ をて ねち ミ ハバナから ラフ ア エル ふ ッォ ルが が じた 
ところで 巧 殺された をの 中に 十五 赁 下の 子 巧か澤 山ね たのち 化は バ：； で 目 避した 
ので ある (デイ ア リオ •デ •ラ •マリナ」)。 

おおしの つかぬ 巧を なな 巧 品が 養 さた 岡の 巧 神の 诗華 はを f れちノ ，ごな の委 

を ボナ •ヴェン テ •をを なが 曲 家 アルヴ アレス •クイン テロ •またを お架ゾ ロア ガも 巧に おせら 


れた (r デイ yl •メ ー ル」) 〇ヮ ルター •クプ クお授 の報吿 によれば •バルセロナ だけで •サン 
々•アンナを をを 巧め として •唯一つ ダけ 巧して を お 待は 境 かれた とい ふ。 十五 化紀 から 巧は 
る ヴェル メジ m の お あを 巧 巧の 巧 像 もが 巧され •また 十 おが 紀 からの マ アルの サンタ •マリア 
お# もが 巧され た〇九 化 紀 W 巧の プ H ラの サン •ぺ ド：！ ホ もた ジ巧を 巧ず のみで ある。 バル セ 
ロナのを をな 修道院 •大 司が の宮邱 もを く 破 巧され て 了つ たので ある。 

これ こそ ポルシェ ヴ イズムの お 巧 論の 巧が である。 それは 敢 てみ 閑に 自己の 巧 備を巧 供して 
巧みを 巧し め 破 巧す る。 バルセロナに 於て あから 尼僧の 屍を 引 巧り 出した かきは、 ポルシェ ヴ 
イズムが か 何に 凡てのを 徒を 凌辱せ るかの 一を 巧で ある。 スペインに がける ま 要な 煽動を の】 
人で わり •ポルシェ ゲイ キイ •ト ムス キイの 曾ての 化夕た U し アンドレアス. ニンが •「巧ら は 
あらゆる 神 おを 巧滅 する ことによ つて おを 問題を がかした」 と 說明サ るに よつ て みても •その 
無 巧 巧の か 何に 愤底サ る もので あるかを お認廿 ざるを 巧ぬ。 巧に 之 こそ ボル シユヴ イズムの 巧 
巧を 示す ものである！ 

ぇ ペインに がても •-乂 一と 年の a シア •みび をの 他のを 网 にがけ ると 巧 じく •ポルシェ ヴ 
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ィズム 沒 ホを 巧が しお 巧す る ものは •祀网 なき お 太の お 絲製进 巧で ある。 そのを 巧の 同胞と し 
ての が棉は •ょし 彼等が が 太 人で ない 場を でも、 彼 巧には をく 失 はれて ねる ので ある。 

スペインに 越つ た をら ゆる 巧 件に がし •ィデ オロ ギィ 的に も巧践 のに も 》 罪 をな ふ おは 誰で 

あるか！ をら 凡 了 S 件は • 5 n ふ馨 された が變襄 でを 〇 •を お 為 もの 

でもない。 をの 遂 けの なに スペィン にあ 遣され た 巧は* ボルシェ ゲィ キィ お 太 人， 「ハン ダリの 
机 巧 人を」 ベラ •クン 》 スペィンで エンリケ •フイ ブシヤ ー •ノイマンと 巧 ばれた ノィマン モス 
コ ー の 「プラウダ」 迎侣 わと 假 化した コルツ オフ ー ギン ス プル グ 、そして 阴際聯 规のホ 化か 巧 
巧 》 猫 太 人ロ ー ゼン ベルグ。 化 等は あらゆる 赤を テロ ルの 巧 導 おであり •似而非の 旅が 巧妙 
にも 大槪 7 ランス おむ Q をを ひて ぅへ ィンに 入り •をの 藉い 化が にな 頭して ねる。 

モス n 1 の 巧で をな もが 瞭に 巧す ものは •ボルシェ ヴ ィズムに 使 族され た スペィン 巧 亂を圖 
巧攀 にまで 樊 しょぅ 幸芙規 校な 計 巧で あえ ッヴ ィユこ シア 巧倘 化合の 諸ち 猶太 
人シユ ヴェル ニ ブクは 干渉の 息网 ある ことを ななし •「中央を 贝 をは ソヴィエト 聯 靴のを 巧 働 

ち 民衆 厚び かけ 器を 手に」 て 雲 ホぶ 冀菌 を黯卞 ミ； y 賦ま愛 物 巧のを 


巧を をさむ」 と 述べて わる (「ィス ダ エステ ィヤ J) 

「ィス ヴ エステ ィヤ」 の 報 ホる ところに ょれば •ソゲ ィュト ロシア 巧 働 化合 職な 評議 荷 巧 記 長 
は スペィンの ボルシェ ヴ ィキに 千 二百な ル ー ブル、 卽ち 一二 千 六 百 巧 フランを 送つ た。 ス ペィ 卽 
ち 統領 アザ ニヤは ソヴィエト お 太 人 コルッ オゥ •ギン ス ブルダに 謝な をを し. 「巧 等が ソゲ ィエ 
卜巧 衆ょり 與 へられた M 巧と 巧大 なるお 授 にいた く 感激せ るを が へられん 带 を。 余は 常に ソゲ 
ィエ ト民ホ ホを と スペィン 巧 ホホ義 との 巧き 連 巧を 蹄 倍す る ものである」 と (r ポ H ル ゼン •ッア 
イト ウン ク」) 

モス n I は コミンテルンの 支部を 通じてを 网 政府を 動かし •スペィン ホを 分子に お 利な 干渉 
をな さし めんと 巧め てね る。 フランス のた 骇新 巧は》 フランスの 飛け 機 及び 軍 霜な が マド リッ 
ドに 化 給され たこと をが けて 報じて ねる。 

モス nl ホを お 巧 かは スペィンの ボル シュヴィ キィの 爲 にみ 网 でな がに 義巧 をを がめ てね 
る。 フランス 人 巧 賊絲— 巧が 組合の 書記長 ジュオ ー •特使 アンドレ. マルロ I 等は フランスと 
スペインとの マルキシストの 連が をして ねる。 首和ゲ ラー ルは n ル プオゥ •ギン ス ブかグ にお 
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し r ホ 化に をつ て 先んじて スペィン 政府を 力强く 授かされ た フランスの 諸 期 铜あぴ 個人に」 謝 
患を をし •特に ジユオ I 、 マルロ！* 猶太 人 T.B ブロ ブクの あを がげ* 最後に 「兄 巧なる ソ 
ヴィエト 民 ホ」 に亟 ねて 始 謝して わる CT プラゥダ」) J スペィンの 人民 戰線 政が が フランスの n 
ムミユ ニ ストの ま 持を 謝ず るに、 ー ソヴィエト 猫 太 人に 巧して するとは 何 巧で あるか？ これ 
は 明かに* フランス 共 ホ 黨の指 巧を も スペィン のをれ と 同じく モス n — に 巧る ことを 蔚 つてね 
るの だ。 

スペィンに がける 未 曾 おのを 度 巧爲が コミンテルンの 特使に ょつ て誘潑 されを 巧され て わる 
ことは 巧 かで わり •ソヴィエト ロシアが スペィンの ボルシェ ゲィ ストを •經 巧のに， 政治的に、 
寶お めに 巧 助して ねる こと も 明ので ある。 モス コ ー にがけ るを 近の コミンテルン 評議み が •巧 
を 的に も 巧 巧 的に も •スペィンに ボルシェ ヴ ィズムを 施 巧廿ん とを て •モス コ ー がな にこの 計 
畫 た巧现 せんど 巧め てね る ことは 言 ふを でもない。 化 巧 巧 かを をす モス コ ー のな をが •縮少 さ 
れ ざるの みか 却つ て 益々 お化されて わる ことは •スペィンの 例に 見ても 巧 かで ある 〇今 にして 
眼た 销 かざる おは •をに 来る 巧る ぺき おおを 巧く 巧 利は たい。 


これが 巧 論と 巧 巧と に 示された シ ボル 卫ヴ イズムで ある。 この 地獄 的た 化 巧 ペストは 巧が さ 
れ ねばならめ。 而 して これが お 滅の爲 に 力を をす ことは •凡そ 寅 巧 威を 巧す るみ 人の 義錄 でを 
る。 巧々 ド ィブ 人が 化み を 巧 巧に 巧び かける のはみ して 巧なる 青が ではない。 苟も •戰 懐す ベ 
き 測 〇 知られざる 巧禍の 渦を に 巧を こまれ ざらん とがす る 者は* この 危隙 におして 飽くまで 一 
を 曲がし なければ ならぬ。 

ド ィプは このが 巧 ホ 閒の合 岡を をした。 我々 网 {ホれ 待 ホ 茜を はこの お 立 をれ ふて 十阳 年の 乂 
しき •ポル シュヴィ ズム におし 》 そのを 葫片 がを も假 がしな かつた 〇巧 々のこの 行動は* 典型 
めな 巿民 政府 •ポル シュヴィ ズムの 本な や戍 巧に 何の 關 はり もな き 政が の 許で なされた 》 從 つ 
て •巧蒂 が 徹底的 なれ 巧を 與 へんと する 場合ち 巧に ぶに 腕を 化んだ。 にも おらず ボルシェ ヴ 
ィズムを 打倒し 巧た ことは •今日 巧ん ど奇 巧と も 思 はれる。 巧ら くこれ は 我らの 上に 做く かみ 
巧 ホの 述 巧の 中の 一奇 巧で も あらぅ。 このが み 巧 巧は •何千が の 民族 •文化の* 閑 際の— ポル 
シエ ヴ ィズム 的 治 太ホ義 のお滅 意志に ょつ てな 滅 さる、 を 許さ ごる ものである。 

巧ず は ボル シュヴィ ズムを お 服し 巧た。 これ > 巧 巧が 化に 巧し •ょりを き现 想と ょ〇强 きな 
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• お 二 
巧と を W て 防備した からで ある •巧 等が 猜乂ホ 義に抗 し > 且 それと 結ばれた る 下 時 巧 旗 的 下 常 
人 帥 性に おする 网巧 として お起した からで ある •巧 巧が ボルシェ ヴ イズムが 巧概 にが 立して 》 
みきな 巧な 巧 巧 ホ 茜の わがみ 视をホ おした がな である。 我等が この 賦ひ にがて 民族 肖 ホょり お 
巧し， ブル ジ 3 ア巧 あの かく 所な とが 费 とょり 阳潑 しな かつた がかで あろが 巧が ち 巳の 巧を 
の 力を 新 M ハ 巧 おの 强き侣 仰と 缉烈 なるな 治と におんだ がな である， 而 して 我等が 一指 巧 おを お 
したがな である、 化は 巧 巧に 道を 示し* 巧が 网巧ホ 巧のを も 崎な たる 時代から •新しき ホ來の 
明朗 綿 おわる 光明に 巧く ので ある。 

これは 巧に か H を 化 巧の 認を する •巧が 巧 海を の 鹿を 的巧紹 である。 卽ち 彼は ボル シュヴィ 
ズ ムの毁 巧に 抗 してが ドイツ 巧 巧に 巧を を 築き •かくして 化-がと 無政府の 怖るべき 力に 備 ふる 
ョ ー ロ ツバの 始 神の 光速と なつた ので ある。 化 こそ 恐怖を 知らず また 巧が なき 的の 騎 ± であ 
り* 文化 •人類 •文明の 巧 職を をの 强 きをに 捧げ、 屏が として 化が ホ 命の 脅 城と 嫂 踏と におし 
て 巡み ゆく 〇 化は 我 巧に おへた* 巧 化を 巧し みおが を 巧すべき ことを I 卿く して 巧 巧と して 
巧び 巧が 巧 族け の 巧き 巧が と 道 おとを 囘巧サ しめたの である。 


これ こそを 化 巧に 巧す るな 岡で ある。 こ、 に •一ぶ 不可能と おへられる やうな 改 例が 證巧さ 
れ たので ある。 巧ち 人は ボル、 H ゲイズ ム をぶ 服し 巧る —— 若し 化が しか 爲 さんと 欲するなら 
ば* 正しき ホ 巧を 用 ひ， あらゆる 力に 巧な とを 捧げて 破 巧に おせんと みを するならば •人は ボ 
ル シユヴ イズム をな 服し のる ので ある。 ドイッ 巧 族が をれ にょつ て 礎た ところは 幸禍 である。 
巧くて •述 命に 幸 さる、 を 巧 飯の 巧 子は 立つ てこの 既 ひに 參 加し なければ ならぬ。 彼等の 狀ょ 
り 巧のを つると き* 彼 巧は お 太 ホを のを 冷なる を惡を 巧賊し •且 それの 的萌 でも お險 でもない 
ことを 茲 説し* 洞ぶ して， 始倍 する であらう 0 

この ドイッの 解に 化つ てが 巧は 円ら 巧證 しなければ をらぬ。 巧 諭阵を 社 巧 ホを は 輪 W なでな 
くその 方な は 他が 族に 巧 めら るべき でな く* いはん や强 制さるべき ではない 〇 けれども •をれ 
は大 に巧訓 たり 巧る •この 例に 化は しめ •彼等を してを のな も與 しき 危機ょり 脫 出せし める で 
あらう 。彼 巧が 速 かに か、 る 巧 おを 起さん 巧を。 遲れ ては ならぬ •が 巧は 巧に なおで ある 0 
併し 巧 巧は ド イブ 闲家社 か击を ホと して •この 課 巧を 巧に 巧し おへた ことを 誇る •我等は ド 
イヴの 巧の-^ ならず •ヨ ー ロプバ のな にも そむを おした 〇 アドルフ •ヒット ラ ー はこの ド イプ 


Q © ひの お 巧 おとして •また の 3 I ロブ バ 人と なつて ゐ る-化は このま 悄の 地に •それを 
々かす 危巧 をぶ 服す ベを 窒 示し • m - 3 ツパ 民族を し S て單ぴ 從ミ晚 むべ を 巧 おを 與へ 
た 何と なれば ホを の 文化の かは み 巧に 立ち •到る を •化 巧は 危 おにさら されて ゐ る" を 1 十 
やが 巧すべき 時では ない。 巧 巧は 巧 装に をを 固め •時 おたら ぱ かがと して それに おおしな けれ 
ばを らち ホ ホは ぶ 方を 巧 かて 併し お 巧を は監祕 してね ろ ドイツは T a プパ 文化の が 巧 
として •あらゆる 手 度を E 3 {て その 主 地の 巧 巧ょり このを おを 巧ぐべき 決 息と が備 とを 巧ず るの 
であるり 

巧 等は ド イブ 巧 巧に がける ボルシェ ヴ イズムの ペストを 燒拂 つた。 を おや 我等の 巧に ょそ 0 
巧 巧 もたい J 义 それは 》 か 何に する も •か 何なる 時に も 》 巧び 巧を 巧げ るべき 機を を 巧 W し 巧 
& いで ホら ぅ。 このく すぷる 火のを をのな も 辟を ぢ つち ドイツに がける この ベス ふせて 
の 指 巧を ホ逮 はぶは 巧 巧を 越ぇ* 巧は 巧くな 林；^ されて ゎる。 しかし 彼等の みての 同志 义び 
な從 おは 大巧 か疾 くに ドイツ 民族の お 大同 g 結に 加つ て ゎる。； コ—が 鬼ね て 巧が 閑に ポ 
ルシェ ヴ イズムの 巧を を 試みる こと あら ぱ •巧 巧は かがと して この かを 打ち •モス コ I をして 


巧に なぜし める であらぅ。 その 裝合 •巧 等を して 武器を 巧ら しむる ものは 化の 何もので もな く— 
巧に 我等 自身 •それを 化し それを お ホす るので ある。 巧が ドイツ 阴 巧は 新しき 內 部の やかを 巧 
しんで わる。 か 何なる 時 •か 何なる 所に 於ても •义 如何なるを にょ つても •之を 巧 さる、 をが 
しないの である 〇 ぶは 反 ボルシェ ヴ イズム 岡 爭の荷 巧を として 》 巧 家 のぞを を 監賊し •民族 义 
び闽 巧を 巧 にがてず 蓮す る。 軍 おは 巧が 闊民的 •民族的な 抗* 巧 潰の" i のみ 現と して •巧 巧 
にがて ド イブを 守る。 これ ゼ巧宰 が 安全の 堡蜡 であり •民族 •閣 おの 巨な である 〇网 民は その 
强 力な 守 謹の 蔭に 隠されて わる。 

その 關 にも モス コー の ホを 無 政が はな 教 的な 热 むを W て 準備して わる。 彼等の が 備は攻 お 的 
巧 巧の ものである —— あらゆる 赤色 支が は 化 巧 革命への 息 あを なず るが かで ある。 ホを が 巧 
巧 •ホを が 掘の 凡ては* か洲に 混鴻を 巧さん 目的 もてなを されて ねる。 

他の 巧 族が この 危お におして 爲す 巧は •巧々 のが 避 •ぶ 化から 雜れて わる。 巧 等は 理性的の 
もの •合目的の ものを 準がず る やぅな 等を 規を する ことは W 来ぬ。 化しながら 我等の 巧す 幕は > 
巧 庚同进 とか •ぶは 諸 ル 固に おなれる ソゲ イユ トイ デ ー の 爲の夕 かれ 少な かれが 見な 巧が を， 


{成しく す 注意に 考 がする ことによ つて かを されて わるので もなければ •まを •ョ ー ロ ツバを 瞭 
巧 をらざる 誘惑の 網に かける 曖 化な 巧 質な き 化を を 企 割す る ことによ つてみ おされて ゐ るので 
もない。 巧 巧の なす 巧は •ドイツ 义びョ ツ パに 對 する 我等の お務* 我等の 巧な あるみ 必に 
よつ て 耕た される ので ある。 赤を クレムリンは 巧 巧 藤 巧を 仙 おず る ことによ つて ボルシェ ヴ f 
ズム がな の熙 脚力を 本 巧のに 捣乂 しを。 もとより お络 おは それに 應 ずるを 辭サ ない。 二 年の 義 
務年狀 を 制 化する ことにより* 彼は ドイツ のぞを をが 詔した。 これは ホ 色 無 化が からか 等を 守 
る 巧には を非必 輿なる ものである。 • 

他の 闽裘 なびに 政府が モス n 1 より 义ぶ お 威を おくみで あしら はんとす る も •巧 等は それに- 
誤られて はならぬ 。モス nl 猶太 人の 言 ふところは 巧 架に とつて 尝細 である。 化しを のな すと 
こ， 0 は 我等に とつて 巧 本 的化大 がで ある。 我 巧は それを 巧 破した •をして それに 對 しては' 欧 
ずと して* おがに 槪底 的に* 飽くまで 打 巧が がを 試みる ので ある。 

化しを や ドイツ 巧 肤は扣 びぞ靜 に， 平 かにな 己の 化が に 就いて むられ る。 巧みは をを に 守ら 
れて むる。 が ホより なする 赤き ホな は ナナスの 防がに 脚き なされる であらぅ 。怖して を网 民の 


上には •民族の 忠巧 をる ユブク ハルトと しての おな ザが なつて わる •飯 まとを 雜に锻 へられ 》 
ドィッを してが び 誇ら かなるな める 幸 ある 巧に なさん とする おな 的 意志に よつ ての み巧络 をが 
立つ て わる。 巧は 巧 巧に がて 巧 巧が 安が を 巧り •おな は网 おにが て 巧 等 のぞを をが る。 而 して 
曲がは おに かがと して 唯一 人の 命令に 服が する •この 人 こを 己が 巧跃 の前悄 として •又よ 〇 な 
きより 化しき よりおな き •よ 〇本腊 なろ ョ ー ロブ パの 前 做と して こ、 に 巧 等の がに ぶつて ゐ 




ッ 大總統 ァ ド ル フ • ヒ ッ ト ラ 1述 


イツ 帝 國議會 議員よ！ 


西曆 一千 九な S 十六 年 I 二月 セ 日 
ドィツ 帝网謠 なじ 巧て 

{ラィン 進駐に 巧しての 巧說) 




ドィッ 帝 國議を 議員よ！ 

•卜 f ブ巧巧 諾を講 長 •巧な ゲーリ > グ 巧が. をのを 瑞 によ 〇 •この 今 R の 謀を を お獲せ るは 》 
たぐに 謠只諸 巧からの みならず* 本能 的に 巧乂 •否 •みを 的に さぇ 考 へられる を ドィッ お 於 か 
ら 巧せられ る 巧 問に おして， 諸 巧に •玫 府の說 巧を 聴な せしめる 機 かを が へんが ためで ある。 

一九 一八 年の •かの 無氣睐 なる 十一月 話 かにたい て、 大熙の 血 なまぐさき 悲劇の 上に 蒋 がが 
された 時 •をサ おち 巧の 人類は •こ、 にを 巧の 化な を もらした ので あつた。 と 同時に •一つの 
おの 巧感は •民衆の 上に ならされ •が 望は 蘇 〇 •これによ つて 人類を 上の 一つの な も悲剧 .的な 
る 紛糾は •その 終 おを つげた るの みならず •これによ つて •缺 辟を く從 つて 禍に滿 ちた る】 つ 
の 時化は* その 歴史の 特 姐を をげ たりと 感ぜ しめたので あつた。 

あらゆる 硕ひ のが 巧を 迎し •巧みなる 巧 媒を逊 し •ホ訴 とが 化と 巧 罪の な吿 とを 地して •を 
にかの •/ メリ々 大 がが の說は 人即 かの 巧を を 打つ わので あつたが •そこには‘ 一つの 新しき 時 
代と •一つのより 萬を 世 巧が 說 かれて わたので あつた。 そのが 括して 十の ヶ 化は* を！： 巧に 巧 


しき 巧 巧の 巧 ザ •從 つて 义 人が の 巧が におして •一つの 稍廊 をが ふるもので あつた。 たとぇ， 
これらの 巧ヶ 化に して •ホが さるべき 點があ U •巧は 义 非が された とする も •をれ は货 もな く 
一仙の；^ 化を 巧て る ものにして •卽ち • U 前に わける 巧狀 態の 機械的な 典 •あ 正 及び 偏 期 円に 
わいて 必ずや： 化び W 前と が 化せる おおに みを 巧べ しとな す 一つの 認識の 上に ぶちし もので あつ 
た J 而 して 化 その 中には •々むかき テ I ピ の旌为 がが なして わたので あつて •卽ち •それが ホ 
ふべ くもなき 乂が 巧に かてんと ずると ころは •的 巧の が 同 ホ 巧に 巧し き 法則を がへ •叉 •すべ 
ての 闊を聯 なに 巧ち がた し •み 巧 おを 唯に 外部のに おな する のみならず > 先づ 内部のに が 互の 
巧が とがぶ の 理解に ょつ て W が 巧せ しめんと する が 如き 制 巧を 生ぜし め. 發 おせし むる ことの 
可能なる】 つの 巧し き搞 神を が 巧 せんとす る企间 であつ た。 いかなる！； 巧と 雖も •わが ドィッ 
人 お •このを がの 地 如に 路り しものは なかつ た。 を こには •秘 ひの 紀 ゆべ くもぶ ぇざる 化 巧と • 
その 贼ひ にょつ て おるべき 不 李と にが 魄 する おおが が 在した 。そこには •巧しながら •化 晒を 
にと つては •その 巧 巧が 巧知 も •ホ镑 もせ ざり し熙 ひに 巧 卞る巧 巧の 耽 化を なは される こと、 
をつ てわた。 ドィッ 网 巧は •この テ I ゼを •それ 白身 义び 化が にお 辑 せる もの、 力を W つてな 


じた 〇か < して •それは な もがし むべき 時代の 中に， をむ 道を をんだ 。われらは すべて 化の 巧 年 
を 》 このを 巧 的なる； U なの-接 おとなり •從 つて 义 •その おを るべき が 乂の對 ぶと ぶ 〇 了つ た。 
それは*‘ これを 巧 現す るに 巧ぶ ちしに がず •わが 巧 巧を， 時と おにな々 其 だしく 陪れ たる おそ 
るべき 乂望 をを 巧す るに 站 ぎな かつた。 ホは •か、 る 粒 巧に がきて 述べる を ホせ ざろ もので あ 
り •この ザ片ド ィプ 巧 巧と われらを むみし 巧贼 とお 姑を 部らん とする もので もない 〇 われらは 
一つの 成 ひに 引を 込まれた る もので あり •その 巧 巧には •われらが 何の 巧 もぶ 巧 も 無き こと 他 
の 阳 おと 同 株で あつた。 巧ろ に..； i れらは •な も乂 なる 怯な おとな b •而も かの ょ 4 帯き 時代 
への 侣 をの 巧现 におして はお も 悼き ものと して 取が はる、 におつ たので ある。 

ひと U われら 化賊 ぶの みが •新しき 時化と 新しき 人類を 炭の かのを 化に 滿 ちた 化のを の 巧 化 
になつ て、 巧邮 にたちた る现 巧を 風 おせしめら るべ を ものに 非ず、 風 勝が もが これを 味ム べき 
もので なければ ならない。 

な 時のは 治 おが ヴェルサィユ にお まり •一つの 巧し きがが 巧が を かたせん としてょ 04 -セ年 
は 過 ダた。 時は 巧に •その 巧 的の 一較 のが おが 何炮に 迷し 巧る かを 批判す るに 乂か である 〇わ 


れらは •こ、 に •お 作 川 至 巧が 巧 誌が より 現代に おする 批判の おを 巧 化し. ホ 列して •一つの 
むな 的 化 巧を 巧る 必 おはない 。を •この 渡 展の亞 しき 評 倘の問 巧に おして •明白なる が 答を 巧 
ん とずるならば •現代化 巧を 一巧し、 その 中に がする 巧 巧の 巧按 •そのが 巧と 失望 •をのを 
巧 •その 脚苹に 眼を 巧け るの みに て 化る ので ある。 

人がお立のホホ的をををがおを：^つてぶずる代〇に* -^^れらは必を慨ます不おを網驗するの 
であるが •この 不モは •なみに' が 少せ卡 して > がろ ながを がらな々 が 火す るかに おえる ので あ 
る〇那 推と 化 お-巧 望と 巧 慾、 不侣と 巧 毀 •これらは 各 巧 巧を 支が する 巧 向なる がが で わる。 
かの 午 か* 巧つ ては 故 ひの お 巧を 從〇这 めた る 上に をのが おとして 据えられ たろ 吿の半 巧は， 
なや 新しき 强 ひの 理 とならん とずる 。曲 おわれら の 見る ところ* そこには 内が 的 及び か 郁め を 
る不 ぶの 巧え 上る を 姑る。 妨が 》 か 何なる 年に あつても •地上の 何 おかに， やかの 毎の 代 〇 に， 
巧 おの ざわめきを 艇か をい 年は なかつ た。 誰れ とて 巧かざる なをは、 か、 る 悲劇的 紀错 によつ 
て， 一つの 巧が 巧が S ぶな さに おする 侣 をが •閣 おの 內 むより 愛链サ しめられ たる ことにして， 
この 化 巧疚ザ こそ •かの 化が 的ち 法に よつ て渐く 約束され たかに 化え たもので はな かつた か？ 


巧し き视 念は •人々 を 捕ぇん とし， 人々 に 打ち勝ち •直ちに 新しき 征服への 戰尘 として 呼び か 
けんとず る。 化み 巧が 一度は な 記す るで あらう ことは —— 乂賊 終結 が •化 巧が 巧 神 的な •化 
治 的な •巧 至は お 巧 的な 巧 巧に 糊 まされて わるのは， 一 お 的に 詩へ ぱ 、鹿 おが 巧モ ザのう ちに ホ 
みし かく •各闽 巧 及びみ 大陸に をの 特巧 なる 意味と 巧 格と を與 へる がかくな らんと しつ、 ある 
ので あると いふ ことで ある。 人々 が おへる かも 知れない ことは —— 今 円 W 後 •み 巧 巧 間の 巧 迫 
は •ながに も 巧して 强大 となる であらう とい ふこと である-ポルシェ ヴ ィズムのを 命は 》 化な 
上に 大 なる 一な を 割し •ロハに か 部のに 一つの 極印を 狎 したに とジ まらず •內 がのに が 通し 巧べ 
くも 無き 化み 觀的 •おお 的 お 立を •その 闽繞 せる 网 お及び 闽ぷ にがして 設立した d 只に 一 お 的な 
る 人 叫の •經 巧の •乃至は 政 巧 的 理解に おいて 互 ひに ホ 巧し •今 口までの 化 おお •政 巧 •組織 及び 
巧 {みを その 下に 巧を せしめる のみならず 》 巧* 形而上の 视 をた るが ホは 破 巧せられ* 神は な 化 
せしめられ •宗 おとがみ はが おせしめられ •彼岸は 荒 ほせ しめられて 巧惱に 充てろ 視化 のみが 
唯一の が 在と してを 曾せられ るので ある 〇巧阀 及 ぴ王网 はがが せられて 浙 ホが 結せ しめられ- 
をには 一つの 思 ひ 化と さぇ もな り、 それは あたかも •巧み 的 民 ホ 政治が、 新しき 巧 装 巧 念を その 
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位 担に 超かん がた めに、 网 おによ つて 巧され ると 同様で ある。 而も 巧 時に、 粒 巧の •原則は、 けが 
にあつ ては •これ こを 人が お 同 生 巧のを 礎な りと せられた もので あつたが •今や お對 なる 說 によ 
つてが 服せられ •が 悅サ しめられ •をの 閒に 失萊の 恐慌と 從 つて 义网 巧の 上に か、 る飢 とを おは 
於を 沒卞 ると なし •百が の 民を を そのが 域に おなした-然しながら •これらの 焼 歎 せる 人々 の 
ぶた ものは —— 殺の 神が •をのが 裝 をが きしに 非ず して •反 おに •巧に よりぶ くの 巧 彼を なし 
て 地上に 巧 おする ことで あつた。 おし • W 前に あつて •十が のが おが •が！： ホ茲の 一で 巧. 一巧 
脚 • 一 阀 みの 政が のために 照 役した とするならば. 今 H にあつ ては* 巧 巧の 巧 除が 》 新しき 梢 神 
の概 をのた めに •化 巧 巧な のために •ポルシェ ヴ ィズムの ために 乃至は 「： 冉び戰 ひの 起らざる た 
め」 の 偶の のために 》 戰備を おぇざる をがず •网 おは そのために 激動せ しめられ るので ある。 

諸む 諸君よ！ 若しもを にして •諸 巧 及び ドィッ 闽 がに、 このが. 货を狀 前にが 始サ しめ 得るな 
らば •諸 巧に •われらが 生が する この 時代の 亟大 さに 巧す る 理解を 化 貼ず るの みに ては 化ら ず- 
む しろ かの 巧 神の ぶび 巧 除の 巧 動の 不 化に 巧ず る 巧が を W 起すべき であり* この 巧 S こそは • 
巧つ て天贼 なりと 朵巧サ る もので あり* 化が に ザ かなる 巧 おと 税 瓶せられ たる ぞ がの 巧 時代を 


巧ん べき 巧が である。 

•耐も か •をが この 時に 巧つ て •いさ、 か船菅 せんと 飲す る ものは ！ この 巧 おにを いて、 わ 
れらは その 巧 嫁を ねは ざる ことで あつて •何と なれば、 かの た そるべき 立 解の 巧を ぅけ •巧 巧 
とが 備 なき 虛 遇の 時に 巧つ て •世が に イデー を 巧へ 巧は 化 巧の 法训を さえが を するとい ふこと 
は* われらの 力ぶ ばざる ところで あり • れらの 能力の ょくし 能は ざると ころで あるから であ 
る。 そは この 地上を お 力に 統 おする もの、 巧 ふべき ことで ある 〇巧 るに ドイツは •十五が 刖は > 
只が 治せら る、 巧に 逊 ダを かつた ので ある。 余の かこの ことに 巧き 一す する は* をが ド イブ 闽 
巧 及び おそらくは 义化巧 人に 封しても •これを 进 がする は 誤謬なる ことを 理解す るの 狀を閒 か 
しめむ ると をず からで あり* 正しから ざる ホ 逆は* 义必 がに 缺陪夕 きがの の お 化を がらすに 至 
るからで ある。 われら ちらは •このを おの お ホと して おに 巧 巧に を おせしめられ •巧に 强調 
せる がかく •一部は わが 闻の 甚だしき 裳 t もこれ に 關聯サ る もので をる。 しかしながら* 今日 
全 化 巧が 巧な き 巧 あとみ お 的なる 危機を 始 ずるは、 巧け と 刺が 力の かさに W し 得ろ もので あ 
つて •これ ガ にあれば •巧 巧の 刖 猫は* その 一 閑に あつても •ホ かぶ にあ つても •ょく 其 送 
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しな •也 巧し ける ものである 0 

この 巧展は 巧しながら •そのが 巧を •かの 禍 なる がみより 始 むる ものにして， このが 約は • 

巧つ て 人 巧の 巧ぶ とお お 上に おける よき 巧 本と をり がる お 巧 かの なる が教 によつ て 作 巧せられ 
たる もので あ 〇, これは •そのな 尊 ザが 巧し きお 乱を その 网 民の 上に 持ちが たさ る やぅを 胜 
かざれば をに 人 巧の 上に 戰の 止む 時な かるべき を 示す お 木で ある。 このが 約の 巧 神より W でた 
る ものが •かの 閑朵 のか 同を 制 おせる 狹 きおな •闽 瞭聯规 なる 帝 巧で あり •從 つて 又を のな 化 
の 化 下で あつた。 がが •やか 化 約に よつ て 勝利 巧に 分 削 ホら れ たる 巧みの 帥に 不 かがみが する . 
こと、 な 0* 卽ち巧 利を 欠へ る ものと 勝利を の 閒》 义 巧 楠 巧と 自山 にして 中等なる み 巧の 共问 
としての 闽巧樹 地の おへ なられる が 則との 閒 に： 小 一 をが 生じた 〇 このが 約の が 神 的ぷ閒 おの 中 
よ 〇 •义* 化が の 政治的を 巧の 巧を の巧陋 におず る 巧ぶ なるお 巧が 生じち 巧 巧な は. ホ 巧の 
明かなる が 巧と > 現存す る傳統 のちが とに 從 つて 引かれた のでは なくして 》 そこを 支が して わ 
る ものは •激しき 巧 巧と 返報の 化 想で あり* なつて をれ にがつて •能ム 限りな 調せられ た 報 巧 
に 巧す る 不安と 巧 怖の ぶ 巧が あつた。 時には* 化 治ぶ を おな せしめ， 只义戰 中の 巧が の 巧 女の 


巧け とぶ 楠に 訴えさえ すれば •罔 巧 閒に化 ホと しての がが が w がる かにぶ はれた 巧 閒もあ o* 
この かがに よれば •おそらくは 巧 年の 後には 网 民と 网 おのが 同 生 巧の 上に •をに {かがの 巧ら さ 
れ るけ も あらんと ぶ はれる もので あつた。 巧る に 》 がげ はを くその 反が となつ て W 現した ので 
あ N’ ‘ 。而もを も おしき 蕾は •この お 約に をけ るが 顆の巧 神が， 巧 おの 一肢； 朗臟に 巧き 瓦れ る こ 
とで あり、 又 これが 與論に 媒染し •從 つて この 捣 神が 支が 的と なれる ことで あ 〇, 而 して 又， 
この 憤 恕の棉 神 あるが ために こそ •かの 無理け 的なる ものが 勝利を つげつ、 あり* この 無理 巧 
あるが ためにな もち 巧なる 网巧生 巧の 閒描 > る* を^ 固 おなる 利が 關が さえを も 誤 誠せ しめ， 
又 •化 巧せ しめられ たる 巧 熱の 巧に よつ て 粉が せしめられん としつ、 ある ことで ある。 

化 巧が 今日 •あまりに もを き 閒に悄 まされつ、 あると いふ ことは* あまりに も 巧 かなる こと 
であり •ホ ふべ からざる がが である 〇巧 しながら •を も 思しき ことは •このが 化の 棉神 によつ 
て’ ロハに このす 幸の 巧 源を 見き わめん とみせ ざるの みならず •むしろ この 不 李を こそ おみ 巧と 
なし •をの 绽說 にないても •ある】 网巧 巧は ある 化 巧 巧のを 巧 可能 巧が •か 巧に 巧 威を 巧け 危 
をを 巧 じつ、 あるかを， 夕少 ともに 大いに 氣 味よ きものと 論じつ、 ある ことで ある。 
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化 巧が •例へ ば •ドィッ 巧 おの 生 巧 ま おの 阻撤 なるな おに 巧して •何を の理 がを も 削かん と 
化せざる はがしむべき ことで ある。 巧しながら •おに 斑 巧に^ えたる ことは* 過 H お干の 印刷 
わにぶ えたる ところに して •いかに 人々 が •われら ドィッ 巧 巧の 生命に 么 がに 述脚 せる 巧慨を 
歡 びつ、 あるかの 記 おで ある。 それが あがならざる おを の构 したる ものなら ばぶ 逃がす もよ ろ 
しい〇 がしながら， おしきことは， おしも化治ぶもホ， 一 网：5^の舶乏.巧曲の明瞭な乃お想傑 
上の 前 巧を 姑て •これを 一巧 悅缉义 び 巧 來の判 節の ため， 歡 ぶべき 瞬刖 なり -V なおめ るに 至ら 
ん ことで ある- 

これは がしながら •化に 一九 一八 年に 始 A られ たこと である‘ 化 時 •お 鞠なる 偷化的 ホな を 
もつ て •かの 「な ホ」 を 判を し* 無理け によつ てこと さらに 瞄を がり W しながら •巧 も そのが 
み にがおし ぶは 不斷の 不安に おえ 卡 して 粒 叫した。 をの 無埋 けは •也く 円 巧な ことで あるが、 
がが をが な 化 治 的 巧 巧 かがに よつ ては 一阴 おの 睹 かめな がが 的が 因を お 〇 がきが る ものでは 
なく，：： ハ •能 ふ WO 尘巧側 化に 留总 する こと、 •化な ホ 娘を お紛 化する こと、 を 曲 巧なら しめ- 
ぶ は不 W おにさえ もな さしめ る ものにし か 過ぎたい ので ある。 これが かの お 巧 巧で あつて* そ 


の 中に わつ ては •巧 巧は* 例へ ば ドィッの おを •人口 六で お 百 巧の 阅 ぶに あつて* 科を 的 ホ 法 
にょ 〇 .先づ あらげ ろ 巧 能なる ホな の絲を かなょり 巧 断し •あらゆる お 巧の 逆 絡を を ひ 》 あら 
ゆる か闽巧 本を を 化して わ 引を が 巧す るなら ば， この 网 巧は 》 想像し 巧ざる 犬 文 巧 的 おすの 巧 
巧を をはされ て •をには •このね 巧の 利な をが ひ仍 さし めんがた めに ル网の クレディ ブトを 與 
へ •この クレデ ィットの 利息を 拂ひ巧 さし めんがた めに か M なる 巧 おを も 桃つ て稔 W を雜 なら 
しめ •遂には 商な の 股 がをお ダ •た托 に その 网巧 はた そるべき 巧 巧と 鈴 さに がり 立てられ •今 
やかが のす 化に 巧き ぶは をの！？^ になく におる" 伏 i もこれ を 人々 は 「巧 巧な ろ 政治」 となす ので 
ある！ 

わが ドィッ 巧 W 説 お絲な 巧 巧！ ながこの 必 却み 的閒题 をげ 細に 論ずれ ぱ 論ずる お •益々 ホ 
のな をと むる かに 化 はれる ことは •このが のなる 觀 巧に をいて •一つの 轉 みなく しては •われ 
らの阴 除め 阳巧關 .化の 现 化は* かして 人 巧の 巧な 的 解 化の お 化を 前ら しけない とい ふこと であ 
る。 同時に 义 •われらが 31 ロブ パに をいて 巧驗 しつ、 ある 今日の 述命 的に ぶ大 なるお 迫は • 
巧に 巧を 大 にして 叫ばれつつ ある このが 裡 けに 起 巧 ずる もので あつて •この 無 巧 かを もつ て 人 
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♦は •かの 巧 巧のを も自 巧なる 願 ひを お理し 巧る と 信じて わるので ある。 

今日の な 治み とい ふ ものは •闽 巧を 巧す る 岡 民の 巧 部的縣 係が* 彼等の ホ 巧 可能 忡に とつて 
も おもす 利益と なる 時に のみ •始めて お附く かの かを ものである 。而も 尙 ，をの 不利益が 巧 だ 
しい 栓 •化 等の 政 巧め 逮 ぶの お 巧な りと してな々 これを 誇る かに 見ぇる。 をの 厕 ふところは • 
ドイッ 网 民が •この お 理性に 巧び •自らが くの かき 拱 凌に 陪ら ざらん ことで ある j ホの 願 ふと 
ころは •ド イブ 网 みが •関 巧の 中に 歴 あの 現 巧を ぶる ことを がぶ ことで あ 〇 •これによ つて* 
よく かの 妄涼 藻の お 用を 知り 得る ので あるが* このち なおの 存 ホは 巧な 的には をく は 無視し 巧 
ざる ものである •こ〜 に 巧を る ことは， この 庶 巧の 现 がを •彼蒂 の 可能なる ホ 巧 ホ おのか' 嬰と 
化 巧の 理忡 的なる 生 巧 要求と に 巧 比せん とする ことで ある。 これによ つて ホの 廊 ふところは. 
ド イプ 巧 民が •巧 家が 貪 ホを 的 巧 ホ 政が の 巧 內め述 動の 典 礎を 巧が せられん ことで あり •例へ 
ぱ •この おかが 巧に むいて こ、 に 巧 だしきを 痛を をめ つ、 あるは •ご 串 一 一吉 巧の 人 円を おする 
一巧を の おへの 地路を •巧つ ての 巧闊 巧に 通 ぜんとず る ことで あるが •これは 巧しながら •無 
巧 性的なる ことで あつて •かく も大 なる 一网 家に おへの 通路を •巧なる 訴泌 によつ て 勝ちなら 


ん とする がかき は 不可な に 豚す る ことで ある。 一つの 巧な された る 針 か 政策に あつて は •をの 
挺 化のを には 么 巧に おちに 不平の 聲の 起る がかき 愤 態を 誘致す るが かきは •その 巧の 唐義 でも 
目的で も あり 巧ない。 特に 『力」 に 訴えて* 政を 索は •か、 るち が 的を 巧關 なのが あを 巧 巧し 巧 
る ことは •おそらく 可能で あらう が •巧しながら •かくの かきこと がより 多く 又より 歷 々又より 
困 巧な 巧 合と して 起るならば •萬 巧せられ •限 迫せられ たる 力と H ネル ギ I の 巧 巧に 針して 
は •その 巧 力を 益々 巧大 する こと、 なる であらう 〇か くして これは， 巧の が發 する にがつて 》 
その 巧衙 のためにな々 新しき で 法が 用 ひられる にち 〇 •而も そのために 必 がに， 巧該网 巧の 庇 
をせられ たる 所謂 ホ 巧 力の なおは、 益々 强 めら れ るに 至る ので ある。 かくして 化 巧は •巧 痛に 
ホち たる 不安と •おを るべき 巧 發の巧 巧の 中に 棋た へられ •而も 尙 •巧に 彼等 所 訊 政治 装の 無 
巧 巧の みが •この おそろ べき 巧 展の巧 巧を な ふべき ものであると いふ ことを 認む るを がせざる 
ので ある。 人 巧の 特に 3 — " プバ巧 巧の •かく もを くの、 心痛は •若しも 人々 が •ち 巧 的に して 
自明なる 生 巧が 件を 巧を し •义 •ョ ー ロヴ パの 化 巧， ~閒 の 破 治 的 お 描を •巧 巧の が 問と 巧 じく 
お 巧したならば* よくこれ を 巧き 妈た であらう J 


巧しながら 余は •こた ミと も •おし も 人々 が未來 において •今日ょりも いい 萬く，; いち 
ホなる 結 化に 到 速 甘ん とな するならば •を おに 必巧 をる ことなりと 思 はれる ので ある。 而も こ 
のことは 特に ョー ロブ パに なて はまる ことで ある。 3 — ロ ッバの 巧 巧は •今やを にこの ホ 巧で 
あつて 一家 故で ある。 歷 々いさ、 かが 踩 のたり しも •が も か •互 ひに 血 抜で あ 〇, 兄 巧で あり* 
巧が 縣 がに あり， 巧 神のに 义 文化のに 》 お 义お巧 的に 言 ふ も •冗に か 裂すべき ものに 非ず •る- 
を にかが して お ふべき ものでは ない ので ある 〇い かなる 企ても • 3 I ロ ッバの 閒 巧に あつて ょ* 

このな 落」 て 巧ぶ された K ? 理 S 法則 C 從〇 てぶ • C れ爲〇 て S ザを 非 ざれば‘ 遂に 
その 巧 勤を 巧び 起しず ベて がす かを 感ずる であらぅ。 われらの 生が する 時化は •网 巧の 网巧 
かおで 藉 のかが の 時代で あろを 治を にして， このけ S 巧 誰を 誌 識廿ず •又 この 方向に 向 
つて •その 闲巧 のか 解め 誌を の 途上に たいて •そのす かを 巧 かし •お來 巧べ くん ば そのす かを 
巧り 除かん と 試みざる ものは* をには 何時の 日に かかの 设 をを おさしめ •をのを に 到つ て 必$ 
にこの か 解の 道を 巧 巧ず るか •巧ら ざれば •をを らくは •巧ん ど 1 つの^^たる 巧 巧に がせし 
める に 巧る であらぅ。 巧 巧なる； つの 闷絮情 巧は •この お 化せる お 巧 ホに ずがを 巧け-巧る 巧. 


巧 明瞭なる 時代の f 」 にの み 服從し •かの 社み 的 和解の 道へ と 謀くべく おぶ する ことで あり， 
を tr 1 つ Q 極端 襄〇 去る と 共ち そ Q ため 忆他 Q 極端 忆陷る 己と な 蓋で ある。 こ、 に 
今日 •ョ ー ロプ パの ためにが 言し 巧る のは* 卽ち この 過程が， かくな ぶせられ たる 方法に ょつ 
て 海 かれざる 所 •力 至は をく 失敗 かると ころに あつて は •かの 不 かが 起され* をには •この 時 
化の 巧 神 的なる 伟向 S をつ、’ 自 ら 巧が へと 巧し 進める で ぉらぅ といを 丢 みる。 巧し 
をら • i 巧なる ことは •一つの 罔 民 的を 政を 建設し 化 持す る ことで あつて’ をは ョ ，口 
ッバには 與 へられて わるもの であり •この 巧 部 罔 家の ホ 則は. 网 おかに もホ當 ては まるべき も 
ので ある 。るなる ことは •网 巧が 巧 湿と しての ョ ー ロ ッバの かき 狭隘なる 一み 掉 のぅちに あつ 
て 巧々 異る巧 利の 巧 序と 巧 利の 伺 化が •菱に 維持され る もの ガ左 爲ぞる ことで ある。 す 
ベて か、 る 試みは •不ぶ に惱 まされた るを の 怠 志の ユ ホル ギ ふな 格と なゥ ，がつ て义必 巧に. 
巧 任を の 恐怖症の ながと なる ものである。 余は 然 ながら •か > る 霞ち 巧に 無理 巧の なる 
ものと 考 へる のみ ミス 反對に •無意義 £て 而も 寒な 階なる もの if るも ので あろ 
をが これを 特に 危險 なる ものと おへる のは •尙 その上に が 神の なる 巧 巧が 加 へられる 本で あつ 
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て •それは 淺始 なる 記を と网巧 的に か あなる お 動を ょり 生ずる もので あり •この 無 巧忱の 巧を 
には •尙 •赖 れつて おたされ* 混亂 せしめられ セる 火 ホが 動な せられて わるので ある。 余が か 
、るが 做を 述べる け •只な の 言 はんとす ると ころは •巧 巧の 大衆が 》 巧知し •が じ •或は 挪路せ 
しと ころの ものに 過ぎず •これ 無くして は， おそらくは をの 巧き 巧 被に がする 辯 巧は がへ 挪き 
ものである 0 なは がしながら か •わが 巧 阳雜を 絲贝諸 ザに 對 して， これら 余の 巧が すると ころ 
の ものを W かにすべき 植 利を がする もので あつて •なぜ なれば •をれ が 卽ち向 時に， われらの 
獨自 のむ 治の 跑 なに おする 辯 明と なり 》 われらの 网內 のが 動と 村 時に* ルに おして むれる われ 
らの おがの 辯 明と なる からで ある 0 . 

かの 化 巧に あつて •超々 •一つの 『ドイツの 閒瞄 J が 部ら れる 巧* を こには おに 一つの 目的が 
あり， これにょ つて 巧 時に* この 閒 題の 本な をが 觀 のに 巧盼 にせん として わるので ある。 巧に 
この rs 跑 J わ大郁 かがが ベて わると ころは •ド イブの 政 侃に 削す る ことで あつて* その 中には 
ド イプ 政府が 他の 政 巧に おして 明 化なる 和 違は を 在せ ずと なし， ぶは 又 •をのた そるべき 巧訓 
r 巧裝 j を 巧べ •なか •こ C 巧 装の 結 化と して 人々 が 見た かに 安がず る 送 おがを なべる 〇 これら 


の p 巧の 夕 くは トイ プ巧 巧の-現 强 をが 瞄 、むを がべ* そこに 瞄 おする 巧 巧な 剧を 述べ， ぶは 义， 
かがを W つて その 敞に 勝つ 護の かき 巧妙 さを 說 く。 

をを な義 巧！ ドイツの 問洒 はこれ とはを く おる ぶる ものである。 

こ、 には 袭 しく 制 的 せおて をく おそる、 に 化らざる 志の 上に. 辜 セな なの 入々 が 
を 巧して むる ので ある" こな 一平 方*； — トルに 写 手を の 剖な でを る。 これらの 人々 
はお おなる 胁 において •化の ョ— ロ プパ雙 にぶる えでは 無い が •又 自佔を 持つ ことに お 
いても ぶる 是 ではたい。 化 等は 巧 的なる 鮮 にたいて ぶる も Q ではない が •堇巧 慾 求にたい 
て もぶ る ものでは ない'】 彼等の あ をれ も 亦 •一つのを 想の ためには .詔な— 牲 をち 沸つ 
て’ 囊 的に 化せん 李る ち 例へ ば フランス 人 巧は イギリス 人に 何 尊 f ところでは むい。 
彼等は 而も ホ •崔 ならざる 齡 及び 如何なる 髮 "に 嘉脈耻 ならざる 鉛 • S mi ツバ 旣巧 
と 巧る と C ろは ない。 攀替 つて 一つの 戰ひ忆 引を 込まれを •そ 為 f おいて 他の ョ— 

ロプバ 人に 何を ぶる と AJ ろな く •をの 巧に 巧ず る ことにを いても 何等ぶ ると ころは なかつ ち 

今ろ 一す 蓋の ドイツ 辜は •この 巧 愚 前 S 時代 及び 風. がかを G か •正に！ をで あつち 

主 


た ホ 

をれ おを く •この 闻 巧め キヤ タスト ロ I フに巧 化を おせざる ものである， る* をれ に 就いて 巧 
巧を 持た さるべき を も おき ド イブ 靑 年と 雄 も-な 時の 制をから ずれば •ド イブの 補 二十 おおの も 
ので ある 〇 をの 博 年は それ故に •今 口にみ つては •少 くち 五十を である d これ 卽ち •ドイツ 网巧 
のが 倒の 多 おは •かの 大賊に 巧に 强 制のに 參 加せ しもので あつて •これは フランス 或は イ ギリ 
ス巧 おの 生を をの 大部分 も§ である d ちし 化 等に して 適が を 守る ものなら ば •彼等が 巧に を 
の 年が に 速して わる 限り •な恃 をの 巧すべき を扮 をが せる こと、 又 適度 ある フランス 人 あび イ 
ギリス 人と 巧找 である。 ちし 化宰 にして 適度を ホらざる もので あれ ぱ •この 袭巧 をを 〇 •おそ 
らくは を 巧に 化さず •或は かの 巧 命に 巧 巧した であらぅ。 かくの かきものは 巧しながら •今日 
われらの 側には 夕く がせず •彼等は をの 大巧み 亡命 巧と して •何等か 巧な のなる 巧 巧 おの 託に 
ある' これらの ドイツ 网 巧は‘ 他网 巧に 比して を かに 夕 くの 才能を がする が 故に •却つ て それ 
だけ •その 酱と换 巧は 大 である。 今や ド イプの 閒陆 がが 在す ると ころは •この 网巧 にある ので 
あるが •例へ ば •一九 S 五 年に おいても •か】 つのを 巧を 持ち* このな 巧た るや斯 じて おる こ 
となく •巧が さるべき ものであるが、 あがを 巧ず る阴 巧に とつて は堪 ゥベから ざる もので あり • 


巧 化た る围 巧に とつて は 痛ましき もので あり* 智 めなる 巧 巧に とつて は 激择を 巧 さしむ る もの 
でを ろ •トイ プの問 巧の か享 ると ミち 巧 巧が 無理 性め を おお ひと お 望び 嫌賴に ホち た 
使 於の 一化趙 によつ て惱 まされて わると いふ おに あ 〇 •この 闽 巧は •旣 にが ガ闲齡 なる 戰 ひを 
なしたがら •尙 その 生 巧 ホ 張は 一巧の 困 巧に おつて わるので ある。 而もを の闲 巧は •人工的の 
みならず， 自が になし 义無唐 ホに あ 加され てゐ る-* 巧と なれば •この ドイツん の お 巧 巧 半の 阳 
巧に よつ て •化の 化 ホは いさ、 かの 利益を も 巧る のでは ないから である。 

ドイツ人に とつて 人口 一人 當 U の 面 巧は •例へ ば ロシア 人 一人 巧り の 十八 かの I である， 明 
巧な ことは •このが 巧の みに よ つても， 日々 の バンを 巧る ための かな 巧 ホが* 如何に 巧 搬をお 
める かとい ふこと であり •义 •同 巧に 明瞭な ことは. ドイツ 度 巧に かの な 倘 と勒勉 なく •ドイ 
ツ巧 おに かの 化樹的 能力が 無 かつた をら ば •この 六 千 セな 巧の 现 がを 巧は 巧ん どち へ 巧ざる こ 
とで あると いふ ことで ある， 而も 今や 人々 は •かの 巧 神 的を 鈍 さを か 何に 考ム べきで あるか！ 
この われらの 困赌 はお そらく 充 みに ホな しながら •而も 子が らしく もがが 記 巧に •巧 刷げ に •お 
又 おがに •われらのを 南を 述べて 快と なし •を •をく •この^れ •レむ 巧 郁 的 巧が の徵 がを か 

た t 


夫 

ぎつ けて 凱歌を 祭げ るが •これ こそ •他の 化 巧 も 亦 •かに 分つべき ものでは ないか！ 化 巧は • 
われらの 困 菊が •かょり 大 となれ だ •あたかも 幸疏 をがず るが がくで あり •をれ が われらの 勒 
姑と 巧識 にょつ て 速せられ ざるが は •化 巧は 巧囘 にても その 困始に 端え しめんと ずる。 彼 巧が 
何等の 沒感を も あぜざる ことろ 若しも 一な これら 百 巧の な 倆と 勒化 とが 麻が する こと あれば* 
從つ てこの 巧 困の みなもず •又 かの 巧 ホ 的 無理 忱が •あ乂 なる 結 巧を ホむ こと、 なれば •この 
ド イプの 閒 西は* をく おる 巧 祝を 現が する であらぅ とい ふこと である。 而も これ こそは ドイツ 
巧题の 一つで あつて •化 巧が 只閒 也を 持つべき は —— ド イブの 生 巧が 雌の 安を の 即涵も •巧に 
ホが 望む がかくに •年を 迫 ふ てれ 化め にがみし 巧る とい ふこ-*^- であり •ドイツ 闲 おも ホ •円 己 
に 利益 關 巧を おず る 他 的 巧の 生 巧 巧 趣の 幸 招を る 僻 かは •これを 巧が しぶし く 許が するとい ム 
ことで ある 0 

ド イプに おける この 問 睡のお 巧は •巧しながら ■ホづ 巧 一に ドイツ 网巧 6 みのが 件で あつて • 
一む には •他の 化 巧の 脚、 むを おしない ことで ある。 それが 他闽 おのが 蒂閒 化に 铅れ るのは >只> 
ド イブ 闲 ST か •この 問 巧が 決に なつて •やむ をのず が 巧 的な 巧な 巧と して 化阴 巧との 述 脚を 括 


つに 至る 限 o にを いてぐ るる。 巧して 义 •こ、 に 神び これら 他の 化かが •この 問 趙を理 がする 
ため 卽 ちよくな 巧す ろた めに •をの 開 もの 中に 持ち おたさる べきは —— W で* お 千 乃至 六で 巧 
巧 巧の パンへの 叫びは •をのな 巧 或は 特定の 政府に 巧す る 煮え こぼれた るが なの •链 には あらず 
して •生 巧 ホ 巧に おする 急 泣の 自が祸 お现に 他なら をい とい ふこと でを る。 而 して ス饱 なし 
たる 巧 巧は •飢えた る 巧 巧よりも より 理性ので あり* 义》 巧 巧の 巧府は •巧が その ホが のな 巧 
に 糾必を 巧つ ばかりで をく •これと 同 程 巧の 闕 也を 巧 阴の 岡ぶ 及び 巧 巧に 對 レて 持つべき もの 
である。 而 して •これによ つて •かくの かを 生 巧 ホ おのが 現に 巧す る H かは‘ をの霄 おの 持つ 
をな のな ホにたい て* すべての もの、 關也 巧と なる のでを る。 時代は 大戰ホ 前と 同じ 狀趙 にを 
り •が 反する ちがが 巧 巧し •これを 熙 爭の陌 因と してな 傳 さへ なして わるが* 卽ち巧 論を 奇 "へ 
ぱ • 3 I 0 ブ パの 网巧卖 故の 一 郁が* より 蒂く 巧けば 巧く 巧 •他の 部な にはよ 〇 憩き お 巧を 馈 
ら卞 とい ふこと である 0 - 

ド ィプ 巧 巧は •その 生活 ホ跟 のために •お 別た る 扶助を 嬰し ない C ロハ， 他网 巧が 與 へられて 
わるより もより 惡 しきな 待を 巧 へられ ざらん ことを 欲する ものである。 これが 巧しながら* 巧 



一の ド イブ 閒題 である 0 

而 して •巧 一一の ド イプ 問 巧は ホの かきもので あつて •卽ち •巧狀 なる 不幸の】 お 的關な もが 
想との が 巧. ド イプ 巧 民の お濟的 生存 巧 ホは おだしく 闲 巧なる ため •智誠 人は •勒 おでは ある 
が 巧の ために 必 巧のに ホ 巧 水が が 非常に 髙く •すべての 力の 巧 常なる 緊 おは 必 がと なり •この 
巧 一の ドイツ 問題を な 服 せんとして わると いふ ことで ある 0 このが はがしながら* 一が 的に 言へ 
ぱ •この 网巧 にか 部から も ホ* 政治の や 等 待遇と 從 つて 义政 ホ的ぞ おの 宿‘ 情を 持ち おたされた 
時 •始めて 達し けられる ことで ある。 所 巧に わける この 夕が 也と 巧 おを 持つ 罔 巧を •永久にれ 
蘇と して 取扱 ひ •巧は をく 牛 巧らん とする がかき は 不可能なる ことで ある。 生れな がらに 自も 
をを ずる ドイツ 岡 巧に おして •この 薄 巧 W 上に ょを 說明 はあり 巧ない ので あるが > それは •反 お 
巧 もホ爭 ふべ からざる 彼等の 技倆と 勇 おと にも拘らず •又 彼等の 人口の 乂 なる にも 拘ら卡 •化 
巧のを 巧を 間と おがを おの 巧く も 僅かなる 郁 分 e みを 化 巧 せる 海 巧で ある。 巧しながら •この 
益々 內 部に 向けられた ド イブ 巧は •不 巧に もが 利を が 巧され 度 遇される ことにが え 巧る もので 
はない。 


かの ヴ H ル サイ ユの 不幸なる 平 かが 約が •一岡に 道 巧の 側面に たいての み戰爭 おおを おちめ 
にす 朽 化せん としてね る閒に •ー ホに かの ドイツ 問 超を 創り 上げる お 巧と なり 》 この 問 趣が • 

3 1 ロブ パの 危險 なる 巧 力を ホ 解かに なしながら •が もョ ー ロツ パの 一つの が 化を がかせ る も 
のとた して わる 0 

而 してを は •一九 一九 年に おける やかが 約の 批准に 從 つて •この 問强を 遂に 解かせん となて 
たので ある。 ホは フラ シス 或は その他の がを かの 罔 藻に 何等かの 巧 痛を が へんと ザる にがず* 
ドイツ 岡 巧が* 永久には 化 等の 被れる 巧 痛に 堪ぇ 巧る ものでは なく > 拱 ふべき ものに も 非ず. 
巧えん となず る もので もない からで ある！ 

一九 sli 年に わいて •ド イプは ポルシェ ヴ イズムの が 巧に がした。 か、 る大闽 みに わける こ 
の お 化が •ョ ー ロ ツバに 崎 示した ものは •を そらく •俩 々のョ —ロツ パの なお 敦は •ホ おにた 
いて •化の 場所に あつて* 尙 か、 るが 件に 迎 遇して 巧ぶな おが あるで あ。 ぅとい ふこと であつ 
た。 余は 巧しながら* 巧 も 巧 •この かめには が 巧め になん 明 円な 巧みと して 现 はれた ド イプ 闊 
巧の 危 巧を •只 ドイツ 巧 巧の 一の めな 倫理の •逍 巧め 巧 巧の 動 おにょ つての み 巧 牌して がた。 


ドイツを ポルシェ ヴ イズムよ o 救 はんとな する 人々 は •ド イブが 等 巧 遇の ii ： 題を みを しなつ て 
解 ホに 巧かなければ ならない。 これは 他码 巧に 一つの 苦痛を 與 へんが ためでは なくして •むし 
ろ そのな おに •ョ ーロツ パの ために 》 を 後の なる 热 巧を W つてを く おへ 巧べ からざる おの 巧：！ 
のがる を 肌 おする ことによ つて 》 おそらくは 尙乂 なる T 话 痛を さえ も 巧 めんと すろ を 防がん がた 
めで ある。 なぜな れぱ •ドイツ 半 巧 巧 巧の 囘 巧は •フランス 巧 巧に 何等の 苦痛を も 巧へ る もの 
ではない が •ド イプ 巧 巧の ホを 革 か 度び その 崩. 巧は •ョ I ロツ パの 巧が とョ I ロツ パの 經 巧に 
打 巧を 與 へる もので あつて •をの 紋 巧に 就いては * 31 ロツ パな 治み の 乂 部み は •あ 補ながら 
何等の なをを も 巧 しないの である。 この ド イプの や 巧 待埋巧 巧の 锁 ひは •余が 巧に 己ヶ 年に な 
つてな しつ、 あると ころで あるが •ホして ョ I ロ プバ巧 屈を お 起せし むる ものでは なく一 て • 
むしろ これを 解み する ものである。 

巧の おがの 不幸は •かの ヴェル サイ ユ やかが 約に よつて こそ 作られた 一つの 化 態に あるので 
あつて •この 化 巧を 化 持 ずる ことによ つて •フランス 脚 ほは •よ 〇 群き 利な を 得る ものと なじ 
てね る ことで ある" この 化 遊が •俩 々の フランス 人に 巧の 利な をが 訝し 巧る ことが ルければ 少 


をき 段 •ヴユ ル サイ ユお 約に おける ド イプ 閑 巧のを 別 待遇と フランス 人の 利な との 閒 には •な 
々大 だる 虛僞の S 雜が巧 たれる かに 巧ぇ る〇お そらく をれ は义 •職を の ドイツの お洩 なが 巧と 
をの 政府 •巧に わが 巧の 巧 巧で あるので あるが* フランスが 巧 及び 化づ巧 一に フランスの 政治 
をに •か、 るな がの 正しから ざる ことを •充分に 巧 解 せしめ 巧な かつた ので ある。 なぜ なれば， 
巧 時に おける 仙々 の 政府が 想ければ 避い 程 •ド イプ 网巧 円みの 网巧的 . H 巧を おそれなければ な 
ら なかつ たからで ある。 をれ 故に 又 •すべての 巧 巧め 円 巧の 巧閒 はな々 大 とな 0* おつて 又，‘ 
ドイツ 阀 巧に 巧す るけ 巧 的に 捣 がれる 部 謗に 巧つ ては •その 態 おがな々 一が する に 至つ たので 
ある-がり* この 円な こそは •その 悲劇的を る 円 网の巧 巧を 術く のかき ホ 化に て 支持す るた め 
には •この 化ず べきが 枕を 必 おとした ので ある。 この 化 巧が ドイツを 何處に 巧く かは •をに か 
の おを るべき 肋 巧が 示した ので あつた。 - 
さて •こ、 に 巧が 闲稚 なりし ことは •ドイツの 平 巧 待遇を 囘巧 ずるに なつて. われらの 巧 W 
にこの不ザ等に轉する典ゼ斑强なる巧巧ががせするため* このホ^裡巧けが* おにおおにあ 
ら ざるの みならず、 お 村に むいて は 巧 巧のに 必 がなる ことで さえ あると いふ ことを 货斑 する こ 


とで あつた。 謀 具 諸 おは •なが 一 化 ss が 一巧 s 十日 w 來 取らざる を 巧な かつた 困 巧なる あを 
ホ 知の 笛で あるが •これは， ド ィプ 巧 民を その 不 ななる 狀 態より 解 化せん がた めで あり、 彼 巧 
のためにーホ々々平^巧をが化サんがためであり*尙をの上》 これおくしては， 31ロツパ 
統 巧の 政治の •お 巧 的 協同は 逆 ざ けられ •又 特に •これおく しては •巧き 敵 巧より おじた おぶ 
を 巧なず る も 巧び 新しき ものを 生ぜし める こと、 なる ので ある！ をが をに、 このが 鹿より し 
て 》 齡認 せられた く お ホし 巧る ことは > をは ドィツ 阔巧 のために する 余の 巧 動に 巧つ て •一瞬 
たりと も その 雜務を ちれた る ことなき ことで あつて* それは •を あび われわれ 總 てが 》 ョー ロ 
プバ の义化 及び 文明を 互 ひに 支抹 すべき 巧 巧を 巧す る ことで ある。 がしながら •一つの 前 巧 
として 》 その 义 化のを な 性の ために 巧に 帖 巧な ものと なれる この 大睹 をが 巧せ しめる ことは 自 
由に して 巧 立せ る 网巧闲 藻の な 巧な しには おへ 雜 いので ある J すべての ョ ー ロ ツバ 映 巧に 說け 
しける ことは •これ 比 われらの 巧が 文化に 巧大 なる 貸 かを なした る もので あつたと いふ ことで 
ある。 を巧においてはがしながら^ われわれは， かして倘々の阿民が與へたるものからホり巧 
く 化 ふ もので もな く •义 この 彼等の 與 へた 貢がの 巧 巧に 巧いて やはんと する もので もな く- ロハ 


われらの 設 めざるを 得ない ことは •この ョ ー ロブ バの倘 々の 業な の ホ ひから •巧 ひもな く •人 
巧 文化の 最も 夕 巧なる が 巧の 上に を 蔚の萊 热が剧 られる ものであると いふ' ことで わる d をれ 
化* わ I らが ホ々 に 用意せ ると ころは •この ョ I ロブ パ 文化 化 巧に •自 ホに して 巧愤 なる 一 貝 
として 巧の せんとす る ことで あるが •同時に われらの 巧强に 且つ 執 巧に ホ 資する ところは •わ 
れら のちす る ものを も 亦巧存 せしめん とする ことで ある 0 

ホが この S ヶ年閒 —— 进 おながら あま 〇 にも 度々 無な にの み 終れる が 常にな みて がた こ 

とは •フランス 两巧 との 削に 協 巧の 橘を かけが さんと する ことで あつた 。われらが ホ戰 A ぴ風 
をに 巧め たお 巧から 巧 ざ かれば 遠ざかる お •な々 生 巧の 觀 とょり 美しき ものとの 人閒 のぶ ひか 
に ふけり •その 誌 説と おおと が 前面に 巧び W るので あつた。 嘗 つては を も 巧が せしめる 化と し 
て 巧 巧した もの も •今日では •汹 よの 一大 風に たけるを も 巧 かなる 戟± として おへられ •巧び 
これを 一つの が乂 にして 共通なる 人 巧 文化の が 巧を 綺ひ はつ 維持す る ものと して おへられ るの 
である 0 

が"； らば， 何 かに この お 目の なる 巧 年の 爭 ひを なし •兩巧 巧の 何れから も 巧つ てを 後の ホを を 

八ぶ 


巧ら した ことなく、 巧ら しむず •又 ホが に说 らし さう にも 化 はれぬ この 爭 ひを s 提 せしめ •一つ 
のな き 巧な よりの おがを これに 代へ る ことを •が 故に 不可能と なすので あるか？ ドイツ 阳巧 
は フランス 人の 悄 むのに 脚む を 持たず* 又 その 反對 に、 ドイツ人が 困 巧に 陷れば フランス 人に 
どれ 程の 利を が あろので あるか？ ド イブが 巧抗 しやう と戎は その 反 おでを らうと •をれ がフ 
クン ス のな 巧に とつて どれ おの 利な であるか ザ •或は 义 •フランスの 巧彻 をに* ド イブの 困 お 
から •どれ 粹の 利な が 巧ら される ので あるか ザ •巧し 义フラ シスが 不幸に 陷 つたと しても •そ 
れが •ド イプの ために •ド イブ 巧が 巧の ために， ドイツ 中 庵階投 のために •持义 ドイツ ーお喊 
おのた めに •どれ おのが 脂と た U 巧る ので あるか？ 

をの かてが つたことは； トイ ブ巧郁 におけるが 想に ホち たる 巧 絞 脚 ホの 巧 巧に おする 問蜡 を| 
か W き 巧 性の 热ホ によつ て 解かせん とする ことで あり* がして をは これに 巧みした ので ある。 ョ 
1 ロプ パの 巧 巧 A び 閑 藻 W の お 立の 閒駐 を， 無理 巧のに して 逆上 的なる 巧が よ 〇 巧り W し •总 
き 迸 姑の がかなる 光の 中に 找ち來 す ことを •何な に 不可能な りと なすので あるか？ 

々は 如何を る お 合に も 一巧は 化 巧し •斑强 にして 巧 ホに •ドイツの ザ 等 待遇 巧 得の ために 巧 


はんとし •而 して これの 鬼 も かも 逵 せられた る ことは •反が のかく にも 化え るが， ョ ー ロ ツバ 
が 巧ぶ 的に がが し 格 村を なすことの 必 おに おする 巧伟 感化を 强め たこと である。 

おし もを が 今 口 •岡 除 的に な 巧す るを の 敵の 侧 ょり 非雜 せられ* をが この 晚 がを， ロシアと 
共に 指る する もの だと なすならば •をはを れに對 して •ホの かく 說叫 せざるを得ないの である 
が、 卽 ち* をは それを ロシアと がに 巧ぶ し 又 巧る せし にあら で* むしろ、 化が ま 配を 樂求 する 
ボルシェ ヴ イズムと おに 拒る する ので ある。 をは ドイツ人 である。 をは わが 网 おを 巧し •これ 
に 巧む する ものである。 をは、 この 巧 巧のを 巧が •その 本な とお 風に なム 化に のみ， 始めて 幸 

脯 とな 〇 巧る ことを かる ものである 。をのが せざる ところは 》 この ドイツ 网 おの 上に* 

巧に 泣く のみならず •をのを 生 巧を 迹 して 化に むから 笑 ひ 巧る この 巧 巧の 上に •コム ミユ ニス 
卜 的な 闽隐 的が おの 獨 栽の 恐怖を がふる ことで ある d なは ョ ー ロツ パの ために この おへの 起る 
站に我懷を巧えるのであるが* それは， 若しも， この被巧的にして.今日までの巧値を5|^せ 
しめる— •.マジアの W が 巧が にょつ て •ボルシェ ヴ イズムの 巧 命が 戍功 する ことが をれば， われ 
らの 古くして 人間 拙 おの ョ I ロブ パ乂怡 はか 何になる であらぅ かと いん おへで ある。 をはた そ 
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らく 夕 くの ョ ー 0 ツ パな ホ 架に 對 しては •一 仰のを な 的な が"； も か 何なる お 合に も那 化な な吿を 
となる であらぅ 。巧しながら •余が ポルシェ ゲィ スト 的な ィンタ ー ナショナルな 化 ホが 制を の 
股には 》 一個の 大 なる 放と して 映る とい ふことは* 余に とつて は 巧 一つの 大 なるおが たるの み 
にして •を 世は 余の 巧 おを 是認す るの みで ある J をは •他の 罔 家が 自己の 道を 巧く ことを 阻止 
する ことは 巧がない ので あつて 》 をの 逍を その 网卖は 巧かざる ベから ずと 確かにな じ. 巧は 少 
くもけ き 得る ものと 倍 じて わるので あるが* 巧しながら をは 》 ドィツが ホ この 道を 诚亡 へと 蜡 
みを むことは 阻止す るで あらぅ 〇而 して かの 倍ず ると ころに ょれば •この 滅 じは 》 をの 瞬間に 
ちいて は •堂々 たるを にて 入りが り •その 中に 网 装の お 巧 巧 力は* 自ら か、 る 化が 的 お 骆に力 
を 借し 與 へんと ずる ものである 。みは ド ィブ 巧 働が のために、 ホを 巧く 動かせる ポル シュヴィ 
ズム のお亂 のす 幸なる 危 おを、 ド ィプ 岡 内に おいてが か廿ん とする になつ て、 若しも 余が！： 巧 
のな ホを として •巧 巧な 閒が において みを この 危お におさん とずるならば* をのが みの 何等の 
可能 化を も お出し 巧い ので ある。 余は 又 こ、 に* 政治家と して 叉 巧 民の お 巧 おとして、 をが 仙 
々の 巧閉 人ょ 〇 期待され •ホ纷 された るすべ ての ことを なさん と 化する ものである 〇 余は •网巧 


のために がるなる 化 ホ 巧に 巧な なる 棒 巧を をす ことが •政治み にと つては ち 利なる ものとは な 
じない ものである 。われらは ド イプ お あの 巾に あつて •このを 近 二十 年 問に •確かに このが 巧に 
がける おな をが 巧す るの 機み を 巧つ たので あつた。 ポル シユヴ イズムとの 巧 一の 巧觸は 一乂一 
と 年で あり •一年 おくれて わが 巧 自らず かを 起した ので あつた 。巧 二の 巧揭は •なかの 年 巧を 
もつ て •ド イプを 祷んど コム ミユニ ストの 脚 巧の 炼 にまで 持ち 來 たす に充 かで あつた d ホは か 
、る 速閒 をが みし •從 つて 又 •ドイッを このが t ょり 引き 巧した。 何 おも •なを 動かして， 經 
をと 部な と ホ 姑が ホに 命ずる 道 W かの 道を 巧 かしめ る ことは 削來 ないで あらぅ。 而もな は •か 
、る 倍を が •を 的装杜 かま お的述 動の む も 巧き ぶが あび 巧 巧の 巧と なれる ことを かる もので る 
る 〇诏强 なる 巧る を もつてすれば •われらは •わが 巧 巧の 社を 問陋 及び 勒 株は* 一つの 織が の 
巧 おの 涛 七 にたいて 餅み せられ •おつて 义 •すべて われら 同网 人の 利な となる 一つの ザ 巧な 渡 
おのが 脯 がが 話される であら ゥ〇而 して •それと 村 時に 巧に 新しき 韩媒を もつ て われらに 來る 
ものは •われらを 一つの 歡 びを もつ て ホた すので あるが* をの 歡 びとは •々倒た くがつて 义誅 
趙も なくして 生 おする ことは 許されな いとい ふこと でを る 0 
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若しも かが この 极本 的を 股 助を •ョ I a ッ パの 一 お ほ 治に s くなら ぱ •なの セめ に 31 ロブ 
パは 二つの 部分に お 別せられ る こと、 なり* をの 一半は •巧 立自 ホの 巧 巧 巧 装に ょつて 結戍せ 
られる もので あ 〇 •これを 結 巧ず る网 おは， われらが をの おおと 文化を 姐して •巧 度と なく 同 
盟し たもので あり •艾问 がに われわれは 米 おに わいて *31 ロプパ W かの 乂 巧に わける ぉも 獨立 
をる 爵を とも 同盟 ホん とする ものである。 而 して 化の 一半は •かの 偏 かにして 一般の 閑な 的 ま 
がをお ホす る ポルシェ ヴ ィズムの おおに ょつ て 支が される であらぅ が •この お義は •永ぷ にし 
て •われらに とつて は 神聖なる 現在 及び 來 世の 倘 値を 否を し， われらに とつて は* その 文化 も ホ 
おも 巧な も •おそろし くぶぇ る 一つの 他の 化 巧を 巧設 せんとす る ものである。 

巧 等とは •われらは 與 へられた る 政治の •お 巧の なる 巧瞭的 細が W かに あつて は、 何等の お刖 
をる 巧 部 的 接 胸を 化しない ものである 0 

こ、 に 只み 盛に おらざる 悲 がの 巧す るのは. われらが 永年 公 巧なる 態 おを もつ て* フランス 
人に おして； IJES と •同 巧と •が 息と を 括つべく 巧 力した にも 巧らず •その お 極に わいて 一つの が 
巧 同盟の 結ばれた る ことで あつて •この 同 强の巧 端は 》 今日 われらの かると ころで あるが、 そ 


の 終結に 就いてはが しながら •おし も 神意が か 円 人 w に與 へられて わるが には w び お 慈 巧く を 
いとすれば •たを らくは •谈测 し 雞い結 巧を 说らず こと、 なる であらぅ 0 
ホが を 近 ー ニヶ 年 閒に巧 力し 來 つたことは •徐 々にでは あを 摊 巧に •獨佛 協 おのた めの が 巧 
を 作り 闲 さん 李る ことで みつち 余が その 際’ 何等の？ もがた なかつ たことは •この 璧 
の 前提に 4 いては •経が 的な が 等 待遇と がつ 了赛 等なる 權利 評仍が • _ト ィッ 賣赛网 みに 
前ら される とい ふこと であつ た。 がしながら* をが この おを において 自 巧して わた ことは 只 

にを の 協を Q お 去たい 了が みせられ &閒齒 《みを る 《でな く •面ち に W 豐 《がを 巧 的 
に 巧ら される 問 おを も见 なければ ならない とい ふこと であり •をれ は •巧に 理性的に ばかりで 
じく •义 感情的に も 州な せられなければ たらない ものであると いふ ことで あつた 〇 をは これに 
ょ つても ホ赛 々非 巧 せら. si るので あるが •をは、 ホの か、 るぶ 巧の 捉 諸が •何等み 稲の な 化 
なを もを み 巧ざる からと いふので ある。 

巧しながら •これは 正しから ざる ことで ある。 

この 巧佛閒 おの 设 おに 巧して 一 おのに 捉 音し がるみ 巧の なる ものは •余 も ホ 巧 かにみ 巧のに 
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捉 言して 來 たので ある-余は 稱 つて 一度 もな 巧す る ことを く 二十 巧 人の お備制 眼を るみ 湿の 捉 
案 にがつた ものである。 をは この 提 ホを •巧 時を の 巧 巧 あるが 案を よリ 任された る 時 •一つの 
をく み® 的なる 新 提案を もつ て •フランス 巧が 及び ョ ー U プパ諸 政府と 巧が したので あるが， 
その 一一 一十 巧 人の 提おも ホ 拒 巧せられ たので あつた。 

余は 尙 巧を の 提案を なし •み閣 にがけ る 巧 論のを 調 •賦爭 を 誘 おする もむ、 が お •而 して こ 
れ によつ てを をには •な々 にでは あるが お 巧なる が 佈撤麽 を 巧ら さんと する 提案を もな したの 
である 。これら ド イプの 諸 提案のぅ ちに あつて •只 一つ 巧 際のに おな 甘ら れた ものが あつたが • 
それは •現 巧 的ぶ 巧を 持つ イ- キリスむ 巧が •巧 巧 游が閒 のが およりの 關 化を 改巧 せんとす る わ 
れ らの掩 策を 採用した ことで あつて •これは ド イプが をの 必 おに 想ず る もので あり •又 ー ホに 
たいて 一 乂 化 巧 巧 W の 非 巧なる おか 利 巧 脚 おを お 化に 入れた る もので あつた， をが これに 巧い 
てた そらく お示し 供る ことは •卽ち •この 協ぶ こそは •巧な に 今日まで-村 巧 巧を 持つ てな ホし • 
なにぶ あり 巧く 從 つてぶ 功せ るが 惦制 臥の 企てと してが 巧して おた 唯一の ものである もい ふこ 
とで わる。 わが ホ阳 ながは •この 巧 •イギリス とか 巧き せの おおを なず ことによ つて •この 化 


ホかん とずる もつ である。 

ホが 括め てみ 巧 的た る 原 叫を. 述べろ ならば •卽ち 閑な 的按約 マニアの プログラムの 化 巧は* 
その 貨 現の 姑を の少 きことは •かの 巧 おの 义 たる ものん くの かき 悄 みの 下に あつて 旣 にを 初 か 
ら K 現の なる をき こと 巧なる 化が 軍備 微巧 案に も 巧し いもので あると いふ ことで ある。 をれ に 
も 銜らず 余が 强調 せんとす ると ころは •卽ち 》 ー ホ々々 のみこの 問題には 近付き 得る ので あり • 
巧 もを も 反な のみな きかに 化 はれる 方 巧へ 巧つ ての み 巧 付き 巧る ものである とい ふこと であ 
る。 ホは か、 るな 念の 下に、 このみ 巧の なる 巧 策を •一つのを 虛 なるおを のために も說 巧し， 
巧 巧を 强き 基礎を もつ て •フランス， イギリス 及び ドイツの ために も說 巧した ので あつた 。を 
の お 巧は •な 巧に わいて は •この 提案の 巧 桃と なつて 現 はれた が •やがて •そのが 巧 的 化大さ 
にたいて は 致り な 〇 難い 一つの 新しき がョ ー ロブ パめ アジアの 要因が • 31 ロッ パの がが のな 


れ たるが 域に 现 はれた ので あつた。 


みはを 年 かくして •この 具银 のなる 巧が に從 がし てがたが •巧 もを は 何听詰 巧す るが なく 巧 
すする が •ルな くもを にと つては •巧 謂 具 街 的 巧す と 同じ 梧 巧に この 枚を のた めの む 巧 的 用意 
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がお大 なる ものと おはれる ので あり •而 して 余は このが 巧にたい ては •他网 の 公明なる 巧 治ぶ 
に 何時か 辑み 巧る 掉 がの ものより もよりな 上の ことを なして わるので ある J をは 永久に 巧く 3 
1 ロプ パの 巧 巧 修正 巧跑を •ド ィプ 阅 巧の 巧 論の 空 おの 中よ^ おり 除いた ので あつた。 人々 は 
巧が にも •あまりに も 度々 この 立脚が にの み 立ちたがる もので あり •而 して この ことは むに か 
巧の 巧 治 索に 巧て はまる ので あるが •か、 る 立脚 點と をの 巧 動は •何等 特殊な な 味を 巧らず も 
のでは ない。 余の お 示せん とかす る ことは •をに とつて 巧に が 易なる ことに 思 はれる のは •ド 
ィッ 人と して 一九 一巧 年の 巧 巧の 罔な を过徳 かに ホ おし •かの プログラム として 提 W し •巧 削 
琉誌 及びが 說 によつ てま おする とい ふこと であり •これは 了 巧* フランスの 大朽 ぶび 阀がお 巧 
ぶを どが •一八と 一年 W をに 巧つ たこと である。 わが 巧の 化 評ぶ 諸 おは •义 このが 域に おいて • 
ホの あらゆる 能力を 否認す ベを ではない。 一個の ナシ 3 ナ リストに とつて* 巧 巧に 協調を 御が 
する ことは •をの 反 巧を 說 くこと よりも 數巧旧 巧なる ことで ある 〇化义 •なにと つて 一 丹が お 
にお はれる ことは •一つの な锋 になす る 本能を 贷 打つ ことで あつて •これは >3 —ロッ パの 協調 
を 必要と する 巧 巧を 円 巧 ましめ •これを み贷 的に 巧め て 巧く ことの 凹 おさの 比では ない 。而も 


なは これを なした ので ある J をは か、 る ホ 法に よつて •われらの 巧 巧 巧を 巧 巧 せんとす る巧瑜 
を おりが いたので ある。 

をよ ド イブの 巧 間より* フランス 岡 巧に おず る あらゆる 衍 しみを か b 除いた。 をの 巧 力した 
のは •わが 闯の靑 ザに •か、 る 協調の 理想に おする 巧が を 呼び さます ことで あり， 而も これは 
なかに 無 巧な ことでは なかつ た。 お迎前 •フランスの 巧みを ダル ミッシュ. パル テン キルへの 才 
リム ピック 巧 巧 操 £ だた Q であつ たが •た そらく こ 8 が忆は 、をが ドイッ 两巧 のか、 る 

內轟赁 に 巧 望し かるた 又 詔なる 转 がに 巧 草を ちよく 知る の 機を となつ たで あ 
らゥ〇 

巧しながら •か、 る 協調を ホめ 又ぶ がさんと する この 內 がの がをは •な 治み 途が 巧を 校り 盡 
して •巧 巧を 法が 上 及び 巧 巧 上の •明瞭 巧を かくみ をの 網に よつ て 総り なさん とする 試みより 
も •よりを 大 なる ものである 0 

か、 る 巧 力は •余に とつて はがしを ち 二惡阳 巧なる もので あつて •をの 巧 かは •を 
邱 がに ド イプを 一つの 化 約の 巧 巧より 解 化しなければ ならない からでみ るが そのが がは 卜 
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イブから をの 平を 特過 をが ひ •一方を のた めの 推 持を — 惹 であを す？ あるを を S 
問 おとして フランス 网 おは 自己に 利益の ある ものと なじて がて わるので ある。 

をは かくして そのな* ド イプの ナシ ヨナ リストなる がかに •ドイツ 巧 民に 尙帖 に闲 巧なる 巧 
巧を 持ちが たさを ければ ならない ことにを るので ある。 

こ、 に 今日まで* 少く ともこの な 新の 時代に をいて は •ホゼ がして おみられ なかつ たことは • 
一つの 巧が のち 巧を 巧 ホ 裙の化 おに 巧して •をの ホ 閑の 古き 大部み をが がに 刹が するとい ふ 
ことで あつた 。なは この 協調に 閒 化を 括つ が 故にの み •か、 る おも 困 巧なる 巧牲 I これは 人 
々が われらに •政治め に 义巧德 めに 課し 巧る ものであるが I この 巧 巧を な ひがたり •かた ひ 
巧 けんとす る ものであるが •それは 巧 余が •一つの 化 約を 維持すべき ものと 信ずる がかに 過ぎ 
ない のでれ つて その おもは た そらく •フランスと ド イプぶ び イギリスと ド イブの 閒 になす る 
政治め お 的 おを がくた めの 巧 力を なし 巧る もので あり •ずを がを すべての 側に 傅 巧す るた めの 
協力を なし 巧る ものである。 

巧り •かその 上に •をが 巧々 •又 この 窺 妻 •にたいても ホ张 して おた 忘 おは •卽ち •たら 


は パに 31 ロツ .ハの 平 かおが のために •化！； も ホ その 遊な をが たす 蚁〇 にたいて •このを も 困 
巧ぶ る貢獻 をな さんと W 息せ るの みならず •われらは 》 このが 約の 中に* 巧に か > 3 — ロブ パ 
化 余の 其 摘め 試みの 唯一 可能なる ものを 訟め るからで ある。 

わが 謀 目 諸 巧には* このが 約の 巧 巧と おかとは 巧に 知られて わるので ある。 これは】 方 ペル 
及び フランスと 他方 ドイツとの 刖に •將が 巧 力の 巧 化を 阻ム せんとず る ものである。 旣に 
W 前から 綺紀 されて ゐた フランスの 巧 巧 諸が 約に ょ つても* この ロカルノ における ライン 協を 
の 稍 神は* 兎に 巧か尙 破棄せられ てわない ものと してが 巧して ねた。 ドイツは このが をに 巧 
してむ も闲稚 なる 巧献 をな してね たので あつて •その 理 もは* 一方に おいて フランスは をの W 
巧 エ八ツ に •コンク リ J 卜 とが 器の 巧が をな し •夕 救わな 侃を を 斬 擅して ねる 間に， われらに 
は 引 巧き 西が W がに わける 紹お非 巧 裝の雜 持を 課せられて わたから である。 それ にも拘らず か 
われらが このれ 巧に 堪えて 巧た のは > 1 大 W のかく のかき お 賄なる 巧獻が • 31 ロツ パの がか 
に 巧 立ち 》 阴 巧 問の 松！！ に 役立つ ものとの 巧 巧を 持つ たからで ある。 

今や この お 巧に 反 巧す る がは ぶし •これを フランス はが 年 ロシアと 締結し •すでに 化が 
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を も 了し* その 確認は によつ て 今 巧 はれて わる。 實 にこの 新 佛ソが 約は、 チェ コス ロゲ ア 
キアを 迂 罔して —— この 网もホ 同様の が 約を ロシアと 結んで わるが —— 1 つの ラィン 巧网な 
るた そるべき お 巧 的 巧 力を 中央 ョ ー ロブ パに 巧き 入れる ことと なつた ので ある-この 巧す 可 避 
なることは —— この 兩巧 がを のがめ によつ て 義務を を ひ •束 ョー ロプバ にげ 糾の おつた 場な， 
巧陈 聯盟み 諸によ つて 旣 にか 定 せる もの 力まは かを せんと 期待 せられる ものを お熙 して、 自己 
の 判を に從 つて •をの 何れに 罪 わる かを 表明し •從 つて 又が ぶ 授か 義热を 化 巧の ものと して 見 
る ことで ある。 

この 化め において •その 附加 かられた 制 W によつ て， お 一の 苑巧 がが びん 巧せられ るとの ホ 
張は 理解し 巧き ものである。 なぜ なれば •一つの 點 において 巧 おなる が 巧と しての みを の おむ 
をな しながら •ホの がを な 立 せんがた めに •をの 化の 義巧 におして は 用れ ざる ものと するとな 
して •巧つ て拓 ぉした 巧 巧を も し •がつ て 又 これを 强制 のなる ものと なさん とする がかき 
は •なのよ くな し稱 ざると ころで あるから である。 この おな にあつ ては •巧 一の 義 おは 忘 ホな 
を もので あり •化つ て 巧に 巧 巧し 巧き もので あらぅ。 


この 巧 班は がしながら 苗ち にな 治 的 巧 趣で あり •而 して 政 お 問 擅と して その 巧大 なる 怠 ホを 
巧なず ベを ものである 0 

フランス はこの 促のを 或る 巧 意な ョ I ロブ パの】 闷と 締結した ものでは ない 〇 フランスは 旣 
に ライン おを ながに 》 巧 かなめを チエコスロヴァキァ 及び ポ ー ランドと 結んで わたので ある。 

ド イプは そのため にか 何なる 巧 謀を も 中し なて なかつ たが* それは •このが 約が 佛ソが 約と 巧 
るが わめに 蹄盟の 確訟に 屈した のでは なく •巧 時の チエコスロヴァキァは、 おみな ポ ー ランド 
と问 じく* まとして 常に •これら 巧 家の ち 巧の 利 巧を 代 おする 政 巧を おりつつ あつたから であ 

ろ ドイツは をら QS 蓋？ ん とする 喬を 契ず • 5 れら Q 獲が r イツ 攻 おを 化 
てること にょつ て それらの 网袭に 利益が あるとは 倍 じな かつな 雲 •.ホ， ランドは 遂に ポ I 
ランドで あり、 フランスは 遂に フランスで あつた 。巧しながら 》 ソヴエ ー ト •ロシアは 一つむ ぞ 

命 箱が 觀の闲 索のに 化 燃せられ たお 孜 であ ちその 閑お视 は， 化累 なに 巧す る 信が でぁる。 
巧 日ぶ は 明後日 フランス も ホ •このが み' 巧を おつに 至る かも かれない ことは がし 巧い ことで あ 
り •か、 る お 態の 巧を した 裝 合には — ドイツの 化 ホ おとして を も ホ これを 計 巧に 人れ なけれ 

化 化 
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ぱ ならない ので あるが — この おにが 巧を ことは •この 巧し き ポルシェ ヴ イズムの 肉 おは. ポ 
ルシェ ゲイ スト 的を 拍瞭 ホを の 一巧と なるとい ふこと であ 0» 卽ち •巧据 すべき か 巧 巧 せざる 
かの 巧を は-が 異る 二つの 閑み が •その 目のに 從 つてを 自 の判掛 によつ てな される のでは なく 
して •一つの 地な からな 接に 巧 へられる に 至る ので ある。 その 化が はがしながら •この 巧な に 
あつて は •パリでは なくして モス カウで あらぅ 0 

この お 合 ド イプは、 僅かに 純粹 にが ± のがが より ロシアを ながす るぶ 場に ある だけで あるが • 
ロシアは 常に その あ義 上の 裝 巧を 通じて •ド イブとの 紛糾を 誘致す る ことの 出來 るで おに 泣か 
れ るので ある。 それ か •何れが 攻巧 巧で あるかを お定 する おな には •巧胶 聯盟を 歲 のかぶ から 
巧れ て その 巧な の 立 填に てみ おする はおより 明かな ことで ある 。フランス 及び ロシアが なし 
たのに 非ず とを すま お 巧は 巧證の 申し立ては* 巧 一 化 巧が 制 おを をけ る ことがあり 巧る 欺 合 

が もを れがイ •ザ リス 乃-至 イ .々リアの 侧 よりな された としても をれ はお 巧麽 たので b つ 

て なぜなら •いかなる 方法に よつ てが 巧の 制 栽を •かく もが 削 的 化巧觀 とが 巧 的 巧 おな 組綻 
を おず る もの、 上に 課し 巧る かは •お 局 巧を し 巧ない からで ある。 


われらは 夕年 この 避展 をを ひを もつ て巧吿 して 來 たので あつた。 それは われらが 彼を 他の も 
のな 上に 巧れ たがた めでは なく •それが 化 円を 3 1 ロッ パに たを るべき 結 化を 巧ら す こと、 な 
るからで あつた。 人々 はこの われらの おも 巧が 日な 危 巧を 除かん として •ロシァの 風脚 利器の 
不備を 指示し •巧は 义 をの 巧 器が 31 ロ ッバ 賊 ホには 不適 巧な もので あり 利用し がざる ものな 
る ことを 指示 せんとした-われら はか、 るが 巧には 巧に ほ 巧し てがたの であるが •それは， わ 
れら がその 倍を の 中に* 或は ドィッが これに おれる かも 知れない とい ふな おを 持つ たからでは 
なくて •われらは すべて •その 数 もホ特 巧なる 化大 せを 持つ ことを 知つ てゐ るからで ある J 巧 
しながら われらは •フランス 謠 をにたい て •エリオット 氏に よつ てな された ロシァの 巧 巧の な 
.巧 巧 的な をの 說 明に 非な にお 謝する ものである。 われらは この 說 明が エリオット にに ソゲ エト 
巧府 から おへられ たもので あり •义 これは フランス における 耕 同盟の 捣 神め 監が おに •虛 なの 
說 巧を 與 へる もので ない ことを 巧る もので あり， 同時に われらは 》 エリオット 氏に よる この 報 
吿の巧 巧の なしを 巧は ない ので ある。 この 巧吿 によれば 巧しながら、 化づ巧 一に 梳 巧なる は • 

P こァ 巧の ザ 時 お 力は riii 五 0,000 人で あり •巧 一一に 破が 巧 力 及びが 備 がは 千 セち 五十 巧 
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に 及び •あ 一二に 大 クン ク 陵が 備 へられ、 巧 W に 火を 単が 制を されて わると いふ ことで ある。 

か、 る强 力なが 巧のを 因が な 入す るのに おいては •そのが の稱快 性に おいても 》 又 その 通用 
の おにおいても. 保秀 にして 巧に 機を 化 ふと 育 はれて わるので あるから •中央 ョ ー ロ ツバ 巧 動 
地 巧に わいて •をの 巧 隣 的な ョ I ロブ パの 巧 術を が你 される ので ある 〇尙 をの 上に これは •を 
な m i ツ パ諸岗 特に 明かに 唯一の 啟 妾へ おて ねを ィツに とつて は、 巧 上 及び 空中に 必 
おなる 巧裝手 巧の あらゆる 巧を を 化 巧す る ものである。 

この 寞 3-" ツ •ハに むす 襄方 S 膨 火なる •只が £宇0 走 も？ はな〜 特に 
も •か S 々ルノ が 約の 巧 神に* 孚る お堯を 持つ もので わる。 これは たらのを 巧該 巧と し 
V かく おず る のみでた く* あらゆる 閑 巧 W にたけ る 巧 巧なる おおのん々 のがず ると ころで あり 
同時に 义 —— 巧 閒雜誌 及び 政治 巧の 證巧卞 るが かく I をく 明かに お 剤せられ たる もので を 
る 0 

二を 一十一 日に フラ； の 一巧 聞署は •を哲 おせを とを ホめ ておち この 時 •余に 化 
へられた ことは、 この ー フランス 人 もが •われらが 巧 力せ ると 問じ转 化に これを 閒蹈 にし， •曲 


巧 巧閒に 協調の 道を ぶが さんと 巧め て わると いふ ことで あり •このを おのが 否に よつ て* これ 
がが ちに 余の フランス 户ャ ー ナ リズムの 巧 献の證 おと 見なされざる やぅとの ことで あつた。 余 
は ホ めら れた說 巧を 與 へたが •それは をが ド ィプに わいて 巧 百 囘巧千 罔と なく 公言した ところ 
の もので あり、 而 して 余が 今一 お試みた ことは、 フラン 巧 ほに をが 協訓 を切當 する ことで あり 
この 協調は われらが むから 巧 巧して わるもの であ 〇 •をの-が 現を 巧る ことは か 何に 牧ぱ しき か 
を 述べた が •巧し 尙 その上に をは •一つの が 約の が おによ る フランス のた そ ミき 潑醒 にがし 
て ホの 深く 遺な とすると ころを 述べ •これに 巧して はわれら はか 何なる 必が 化を も 倍 じ 料ない 
ので あるが •をれ の 巧瑣の あかつきには 巧が がしき が趙 がを 生せ ざるを 巧ず， 义淺 生ずる ので 
あらぅ とい ふ C とを 述べた ■'こ Q 倚 見 記は 説 舟 Q 知る 夕 •わを 為れざる 理む忆 よつ てが 
巧せ を、 かの お 約が フランス 謠 なによ つて お 准せられ た辑日 始めて 霎 言れ たので あつち 
余は このを 姑に たける ホの ホ吿 とを く W 1 に將 がに おせんと ずる もので あり •がして 公明に 
かの 戍 さを 卞 ると C ろは. CQ 獨佛 協哲巧 &る C とで おる が •をは. 余が そ S かに‘ 見 
みめが き危 おのかに ある ョ ー ロプバ をす を さすた めに 必嬰 たる 整 索を 見る からで あり 义 をが 
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•曲阳巧のために， これ：^かのか何なるホ法からも* 何等か可巧むる利なを巧待し巧ず， 巧は义 
それを 巧る こと さえ も山來 ないから であり. 巧し ながらな も怕 巧なる 一巧 的に して 閑 巧 的なる 
危 おを よく 見れば 見る 择 •このが めの 最後 ホを 的なる 締結を 知つて、 余は それによ つてな 生ず 
るが 事態の 試鍊の 中に 入りを み •そこから 起る 必 巧の 結 化を 引き 化さん となす るので ある。 

これよ 〇 牛： ずる おがは 非常にぶ 大な もので あり ••をれ はわれら 及び 余 仙人と しても 茄ゼ巧 城 
とずる ものである。 がしながら なの 鷄 巧は •ョ ー ロツ パの 協調の ために •ならに 愧 巧を 拂ふ のみ 
にあらず •わが 阴 巧の 利な にも 亦從 はなければ ならたい。 一 俩の楼 おが， その 巧對 巧に おいて 
評俩 せられ 巧が せられる 化り は* ホは 敕ん でを を 傑 おとす る ことを ホ認し •ド イプ 巧 巧に も ホ 
同じ ことを が吿 する であらぅ 。今 •然しながら •巧手が このな 化を を：；！- やおし く評仍 せざる こ 
とが お 立して わる にないては •ド イプの 一方的なる 義務を ほ 巧し •これによ つて われらに 销え 
巧き を 別 巧 過を も ほ 巧ず べきで ある。々 はがしながら* この おおの 瞬 g において， 而 して 义こ 
の 巧に をいて •今一 巧热り 返さん となす る ことは •一九 年に おける をの 技巧の が大 なる 證 
をが 哉に 述べた る 言が であつ て •卽 ち* ドイツ 阅 巧は •おがの 命ずる ところと •自 山への 息ぶ 


と •平等 待 巧と を 巧 巧す るよ o は •巧ろ あらゆる あ 巧と 拆 迫を. 化る であらぅ。 

若しも ドイツ 闊 巧が 》 31 ロ ツ パの 協同に 巧して •何等かの 巧 化 あ b となすならば •その 巧 
化は 巧 おがを 巧し 從 つて やおの 巧 遇を なされた るが モ としての み 持ち 巧る ものである。 か をれ 
が作ム せられた る 時 •この 特 巧なる 巧 化を 巧 相 せんと するならば 》 义 あらゆる 货隐 のな 化を も 
失 ふので ある。々 よわ 山ら をも义 他の 化 巧を も 欺く を 欲せざる もので あつて •な も 円が なる あ 
巧が をな <閣 巧には •もはや 何 巧の 巧 化 も あり 巧ない ので ある— • 

巧したがら •なの 叉なず ると ころに よれば’ 人々 は 》 か くも おを なる 認識と かく も戒大 なる 
ホな の巧閒 にを いてさえ •おせに して むらない ことは •この ョ I ロブ パの 協问が 》 巧に 巧 あが 
にあつ ては 正しき な阐の 下に 始ま 〇 しもので あり— 新しき 道を ホ めんと して わるので あるから > 
すべての ものに 利用し 巧る 巧 ホに わいて •この 巧® の 解かを 可能なら しめる ことで ある。 

みが それ 化に 巧 カサん とすると ころは* み筑 のなる 提案に わいて •ドイツ 巧 巧の が 巧に を 現 
を 巧 へんと する にあり •ドイツ 闽 巧は* その 巧を に ふを がき •ちかの ためには みら ゆるが 化を 
も 用な し •而 して 巧な にな おにして 平等 待进 をを すヨ ー ロブ パの 協同 も 巧に 巧む ところで わる。 
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巧大 なる 网 巧の 論 ホの お 巧 •をは こ、 に ド イブ 政府の おにおいて かなし •今 円 •フランス 政 
巧ぶ びを の 他の ロヵルノが 約 署名 巧に •ホの かを 巧 巧を-ザ 巧ず る ものである。 

黄 蓄 

一 九ーニおザーニ月二日に化おサられたるフラ ン スとれみホ装ソヴ エ1卜がか树聯巧との叫のお 
めが 化 ホせられ る や •ド イプ 政 巧は ロヵルノに たける ラインな みの 其 他の 巧 名 閑な がに おし • 
フランスが f 約にたい て 締結せ るを 巧は •ラインが 約に よつ て 生ずる 義 がと 調 かせざる こと 
の 注な を唤 おした。 ド イプな がは •そのな 巧を， 巧 時を が 七 及び 化 ホ 上 詳細に K つて お 礎 づけ 
たので ある。 巧 も •法が 上の 關 巧にたい ては 一九 一二 お 年 一一 一月 ir お：：： の ドイツ 巧黃に ib •む 治 
上の 關 係に をいて はなな のか 巧 的商链 によ 〇 この 巧 書を かおず るに まれる ものである。 賊が化 
巧は •义ド イブな 若に 巧す るを 面に よる 巧を による も •又 ルタ 的 手 巧に よりぶ はた 開な 巧に よ 〇 
巧 示せられ たる 諭强 による も •ド イプ 化 府の立 おを おおせし めむ ざる ことを 知る ものれ である。 

巧に 热 ての 說 巧は •一 化 一二 お 年 S 月 W がか 的に 义公巧 的に この 閒趙 に鮮 してな され •すべて 


のがに をいて パ ド f ヴ 政府の が 巧を 施認 する に 過ぎず •それは ドイツ 政が が おがより を 巧サる 
ところの ものである。 

一 •佛ソ 化 約は 巧ら ド イプに 巧して 向けられ たる ものなる ことは 巧を し 巧い。 
ir フランスは •ド イブ あび ソゲ エ— 卜聯巧 問に が ホの 巧 巧 せる おた •闲巧 断盟が 約に よつ 
てを 巧せられ たる 義務を を かに おえ •聯盟 か統 の推腊 による か 巧は 一松に をの 巧 示 甘ら れ 
た 判 ホに よる か 何れ かにすべき 場を にわいて さえ •ド イブに がして 敢えて 巧 巧 巧 動を 取る 
に 至る はを おし 巧い。 

ご -1， かくして フランス はかくの かき おを •円 已の判 おに わいて 何れが 侵が W なり やを かぶす 
る 巧 利を 巧 求ず るは 巧を しおい。 

四 •これによ りて フランスは 與 へられた る おな あたかも それに 適が すべきが をに 脚が ある 蹄 
盟 規約 も ラインが 約 も 巧 在せ ざるが かくに 巧 巧には 巧 動す るに 巧る はおが である。 

佛ソが 約の この 結が* ドイツに 對 する 巧 嘴に 巧して •化 請 巧た る イタリア 义び イギリスの 側 
よりこの 巧 動に 巧す る 制 栽を をけ なければ ならない おな •そのを おなしと なす 一つの 例 か をげ 

12 
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り 出した ことは 巧 おし 難い。 この 例 かにが して， 旣 にが 巧と してみ 巧のに なおして わるのは • 
ラインが 約が 巧に イギリス 及び イク リァの が 證猜務 の 上 ばか 〇 でな く 》 巧 一に 伽 巧 間の 關 係を 
おを する 義務の 上に 立つ て わると いふ ことで ある 0 

巧 題は フランスが この 佛ソ がみの 義務を なる になつ て •ドイツの 脚 おに かて ラインが W にょ 
つて 定められ たる 制限を 守る かる かに か、 つてね る. . 

これは 巧しながら ドイツ 政が はるおせ ざるを 別ない。 

ラインが 約の 円のは ド イプと 邮 むと が將來 ちに 巧 力の 巧 化を 抛を する ことにょ つて 聞陕 ので 
巧路 保を 巧 巧す るに ある。 ラインが も締 がに 際し 円衍粮 とは 別に 熙巧 化が になす るな おの 例 か 
がな 認 される とすれば 》 をの 政 お 的 巧 もは 巧知の ごとく フランスが ポ I ランドぶ び ナエ コス ロ 
ヴァ キァに おし 旣に 一を の 问盟義 なをを 扮 してね る ことで ある。 ド イプは 巧 時 そのな 也から 既 
巧が 粟の 制 披に敢 て 異談を さし 狭まな かつた 〇が をのな 云 ふまで もな く" M 捉 となつ て わろ こと 
は 》 ホ魄 •な •チ ユ コ即の 巧 お 約が ラインが 約の 憐戍に 前が せろ もので るつ て • P 聯盟 規約 巧 
十六 化の 施 巧に つを ホ ソ化約 稀 おにおいて W なされて わる ごとき 何 巧の 規 ぶを 包を しない こと 


である。 而 して これと 合を する ごと < ち お 巧 協定の w をはな 時の ド イプ 政府に 渐ホ 判明して 巧 
た〇 ライン お 約に 許な されて ねる 除外例は 勿論 巧 かに ポー ランドと かナ H n ス ロゲ キアと かを 
巧して はおらず 抽义 的に 述べられて わる。 たが これに 關が ある 一巧の 商 雜の巧 神と なつて ねる 
ところは •唯 巧佛 11 の戰ホ かおと フランスの 巧 望との 叫に 巧な の 同盟 義務を 括按 する ごとき 調 
あを を おする にあつ た。 それ 故 フランスが ラインが 約の 中の 歐 がをお 起しを うな 叙述を 利用し 
て 嵩な に武裝 せる 或阁 家と 新しい 問 班を ドイツに 巧し が おしようと するならば •か < て 巧俯閒 
の 風ず 化 楽の 巧 巧を 巧に 怖 も 巧ぶ のに 縮が しようと すれば •而 して この 除 上述の ごとく 苟もが 
をせ る 正當を 化 巧を ザら うとし ないならば •それと、 もに をく 新な 化 態が 创 逆され， ライン お 
むの 政治的® 巧は その 捣神 においても またが 巧に おいても をく 破 巧され たもので ある。 

フランス 誘を における 最近の 討隸义 びみ 議 によつ て •フランスが •ト イツの 抗謠 にも おら 卡， 
ソゲ エート 蹄 巧と を々 巧 准し ようとみ をして わる ことは 明かで ある。 を ふまで もな く 唯一 罔の 
ホ 巧め を 見を 巧つ ただけ で •フランス はこの がみに おしてな した 一九 S お 年 五月 二 H の署 おを 
W て 早く もな 力を を 生かる ものと ずるに まつた。 しかしが 巧な が洲 政局のを おに おし •ドィツ 

】0 化 


政府が その おされた ド イプ 巧 巧の 利 成 化 巧を 化巧义 はが おず るを 化しないならば •が モ巧槪 す 
る ことは 不可能で ある。 

ドイツを 巧は 近年 賴 々のかを々 ホに おいて 巧に ホの よぅに お 調した。 卽ち 化の がみを 巧 巧が 
ライン 化 約に 化 巧なる 化り •ド イプ も ホ それより を 生ずる 紐ての 遊 おを 巧 ザし 且つが けせん と 
かする、 と〇 この 白 巧の 前提 すらり 十な フランスの 側で 巧け してね るとは 化ら れ ない 〇 フランス 
は ド イブが なおし おがの 獲 昔を なし •やかの 旅 化を 巧へ るに おらず •これに 應 ふるに ラインが 約 
をが 棄 して ソゲ エート 蹄 巧との 閒に •ド イプの みを がと ずるが 巧 巧 地を 締 がした ので ある。 し 
かし それと、 もに ロヵルノ における ラインが みは それの 含める 巧 神を が义し • 上を の 巧 力 
を 巧 止せる もので みる J それ 故 ドイツ 仙に たいても をり 十 この 失効せ る お 約に 拘 おされる ものと 
は 為へ ない。 ド イブ 政が はやむな く 今 巧は この 同盟から 巧に 生起せ る狀 態に 適應 せざる を 巧な 
い。 卽ち 佛ソが 約が これと ホんで ソゲ エート 蹄 巧. ナユ コス ロゲ キア 間に 柿 姑され た 同 既が約 
によつ て训 化される ことによ つて 巧ら された 一 恃尖銳 化せる が 態に 適餓 ホざる を 巧ない。 いづ 
れの阐 巧 もを の阴 巧を が 化し •巧 巧に 留 なする 旅 木 おを 巧 するとい ふ 巧 ホで* ドイツ 政 かは 今 


日を w て ライン 0 非な 裝地 巧に をけ る ド イプ 闊の おを なつ 無 制 映な ホ植を 快が したので ある 0 
しかし ド V - ツ政 がの あらゆるな 阅が 誤が されん ことを 巧 巧し •この やむ を 巧ざる 手 巧が が 巧 
が-ル 的忱 巧で ある 猫を 巧な からしむ るた め 巧に ドイツが ザ 巧の 權 利と 平等の ななを がする 闽朵 W 
にがす る 31 ロ ツバの 現 巧の 平 かに 巧し •永久に 沒らぬ 渴璧を おする ことを か 部に お 現す るた 
め •ド イブ 化 おはこ、 に 下 おの 捉謠 になを •巧ち に 31 ロツ パの 平が 摊 化の 組 樹を 巧設 すべき 
新晚 ぶを がり 上げん とずる 用意 ある ことを 明ち する。 、 

一* ドイツな 府は フランス 义 びべ ルギ ー との 閒に ，巧 ホにたい て 非が 裝地 巧を 試 超す るが につ 
さがち にな 隸に 入り 》 本 おの おを なや 巧を が 巧と ずる ものなら ぱ をれ がか 何なる 朽巧 である 
にしろ、 か、 る 巧 謠に應 ずる 用 息を ちずる ことを 明に ずる。 

二* ド イブ 政が は 西部 巧 巧の 不可な 忱を絡 巧 せんがた ろ獨 •佛も 間にす 仪が化 約を が おし そ 
の销が 年献を 二十 おケ 年に を めんと する 用 怠 ある ことを 提絲 する。 

ご I •ド イブ 巧 巧は イギリス > イタリア； ■一闽 をが 請して この 不 ながが 約を 巧 詔す る强 巧と して. 兩 
巧が 巧 あされん ことを ホ 望す る。 


ニニ 

四， ド イプ 政が は オランダ 政 おが ホ 望し， が 約が おの 和手闽 もを をと 訟 めるならば •オラン 
を もこの が 約に 關與サ しめる ことに 同 息す る 0 

五* ド イプ 政が はこの 巧 瞬 協 おを 一巧 强 化する ため •巧 歐諸强 网刖に 一 趣の 防を が 約を が おず 
る W 意が ある。 この 巧を が 約は 巧が のぞ 奥危險 におし 円 動め に 且つが 巧に 巧 抑の なおを 巧す 
べきで ある J 

六 •ド イプ 政府は ポ I ランドの ごとく お ホにたい て ドイツと 巧 境を おする 諸网 とも 同 找に不 倭 
がが 約を 締 おする 州 意 ある ことを がり おし 提證 する。 リトアニア 化府 はこの 披ケ 月間に メ — 
メルが 方に がする 同 巧の 地な につき 若干の， U おを 施した ので •ドイツ 政府が 将 つては 設 巧す 
る お-をを 設 めた リトアニアに 關 ずる 例外を が 罔して •メ I メル 地方の 自治を 化 詔ず るに 担る 
何等か あななる 化が を 前提と して リトアニアと もまた か、 る不 ながが 約に 巧 おする 用 怠 ある 
ことを 明言 卞る〇 

セ •ド イプが 今 $811^ なの 目め たるが！ を 巧 料し •瓦つ を ドイツが 止の 上に 完全な ホ 巧を 恢化 
した 時 •巧め て ド イプを がは 网巧 聯盟 悅退 のまが 巧 山が 除 主され たものと おへる。 故に ドイ 


ダ 


ツむ府 は 稱び网 除が 掛に 加入 せんとず る 用 怠を 巧す る。 そのを 合 ド イプ 政 おがが 待す ると こ 

ろは •友が 的 蠢を扣 お 期刖谭 がしたち 植民地が 巧の ザ 等 巧 •垃 びに 巧 際 聯盟 規約を ヴム 

ル サイ ユが 約の 基 巧よ 〇 か链卞 ぶことの 二つが をを されん ことで ある。 

ド イプ 巧巧證 '好 謀な 諸 およ！ この おが 的 巧 には ド イブの 巧 郁 諸 州に おい •て、 ドイツの 巧 
ほが 今 その 辟が のが 巧 的 守備 地に 巧つ て 進な しつ、 あるが •この 時 われわれは 一人 巧らず 一を 
が ホして 神聖なる ホの 二 巧を 承認し よぅ 0 

第一に •わが 网 巧の おが 快な を 上に おいては •か 何なる 梢 如 •か 何なる お 力に 對 しても 巧 じ 
て 一 步も 退却ず る ことなく •を 乂の内 巧に 迎迸 しては 此 となつ てをきを はかる よりもが ろ 玉け 
せんこと を 巧 ふ。 . 

第二に •を こを 歐洲 諸网 巧の 晚調 巧に 巧 方の 詔网お 化び 憐 閑人との 協調を はかるべき 略な り 
と 或め る。 

治 化 S ケ年 •をはを H を W て ドイツの 半！ 巧 巧の ための 賦ひ はお 結せ る ものと 倍ず る こと 
が 出 おる。 しかしを のなず ると ころに よれば •それと、 もに 歐 W のが 闽的 協ん から 沿が したわ 


れらの 巧 一の 前提は 巧 失した。 それ 化 今 巧 か、 る 化 如に 巧が する 州な を おする とずれば •ホの 
ごと<を明正大なるホ望を1^て巧がずるのであるが》 卽ちそれは過お兰ヶ年の經過と囘巧とに 
よつ て歐 洲諸网 巧に たいても われわれの お 力に おする 理解を なめる ことに 巧な つで あらぅ とい 
ふホ结 である。 

われらは ml ロブ パに おいて 何蒂 が. 的 お 求を 提 W してね ない。 ホづ われらの なるとは •が 
れ ろが ± のかを による か •又は 人口と その 生 巧が 域との す 釣合に よる あらゆる ml ロブ パの 巧 
迫は、 をには 戰ホ によら ざれば 解み しおを いもので あると いふ ことで ある 〇 しかし ホ 望す ると 
ころは* 人類の 巧が 力に よつ てこの 殺潍 なる が 態を 巧が し， な々 ながら 進 ホす る 巧 おしつ、 あ 
る 牛 か 的 協同を がげ ると ころの 巧 迫を 除ぶ せんこと である。 耐 して 特に かがな H この 時な くが 
ん ずるのは •恢 役した 巧 おの お： と 円 ホと から われらが なへ る ものは をく 遙斯 にかなら ぬと い 
ふこと である J 巧り ド ィブ 网巧 のみならず •を 映 洲諸网 に 巧す るを 巧で ある。 

これによ りなは この 拱 所に おいて 今一 巧 •が囘 ここにを いて 十 S がに K り f ち 明せ ると ころの 
巧 巧を 歐洲諸 巧 巧の 祀惊に 呼び 起して •われわれ ド ィブ 人が この 現 巧め な 巧 巧の 巧 現に 可 蛇な 


つがが をる ことは 何 单をも おせざる ものなる ことを 巧 背し 化い ので ある。 

わがぶな ょ！ この 一ニ ヶ年即 なは ド イプ 政のを 率 わ， ドイツ 阴 民の 巧 巧に おめ た。 ホが 巧 見 

せる タミ ー ミ 競 SS 琴黨& 黎は奠 でを えたた S 清 •政治的 •お 巧 
雙巧 S ホら ゆる 畜£ こ 了 •をた S 偉烹 K な璧 をた。 おしながら 巧 化に な 

いて ゴお夕 の 内 巧 かぶに 峭 まされ •不 昭不 化の n 巧が 捣く ことを も 今 R 認めねば ならね。 余が 
ド イプを 今 円の ごとくな し 得た のに* けら わが 闷 巧の 獨 おおとして， V はなく 常にを の 指 巧 巧と 
して •巧 託を としての 氣 持を パつ てな したから である。 かは ド イブ 巧 巧を して かの 巧 巧に 巧く 
向 雲し める ため 十 畢搜阅 し •で S がの 侣拉を 巧した 結 化は •巧 巧の 的た る 北 帥に な 
しがされ たので あつた 〇し かしな はを のをに おいても けら 進んで を 力を 盡し •一巧 巧と してを 
たお 巧 ザと してを 巧 巧と 巧く おばれた ので あつた 〇ホ はわが 巧 巧の あ 巧と 自 もとを 巧 化 ザる こ 
の 席 おめ 巧！？ をが るに 巧つ て •ド イプ 巧 巧に 巧し* 今後を 义び 余のを 協力 お 姑に 驟 ぶと、 もに 
ホの ごとを 巧を 水进を 削たん ことを 乞 ふ ものであるが •それは ホが 近年 必ずや-見 巧 防の なる 
み 巧を なし •な 巧なる おな を 執 0. 乂 なるな なをが ホした であらぅ ことに 巧して ジ ある 0 

一一ぶ 


ょつ て ホは 今日 ド イプ 巧：！ 謠か をが なし •ド f ッ巧 おを して おぶ び 余の お 力を の 巧 巧に おす 
る 申 f を おを せしめる ことにみ ぶせ る ものである。 この ー ニケ 年間に ドイツは その あ# をぶ が 
し*:; をを お戾し •至 巧なる が 巧 的 おがを 化 服し 》 なをに 巧な 文化の 向上に 向つ て ホを 進める 
ことにな つた？ ぉる。 AJ れ忆 ついては 余は をむ を 省 また 神忆 おいても 習" して 做らぬ もの 
でぁろ なが 今 ド ィブ 閑 巧に 城を ころち 网 巧の 養に ょつ て おが 信念を 强 化し •ホに おも 
を 力を 與へ •質 Q お 松と S かと C たを は f 裝 忆む ひ •又 お爵寒 《た &忆 護を 巧 
せしめん ミで をる。 耐 してな？ かを 霉 せん 李る わが 霉に おいては 特に f のまさん 
ことで ある 0 
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